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「エレノーラ・マーレイト。私はお前のようなでしゃばりで強ごう欲よくな女を妻と認めはしない」

　四才年上の夫である侯こう爵しやく家け当主、ソーラス・ソーマライズから告げられたのは二年前。

　伯はく爵しやく令れい嬢じようである私が、侯爵家に嫁とつぎ屋や敷しきに足を踏ふみ入れたその瞬しゆん間かんだった。

　私だって、好きでこんな立場になったわけではなかった。

　本来であれば私も、妹と同じようにドレスを身にまとい貴族令嬢らしく過ごしたかった。

　だが、財政難に陥おちいっていた伯爵家を立て直すためには、貴族として領民から税金を搾しぼり取とることしか考えない両親に代わり、平民向けの商会を立ち上げお金を稼かせぐしかなかっただけなのだ。

　結果、私は他の貴族達に疎うとまれるようになった。

　女の身でありながら商人として、それも平民に媚こびを売る商会で働くはしたない女。

　または、でしゃばりで女としての立場を分かっていない愚おろかな令嬢、強欲令嬢。

　それが貴族社会の中で、私を表す呼び名。

　私のおかげで財政難を脱だつした家族だって、私をそう呼ぶ。

　だから私は、この婚こん姻いんに希望を抱いだいていた。

　相手は問題をよく起こすと聞く侯爵家の次期当主。

　妹を溺でき愛あいする両親が、平民向けの商会を経営する私を厄やつ介かい払ばらいするために、多額の持参金を積んでソーマライズ侯爵家に嫁がせたことなんて分かっている。

　それでも、環かん境きようが変われば自分を見てくれる人が現れるのではないか。

　私の夫となったソーラスの言葉は、そんな私の淡あわい期待を粉々に打ち砕くだいた。

「それに、私には愛する人がいる。だから私には今後一いつ切さい近づかないでくれ。いいな？」

　それだけ言ってソーラスは私の前から立ち去った。

　二年前の私はそれを呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。

　その時に実家に離り婚こんをしたいと告げる勇気さえ、なかった。

　……それどころか、それだけ拒きよ絶ぜつされても私はまだ希望を抱いていた。

　今回の縁えん談だんは、財政難となった侯爵家に伯爵家から多額の持参金を持ち込んだことで強ごう引いんに成り立ったものだ。

　ソーラスにとって私のイメージが悪くても、仕方がない。

　それでも、私が侯爵家の役に立つと分かれば、彼かれだって私を認めてくれるかもしれない、と。

　そんなこと、ありえるわけがなかったのに……。










「ん、んん！」

　眩まぶしい光を感じ、私は目を開く。

　その瞬間視界に入ってきたのは開けた窓と、そこから見える街の景色。

　寝ね起おきの動かない頭のまま、呆然と見つめていた私は小さく口を開く。

「あの時の夢を見るのは久々ね」

　それは、初めてこの屋敷に来た時の夢。

　あれからもう二年が経たったことを改めて意識した私は、小さく笑った。

「……本当に、あの時の私は愚かだったのね」

　窓から目を背そむけると、次に目に入ってきたのは綺き麗れいな景色と対照的にぼろぼろな壁かべだった。

　ぼろぼろなのは壁だけではない。

　床ゆかに、机、私が寝ているベッドまで粗そ末まつなものだった。

　それは仮にも侯爵家夫人の部屋には相応ふさわしくないものばかり。

　それらの家具が、何より雄ゆう弁べんにこの屋敷での私の待たい遇ぐうを物語っていた。

　部屋に飾かざってある鏡もひびが入っており、中に映る私の顔も歪ゆがんで見える。

　二年前は自じ慢まんであった長い金きん髪ぱつも、私を見返す碧あおい目も色あせていた。

「失礼します」

「っ！」

　ノックもなしに、突とつ然ぜん部屋の扉とびらが開いたのはその時だった。

　中に入ってきたのはカナリアという名の侯爵家の侍じ女じよ。

　彼かの女じよは乱雑にテーブルの上に食事を置くと、一礼することなく部屋を後にした。

　それは侍女として決して許される態度ではない。

　表面上敬語は使っているものの、侍女が私に向けるのは紛まぎれもない嘲あざけりだった。

　本来、私は侍女である彼女を雇やとっている側だ。

　こんな態度を取られれば、すぐさま解かい雇こするのが普ふ通つうだろう。

　だが私は、ベッドの上で唇くちびるを嚙かみしめて耐たえることしかできない。

　侍女にどう声をかけようが、彼女が私の言葉を無視することを知っているからだ。

　部屋の中を再び沈ちん黙もくが支配する。

　私は小さく呟つぶやいた。

「なぜ私は、結けつ婚こんすれば自分を見てくれる人が現れるなんて思っていたのかしら……」

　使用人にさえ嘲られる侯爵家夫人。

　それが、この二年間で私が得た立場だった……。




「……美お味いしくない」

　テーブルの上に置かれた食事を口に運び、私はぽつりとそう呟く。

　これは明らかに、貴族が食べるものではなかった。

　いや、使用人達だって食べないほど粗末なものだろう。

　そんなものを食べさせてくる使用人達に思わず私は顔を歪めるが、けれどそれだけ。

　全ての不満を胸むねの奥おくに覆おおい隠かくそうとする。

　以前の私は、粗末な食事を与あたえられる度たび、メイド長兼家令代理であるカーシャや、ソーラスに直じき訴そしに行っていた。

　……だが、その行動は全て無む駄だだった。

　直訴した私に対し、カーシャは全てを黙もく殺さつし、ソーラスはまるで信用しようとはしなかった。

　それどころか、「私の家族に尽つくしてくれていれば十分だ」、そう言われて追い払われる始末。

　ソーラスは、私を家族として見てすらいないのだ。

　侯爵家では、全てが私の敵だった。

　本当なら、私だってこんな場所から逃にげたいと思っている。

　でも私が逃げることをお父様達、伯爵家は許さないだろう。

　たしかに当主のソーラスが問題を起こす侯爵家の評判は良くない。

　それでも、貴族社会でソーマライズ家の持つ権限は非常に大きなものだ。

　その権限を伯爵家が享きよう受じゆしている現状では、お父様は私が離り縁えんしたいと望んだとしても、決して許しはしないだろう。

　私に味方など存在しないのだ。

「せめて、マリーナがいてくれたら……」

　一人の侍女の存在が頭に浮うかぶ。

　元平民で、商会を立ち上げた時からの付き合いであるマリーナ、歳も近い彼女は貴族社会の中で唯ゆい一いつの私の味方だった。

　マリーナを実家に帰らせなければ、ここまで孤こ独どくではなかっただろうか、などという考えが私の頭に浮かぶ。

　だが、そんなことは不可能だったと私は理解していた。

　侯爵家に嫁いでから、私は使用人達から敵視されている。

　そんな中、マリーナを側そばにいさせたら、彼女がどんな目にあうか考えるまでもないのだから。

「……マリーナに会いたい」

　それでも今の私は、マリーナを帰してしまったことに対する強い後こう悔かいを胸の奥にしまい込むことができなかった。

　長年の孤独で傷ついた私は、もう限界に近づいていた。




　その時階段から何者かが、足早に駆かけ上がってくるのが聞こえた。

「っ！」

　侍女がどこであれ走ったりしないことを知っている私の胸に、一いち抹まつの希望がよぎる。

　もしかしたら、マリーナがやってきてくれたのかもしれないという希望が。

「……っ！」

　しかし、そんなわけがあるはずもなかった。

「エレノーラ、手を貸せ！」

　……次の瞬間、扉から姿を見せたのは、血相を変えたソーラスの姿だった。

　ソーラスの顔を見た時、私の胸に浮かんだのは「またか」という思いだった。

　侯爵家に来た当初、私は愚かだった。

　そして私は、ある失態をおかしてしまった。

　……ソーラスが重要な交易相手との間で起こした問題を解決するべく、手を出してしまったのだ。

　今まで商会の主あるじとして働き、他国の商会とも伝つ手てを持っている私にとってその問題を解決するのは決して難しくはなかった。

　だから私は、善意と侯爵家に認められるかもしれないという小さな期待と共に、自分の能力を使った。

　だが、それは決してやってはならないことだった。

　それに私が気づいたのは、全てが終わった後。

　──問題を解決し交易が再開した直後、ソーラスが私を都合のいい駒こまとして使い始めたのだ。

　必死に動き、問題を解決したにもかかわらず、私の侯爵家内での立場が上がることはなかった。

　それどころか、ソーラスが問題を起こす度に私は便利に使われるようになった。

　私が侯爵家のために働くのは当然、とでも言いたげな態度で。

　最初は私も、その扱あつかいを良しとすることはなかった。

　侯爵家の一員として認めはしないくせに、なぜ侯爵家に尽くさなければならないのか？

　納なつ得とくできるわけがなかった。

　……しかし家族でさえ敵である孤こ立りつ無む援えんな私が抵てい抗こうし続けることなど、できるわけがなかった。

　いつからだったのか、もうはっきりとは覚えていない。

　私の中から、抵抗する気力はなくなっていき、もう今となってはただ言われた通りに動くようになってしまっていた。

「……なんの御ご用ようでしょうか？」

　食事の手を止め、ソーラスに向き直りながら、私は自じ嘲ちようする。

　なぜ、マリーナが来てくれたかもしれないなんて思ったのだろうか、と。

　そんなことがありえるはずもないのに。

　私にはこの場所で独り生きていく未来しかないのだから。

　その考えに心が冷えていくのが分かる。

　そのことから目を逸そらすため、私は感情を押おし殺ころしてソーラスの言葉を待つ。

「公こう爵しやく家けの新当主、アルフォートにはめられた！」

「……え？」

　……だが、ソーラスが告げた言葉に、私の顔から血の気が引いた。

　公爵家新当主アルフォート・マークライト。

　それは、私が知る限り絶対に敵に回してはならない相手だった。

　直接会ったことはない。

　だが私は商会の活動を通して、公爵家新当主がどれだけ厄介な人物なのか、よく理解していた。

　元々権力と莫ばく大だいな財力を持つ公爵家。

　商会から離はなれてしまった私一人がどうにかできる相手ではなかった。

「くそ！　あの男、絶対に許さない！　エレノーラ、早くどうにかしろ！」

　そんなことを知るよしもないソーラスはそう叫さけぶが、今回ばかりはその言葉に従うことはできなかった。

「……私には無理です。公爵家には関わるべきではありませんわ」

「……は？」

　初めて私が使った「不可能」という言葉に、ソーラスが目を瞠みはる。

　そんなソーラスに、私は言葉を重ねた。

「公爵家に睨にらまれるのは最悪の事態です。今すべきことは、とにかく公爵家に従う姿勢をみせることかと。そうしなければ、ソーマライズ侯爵家に待っているのは破は滅めつですわ」

　私はソーラスに必死に訴うつたえる。

　今がどれだけの危機なのか、伝えるために。

「それがどうした？　私はどうにかしろと言わなかったか？」

「……なっ！」

　しかし、私の言葉をソーラスが理解することはなかった。

　ソーラスは苛いら立だちを込めた目で睨んでくる。

「だから、今回ばかりは私にはどうにもできないと……」

「黙だまれ！」

「──っ！」

　激げき昂こうしたソーラスが、私の頰ほおを叩たたいたのは次の瞬間だった……

　熱が走った数秒後、私は自分が平手で殴なぐられたことを理解し、呆然と立ち尽くす。

　そんな私に一切気を払うことなく、ソーラスは怒いかりで満ちた目で睨みながら喚わめき立てる。

「ふざけるな！　あそこまで馬ば鹿かにされて引き下がれというのか！　あんな卑ひ劣れつな罠わなにまでかけられて！」

　私は拳こぶしを握にぎりしめ必死に訴える。

「それでも、今公爵家を敵に回すのは自殺行こう為いです！」

「黙れ！」

「……っ！」

　その言葉はソーラスをさらに逆上させただけだった。

　感情的になったソーラスが、私に手を伸のばす。

　まずい、そう考えた時にはソーラスに突つき飛ばされていた。

　大の男の腕わん力りよくで押された私はあっさりとバランスを崩くずし、背後の壁へと身体からだをぶつける。

「ぐっ！」

　壁が背中に強く当たった衝しよう撃げきで、肺から空気が押し出され、私は地面へと倒たおれ込む。
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「身の程知らずが。侯爵家の下げ僕ぼくらしく、私の言葉に何も言わずに従っていればいいのに。強欲令嬢と呼ばれたお前を娶めとってやった恩を忘れたのか？」

　地面に倒れた私へと、ソーラスが吐はき捨てた。

　その冷ややかな目つきに、私は強い激情を覚える。

　その激情のままに、私はなんとか立ち上がろうとして──。

「……え？」

　……自分の身体に力が入らないことに気がついたのは、その時だった。

　それどころか怒りの感情さえ、まるで手のひらの上の水のようにこぼれ落ちていく。

　立ち上がろうと必死に手で地面を押しても、起き上がることができない。

　そんな私に、ソーラスは嘲ちよう笑しようを漏もらした。

「それが本来の姿だと、ようやく理解できたかエレノーラ？　それなら、次に私が来るまでに、公爵家をどうにかする算段をつけておけ」

　そう吐き捨てるとソーラスは、部屋を後にした。

　……私にできたのは、屈くつ辱じよくに耐えながらうずくまることだけだった。
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「……いつの間に、私はこんなに弱くなっていたのかしら」

　ソーラスが去った後、冷たい床を感じながら、うずくまったままの私は小さく呟いた。

　少し時間が経ったこともあり、今なら私の身体も動くだろう。

　だが、起き上がろうとする気力はもうなかった。

　胸を支配するのは、私自身に対するどうしようもない情けなさだった。

　ソーラスに突き飛ばされた時、今までの私であれば何らか反はん撃げきしていただろう。

　だが今回私は、何もできなかった。

　殴られ突き飛ばされ、挙句の果てには嘲られた。

「…………っ」

　情けない。絶対に堪こらえなくてはならない。

　そんな私の想おもいを無視して、目から涙なみだが溢あふれ出す。

　嗚お咽えつを堪え、必死で涙を拭ぬぐう。

　こんなところで泣いている場合などではない。

　今から私は、あの公爵家を相手にしなければならず、それにはもう一刻の猶ゆう予よもない。

　それに、こんな姿を私を馬鹿にする使用人達に見られるのだけは御ご免めんだった。

　……そう思っても、涙は止まらなかった。

　目から溢れ出た涙が、冷たい床の上に小さな水たまりを作っていく。

「なんで、私は一人なの……？」

　もう私には、弱音を胸に押し留とどめ続けるだけの気力は残ってはいなかった。

　今まで身体を蝕むしばんできた孤独感が溢れ出す。

　私の数少ない味方、マリーナや商会の人達が頭に浮かぶ。

　縁談の際、お父様の名義で引ひき継つがれた商会の仲間達は今何をしているのだろうか？

　商会の皆みなと各地を巡めぐった記き憶おくが蘇よみがえる。

　私達の商会は、本当に幅はば広ひろい事業に手を伸ばしていた。

　嗜し好こう品ひんに食料、塩や香こう辛しん料りようなど様々なものを平民達に提供していた。

　そうでなければ、私の存在を疎んじる貴族達を黙らせるだけの規模の商会にはならなかったからだ。

　そして、それだけ商会を大きくするために駆け回った日々には、本当に色々なことがあった。

　沢たく山さんの人に助けられ、逆に沢山の人を助けたこともあった。

　そんな中で、今は大商会の主となっている青年とその妹を助けたこともあった。

　あの青年は、元気に過ごしているだろうか？

　そう考えて私は小さく笑えみを浮かべ……すぐにその表情を歪めた。

　忙いそがしく、平へい坦たんな道のりではなかった。

　それでもその記憶は私にとって輝かがやかしいもので、それを思い出してしまったからこそ、私は自分を抑おさえられなかった。

「……マリーナに、商会の人達に会いたい」

　堪えられなかった気持ちが、口からこぼれる。

「お嬢じよう、さま？」

　──私の言葉に応えるよう、聞き覚えのある声が耳に入ってきたのは、その時だった。

「──っ！」

　そんなことありえるわけがない、そう囁ささやく自分の心の声を無視して私は身体を起こし周囲を見回す。

「噓うそ……」

　窓の側そばに立っていたのは、二年ぶりの再会となるマリーナの姿だった……。

　私はこれが現実かどうか、判断できなかった。

　もしかしたら、倒れて気絶した私が見ている夢なのかもしれない、そんな思いを抱く。

　こんな時にマリーナがやってきてくれる、私にとってあまりにも都合のよすぎる出来事だったから。

「ああ、エレノーラ様！」

「……っ！」

　だが、そんな私の考えはマリーナに抱きつかれた瞬間、消え去った。

　この二年間、ほとんど触ふれることのなかった人の温ぬくもり。

　その感覚に、ようやく目の前にいるのが本物のマリーナだと気づいた瞬間、私は強く彼女を抱きしめ返していた。

「マリーナ！　会いたかった……」

　涙がとめどなく溢れ出す。

　嗚咽さえ堪えることができなくて、けれどそんな自分を情けなく思うことさえできず私はマリーナに抱きつき、泣きじゃくった。

「エレノーラ様……」

　顔を悲痛に歪めたマリーナは、私を抱きしめる手に力を込める。

「長い間お側を離れてしまって申し訳ございませんでした……。もっと、もっと早く来ることができれば……」

　そう呟くマリーナに、私はただ無言で首を横に振ふった。

　今この時、来てくれたということが、私にとってそれだけ嬉うれしかったのだ。

　……公爵家が本格的に動きだせば、知ち己きに会える機会なんてもうないかもしれないのだから。

「最後に、一目だけでも会えて本当に嬉しいわ」

「……っ！」

　私の言葉に、マリーナの顔に驚きよう愕がくが走る。

　すぐに真しん剣けんな顔に戻もどったマリーナは、口を開く。

「それは一体……？　エレノーラ様、まずは私がお側を離れてからのことを教えて頂けないでしょうか？」

　そう告げたマリーナを見て、私は失言に気づく。

　しかし、ここまで言ってしまってその躊ちゆう躇ちよは今さらだ。

　それに、今や私の中には、久々に会えたマリーナを心配させまいと、秘密にするだけの気力はなかった。

「実は……」

　そして私は、マリーナへと全てを話し始めた。

　侯爵家での日々、ソーラスが公爵家に目をつけられたこと、激昂したソーラスに突き飛ばされたことまで、その全てを。

「……っ！　あの人でなし！」

　全ての経けい緯いを語り終えた後、マリーナの顔に浮かんでいたのは怒りだった。

「侯爵家はどれだけお嬢様から搾さく取しゆすれば！」

　怒りを露あらわにするマリーナに、私はそんな場合ではないと知りながらも、嬉しさを感じていた。

　今まで、どれだけ私が虐しいたげられていようが、それを心配してくれる人間などいなかった。

　だから自分を心から心配し、怒りを露わにしてくれるマリーナは、私にとって救いだった。

　どうして侯爵家に来たのか分からないが、今日マリーナが来てくれたのは、私にとって奇き跡せき以外のなにものでもないのだから。

　その思いが、今まで強い疲ひ労ろうを覚えていた身体に力を与えてくれるように感じ、私は思わず口元を緩ゆるめた。

　だが、そんな私の気持ちと対照的にマリーナの顔は曇くもっていた。

「……私は、こんな酷ひどい場所にお嬢様を置き去りにしてしまったのですね」

「そんなことはないわ！」

　強い悔かい恨こんが滲にじみ出たその言葉に、私は咄とつ嗟さに首を横に振る。

　マリーナの幸福を思いこそすれ、恨うらんだことなど私にはなかった。

　今日この場にやってきてくれたことを私がどれだけ感謝していることか。

　しかし私の疲つかれきった頭では、その気持ちを上う手まく伝えられず、もどかしさを覚えて私は顔を歪める。

　そんな私の姿に、マリーナは優やさしい笑みを浮かべた。

　まるで、私の気持ちを悟さとったかのように。

「エレノーラ様のお優しいところは本当に変わりませんね……。ですが、今回ばかりはその優しさには甘あまえられません」

「……っ！」

　そう告げたマリーナの顔には、何か覚かく悟ごのようなものが浮かんでいた。

　私をまっすぐに見ながら、マリーナは口を開いた。

「エレノーラ様、長々とお独りにしてしまって申し訳ございません。けれど、もう貴女あなた様さまをこんな場所に一人残しては行けません」

　まっすぐな目に射すくめられ、固まった私の手を取り、マリーナは告げる。

「──ですので、一いつ緒しよにこの侯爵家から出ていきましょう！」

「……え？」

　次の瞬間、私は呆然とした。

　ここから出る、そうマリーナに言われた時私の胸に浮かんだのはたしかな喜びだった。

　ここでの暮らしは最悪だ。

　この場所から逃げられるなら、貴族の身分だって私にはいらない。

　……だが、いくら望んだとしてもここから逃とう亡ぼうすることが無理なことぐらい、私は理解していた。

　今私がここで逃げれば、侯爵家は貴族社会の権力を全て使って追いかけてくるだろう。

　もしかしたらマリーナは、それも理解した上で逃亡を持ちかけているのかもしれない。

　私を助けるために、自分を犠ぎ牲せいにする覚悟を決めて。

　それならばなおさら、私にマリーナの手を取る選せん択たく肢しなどありはしなかった。

「マリーナがここに来てくれただけで、私はもう十分よ。だからもう私のことは気にしないで」

　私自身のことでマリーナまで巻き込むなど、許されない。

　だから私は、マリーナを拒絶した。

　それに、私が逃げるのを許さないのは侯爵家だけではないだろう。

「……伯爵家も絶対に、私が離縁することを認めないわ」

　せっかく手に入れた侯爵家との縁えんを切ることを、お父様は絶対に許さないだろう。

　今まで何度離縁したいと告げても、許さなかったお父様なのだ。

　どれだけ説得しようが無意味なのはわかりきっている。

　それを知っているからこそ、私は希望を抱かない。

　突然、マリーナに抱きしめられたのはその時だった。

「マリーナ……？」

「エレノーラ様、もうよいのです。離縁できる手段はあります。もうあの伯爵家に貴女様が尽くす必要はないんです。私達がいます。エレノーラ様を助けます」

「……っ！」

　想像もしていなかったマリーナの言葉に一いつ瞬しゆん私は動どう揺ようする。

　胸の中に、強い衝しよう動どうが生まれる。

　このまま、マリーナの言葉に従えば私はもう孤独ではなくなるのではないか、そんな衝動が。

　だが自分の一時の感情でマリーナ達を危険に晒さらすわけにはいかない、そう私はさらにマリーナへ拒絶の言葉を告げようとして──自分の頰が濡ぬれていることに気づいた。

「……あ、れ？」

　知らぬ間に涙が流れていたことを私が悟ったのは、その時だった。

　理由も分からないままに流れる涙に、羞しゆう恥ちと驚愕を覚え、私は目元を拭う。

　だけど涙が止まることはなくて。

　……自分が、とうの昔に限界を迎むかえていたことに気がついたのは、その時だった。

「私、は」

　気がつけば、今まで胸の奥に押し込めていたはずの感情が喉のど元もとまで溢れ出していた。

　私は必死に、その感情を抑え込もうとするが、時既すでに遅おそしだった。

　私の制止を聞かず、感情が溢れ出す。

「もう、こんなところになんかいたくない！」

　次の瞬間、押さえ込んできた思いが、爆ばく発はつした。

「……この家では、誰だれもが私を嘲り敵視する。私はそんなに悪いことをしたの？　私は強欲令嬢と呼ばれながらも伯爵家のために尽くしてきたのに、なんで？」

　もう私は、感情を制せい御ぎよすることができなかった。

　今まで心を蝕んでいた嘆なげきが、言葉となって嗚咽と共に溢れ出す。

「もう一人は耐えられない！　私は貴族なんかに生まれたくなかった！　こんな孤独で誰もが私を敵視する世界にいたくなんてない！」

　私の口から溢れ出すのは、あまりにも情けない弱音。

　貴族社会で疎まれようが、家のために商会を立ち上げると決めた時、もう弱音は吐かず、生まれを嘆かないと決めたはずだった。

　私は、そんな決意さえ守れないのか。

　そんな自分をどれだけ軽けい蔑べつしようが、私の口が言葉を紡つむぐのをやめることはなかった。

「……私は全てから逃げ出したい」

　……そして、とうとう致ち命めい的な言葉を、告げてしまった。

　ありえない望みだと、必死に口を閉じようとする。

　でも、私のぼろぼろの心には、そんな命令を実行する体力さえ残っていなかった。

「私を下僕のように扱う侯爵家から！　私を道具だとしか思っていないお父様から！　私を強欲だと罵ののしる貴族社会から！」

　止まれと叫ぶ心を無視して、私の口はどんどん言葉を重ねていく。

「私はここから、逃げたい……」

　どうしようもないことを言ってしまった、そんな後悔が私の胸の中に広がる。

　こんなことを言っても、マリーナに負担をかけるだけだ。

「ようやく、言ってくださいましたね」

　──だが、マリーナが浮かべたのは、優しげな笑え顔がおだった。

「……マリーナ？」

　その笑顔を、一瞬私は信じられなかった。

　どうすることもできない無茶を言ってしまった私に対して、こんなに優しく笑ってくれるのか。

　そんな私の心を見み抜ぬいたように、マリーナは私を強く抱きしめ、告げる。

[image: ]

「私達に気を遣つかわないでくださいエレノーラ様。この二年間、私達がお側を離れていたのは、全てエレノーラ様を助けるためなのですから」

「……え？」

　その表情に、私はマリーナ達がこの二年間、私のことをずっと思っていてくれたことを悟る。

　最後に残っていた自分を抑えようとしていた気持ちが消え去ったのは、その時だった。

　胸の中に、熱い何かが込み上げ、私は理解してしまう。

　その感覚を知ってしまった時点で、もう私に自分を抑えることなどできるわけがないのだと。

「侯爵家なんて、伯爵家なんてどうでもいい！」

　強くマリーナを抱きしめながら、必死に抑えてきた思いを口にする。

「どちらも破滅してしまえばいい！　私は、もうその二つのどちらにもいたくない！　だから、マリーナ。私を連れて逃げて！」

　それだけは絶対に言うまい、そう自分で決めていたはずの思いだった。

　なのに、そんな私の言葉を受けたマリーナは、自信に満ちた声で告げる。

「お任せを。私が必ずお嬢様をお助けします！」

　マリーナの力強い言葉に、張はり詰つめていた何かが切れたのは、その時だった。

　その瞬間、私の胸の中に安あん堵どが広がっていく。

　それと同時に私を襲おそったのは、強い眠ねむ気けだった。

　ここで眠ねむってしまったら、マリーナが消えてしまうかもしれない。

　そんな恐きよう怖ふにかられ、私はなんとか眠気を振ふり払はらおうとする。

　だが、優しく私を抱いてくれるマリーナの体温を感じるうちに、眠気は強くなっていく。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、エレノーラ様。貴女を助けるために動いているのは、凄すごい方なのですから」

　どんどんと意識が薄うすれていく中、マリーナが何か言ったのが聞こえる。

　しかし、その意味を理解する前に私の意識は闇やみに飲まれた……。
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　泣き疲れてしまったのか、それとも今までの疲れが出たのか、お嬢様は私の胸の中、穏おだやかな顔で寝息を立てていた。

　そんなお嬢様の頭を優しく撫なでながら、私は口元を緩める。

「ふふ。こうしていると子どもみたい」

　本来であれば、主の頭を撫でるなんて考えられないことだろう。

　不敬と取られる行為であるし、お嬢様もこういったことは恥はずかしがる方だ。

　それでも今だけは、お嬢様を少しでも癒いやしたかった。

　──マリーナ、私は一人で大丈夫よ。

　二年前、お嬢様が私に告げた言葉は、今も頭に焼きついている。

　当主が冷れい遇ぐうしているのをいいことに、私達を嘲り、挙句の果てには虐げてきた使用人達。

　その矛ほこ先さきから私を守るために、お嬢様は私を逃がしてくれた。

　結果、ここまで消しよう耗もうした状態になりながらも。

「もう少し、早くお嬢様の元に来ることができれば……」

　疲れ果てていたお嬢様の様子を思い出しながら、私は後悔を漏らす。

　もう少し早く準備を終わらせてくれれば、と八つ当たりじみた怒りを覚えずにはいられない。

　だが、本当に悪いのは自分であることは分かっていた。

　あの時私は、お嬢様をこの状じよう況きようから解放するために侯爵家から離れた。

　お嬢様を解放するには、侯爵家だけではなく伯爵家にも対処が必要だったからだ。

　ただ、今になって私はその判断が誤っていたのではないかと思う。

　こんなにもお嬢様がぼろぼろにならないよう、側にいるべきだったのではないかと。

　……そう思ってしまうほどに、先さき程ほどまでのお嬢様は限界の状態だった。

「まさか、離縁できる手段があるという言葉を信じてしまうなんて」

　今のお嬢様は、以前の強気で聡そう明めいな姿が噓のように消耗している。

　その変化に動揺した私は、かなり説明を省き離縁できると思わず告げてしまったのだが、お嬢様は私の言葉を疑うことはなかった。

「とにかく今は、お嬢様を連れて逃げ出さないと」

　そう判断した私は、周囲を素す早ばやく確かく認にんして立ち上がろうとする。

「……っ！」

　──私が、ようやくそれに気がついたのはその時だった。

　私の目に留とまったもの、それは部屋で騒さわぎがあった時に弾はじき飛とばされたらしい、床に散らばった食器だった。

　食器の中身は床にこぼれていて、もう飲めるものではない。

　それだけのことがお嬢様の身に起きた証しよう拠こだが、私が目を奪うばわれた理由は、それだけではなかった。

「……何よ、これ！」

　床に落ちたスープらしきものを凝ぎよう視しする私の口から漏れたのは、隠すことのできない怒りだった。

　一見、スープに見えるその中身。

　平民でありながらお嬢様の侍女になるために様々な下積みをしてきた私は、それがスープなんかではないことが分かった。

　いや、そもそも人間が食べるものですらない。

　……お嬢様に出されていたのは家か畜ちくに与えられる穀物を煮にただけのものだった。

「こんなものを、エレノーラ様に食べさせていたというの！」

　怒りで、目の前が真っ赤に染まるような錯さつ覚かくを覚える。

「ふざけるな！」

　激しい怒りを使用人達に覚えると共に、私は今さらながらお嬢様がなぜ、ここまで憔しよう悴すいしたのか、思い至ることになった。

　この穀物は、有害ではないが栄養もほとんどない。

　そんなものしか与えられない状況で、侯爵家に問題が起こる度にお嬢様はこき使われていたのだ。

　それも、実質侯爵家に一人軟なん禁きんされている状況で。

　そんなもの、人間が健康を維い持じできる環境ではない。

「……お嬢、様！」

　安心しきった様子で眠るお嬢様の顔を見て、私は唇を嚙みしめる。

　先程まで私は、お嬢様は精神的な疲れでここまで憔悴しているのだと思っていた。

　だが、実際は逆。

　……限界を迎えていたのは、お嬢様の肉体の方だったのだ。

　粗そ食しよくの上の過労、それがどれだけ身体を蝕むのか、平民である私は知っている。

　こんな状態でありながら、問題を解決するために動くには、一体どれほどの精神力が必要か。

　常人であれば、ベッドから起き上がれない状態になっていてもおかしくない。

　私と話した時、お嬢様が情じよう緒ちよ不安定だったのも当然だ。

「ソーラス……！」

　あの屑くず男おとこが目の前にいれば、私は確実にその首をねじきっていたほどの怒りを覚えていた。

　だが深呼吸することで、私はなんとか怒りを抑える。

　今自分がやるべきことは、お嬢様をここから連れ出すことだ。

　余計なことをして、お嬢様を危険に晒すのは絶対に避さけなければならない。

「……ふぅ」

　激情をなんとか落ち着かせた私は、強度を確認した後に、外開きの扉の取手にロープを結びつける。

　こうすれば、安全に外に降りられるだろうし、もし見つかっても部屋に入ってこられるまでの時間を稼ぐことができる。

　そして私は、逃げ出すためにお嬢様の身体を担かついだのだが──。

「……っ！」

　……信じられないほどお嬢様の身体が軽いことに気づいたのは、その時だった。

　それが、お嬢様の過ごしてきた日々の過か酷こくさを何より雄弁に物語っている気がして、私は唇を嚙みしめる。

　ソーラスに対して、改めて怒りが膨ふくれ上がる。

　今からでも、屋敷の中にいるソーラスを暗殺してやろうか、そんな迷いが私の胸の中に生まれる。

「……え？」

　しかし、窓の外に見えたある光景に、私は冷静さを取り戻した。

　窓の外には、エレノーラ様と私が逃げるために用意された馬車があるはずだった。

　たしかに窓の外に馬車はあったが、なぜか一つではなく二つ並んで停とまっていた。

　緊きん張ちようが走ったがその馬車の窓から一瞬見えた男性の顔を見て、苦く笑しようを漏らすこととなった。

「心配で来てしまった、ということね」

　それだけで私は全て理解する。

「私が行った方がエレノーラ様が落ち着けるだろうなんて、言っていたのに」

　想像以上にエレノーラ様を気にかけている協力者に、私は頰を緩ませる。

「これだけ過保護な彼が、エレノーラ様の状態を知ればどうなるかしら？」

　怒りをソーラスがいる屋敷へと向け、吐き捨てる。

「自分が一体誰を、どんな人間を虐げてきたか、後悔しながら破滅するのが楽しみだわ」

　その言葉を最後に、エレノーラ様を抱かかえて窓から身を乗り出した私は、聞こえないと知りつつ過保護な協力者へと言葉を贈おくった。

「後は頼たのみましたよ。──アルト様」
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「くそ！　せっかく嫁よめにもらってやった恩を忘れて生意気な！　素す直なおに働けばいいものを」

　エレノーラの部屋を後にした後、私は自室で苛いら立だちを抑おさえきれずにいた。

　侯こう爵しやく家け当主である私に向かって、公こう爵しやく家けに頭を下げろと告げたエレノーラの言葉はまだ頭に残っている。

　その後、地面に惨みじめに這はいつくばる姿で多少は溜りゆう飲いんが下がった。

　だが、未いまだ公爵家を対処すべく動くと言ってこないエレノーラに、私はさらなる苛立ちを感じ始めていた。

　控ひかえめなノックが聞こえたのは、その時だった。

「ソーラス様、どういたしましたか？」

「私達、お邪じや魔までしたでしょうか……」

「アイーダ！　ソイラ！」

　続いて自室に響ひびいた若い女性の声に、私は苛立っていたのが噓うそのように機き嫌げんが良くなる。

　急いで扉とびらを開けると、扇せん情じよう的な格好をした二人の美女、私の愛人であるアイーダとソイラが立っていた。

　愛いとしの女性達を私は、緩ゆるんだ顔で自室へと招待する。

「いや、君達は何も気にすることはないさ。少し、エレノーラのわがままがね」

「まあ、またですの？」

「淑しゆく女じよとしての自覚を持って欲ほしいものですわ」

　アイーダとソイラは、仮にも正妻であるエレノーラに、嘲あざけりを浮うかべる。

　二人とも男だん爵しやく家けの令れい嬢じようで、実家の身分的にはエレノーラより下だ。

　だが、そんな二人の態度を私は咎とがめない。

　それどころか、大きく頷うなずき彼女達に同調する。

「ああ、全くその通りだ。あの女に、せめて君達の半分ほどでも淑女としての自覚があればね……」

　私は、さも困ったように深々と嘆たん息そくする。

「強ごう欲よく令嬢と呼ばれた女を妻にしてやった私の善意も、理解できていないのだろう。本当につくづくどうしようもない女だよ」

「まあ。ソーラス様をそんなに煩わずらわせるなんて……」

「私達であれば、ソーラス様にそのようなお手間をかけませんのに……」

　アイーダとソイラは、表情を悲痛なものに変える。

　だが次の瞬しゆん間かん、二人は笑え顔がおを浮かべ告げる。

「ですがそれなら、伯はく爵しやく家けにまた注意をしてもらうのがよろしいのでは」

「ええ、以前生意気だった頃と同じように」

　その言葉にかつてのエレノーラを思い出した私は、笑えみを浮かべ頷く。

「そうだな、それがいい」

　今のエレノーラはまだ大人しくなったが、最初の頃はかなり反はん抗こうしていた。

　食事を抜ぬこうが閉じ込めようが、どんな罰ばつを与あたえようがだ。

　だが、エレノーラは唯ゆい一いつ実家である伯爵家を苦手としていた。

　彼かれらなら、いくらエレノーラが嫌いやがろうが、言うことを聞かせてくれるだろう。

　エレノーラとの婚こん約やくが決まった時、貴族社会での評判が悪い令嬢を押おしつけられたことに私は不快感を抱いだいていた。

　しかし、エレノーラは思ったより使える女だった。

　エレノーラを上う手まく使えば、この先どんな問題が起きても大だい丈じよう夫ぶだろうと、私は小さく忍しのび笑わらいを漏もらす。

　一人の侍じ女じよが慌あわてた様子で部屋に入ってきたのはその時だった。

「当主様！　お、奥おく様さまが部屋にいません！」

「なっ！」

　それが、破は滅めつの始まりだった……。
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「……くそ！　あの女、どこに行った！」

　侍女にエレノーラが部屋にいないと告げられてから一時間後、私は疲つかれ果はてた状態で自室で座すわり込んでいた。

　あの後、アイーダとソイラの二人を自室に帰し、必死にエレノーラを捜さがした。

　私達は屋や敷しきの中だけではなく周辺も捜し回ったにもかかわらず、エレノーラを見つけることができなかった。

　その時になって、ようやく私は事態を理解した。

　……そう、エレノーラが逃にげ出したということを。

「ふざけるなよ……！　なぜ、こんな時に逃げ出した」

　血の気が引いた顔で私はうめき声を漏らす。

　今は侯爵家だが、ソーマライズ家は元公爵家で、より王族に近いため、立場で公爵家に劣おとることはない。

　とはいえ、公爵家新当主が有能であるのは事実で、そんな相手との対決を前に逃げ出したエレノーラに怒いかりを隠かくせなかった。

　しかしこの場にいないエレノーラに怒りをぶつけることができないので、怒りは身近にいる人間に向かった。

「カーシャ！　なぜエレノーラが逃げ出さないように見張りを立てなかった！」

　私の怒ど声せいに、家令代理でメイド長でもあるカーシャが肩かたを震ふるわせる。

　しかし、私はそんなことを気に留とめることなくさらに叫さけぶ。

「お前だって、侯爵家からエレノーラが去ればどんな状じよう況きようになるのか、理解できているだろう！」

「……申し訳ござい──」

「謝罪している暇ひまがあるならば、すぐに動け！　早く伯爵家に連れん絡らくを入れろ！」

「は、はい！」

　私の怒声に、カーシャは急ぎ足で部屋を後にする。

　その後ろ姿を見ても、私の中で鬱うつ憤ぷんが晴れることはなかった。

「戻もどってきたら、自分が一体何をしたのか、あの女に思い知らせてやる！」

　そう呟つぶやいた私の目には、憎にくしみの炎ほのおが燃えていた……。

　その時の私は、すぐにエレノーラが戻ってくることを疑っていなかった。

　屋敷にほぼ軟なん禁きん状態で、問題を解決する時でさえカーシャに見張らせていたエレノーラには、実家以外逃げる場所がないと思い込んでいたのだ。

　だが、その私の判断は誤りだった。

　──数日後、伯爵家から届いた手紙に書かれていたのは、エレノーラは屋敷に戻ってきていないという報しらせだった。
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　──強欲令嬢と呼ばれたお前を娶めとってやった恩を忘れたのか！

　嫌けん悪お感、そして恐きよう怖ふを駆かり立たてる声が頭の中に響く。

　その声がソーラスのものだと気づいた瞬間、私の胸の中を締しめつけるような感覚が走った。

　頭の中に響く声はそれだけではない。

　──強欲令嬢のくせに。

　──貴族でありながら、なんて見苦しい。

　侯爵家の使用人達や、他の貴族達から浴びせられた言葉が響きわたる。

　その声から身を守るように、私は身体からだを抱かかえうずくまった。

　意味はないと知りながらも、必死に耳を押さえて暴言を耐たえることしかできない。

　心がじくじくと痛む。

　それでも、こうして黙だまってうずくまっていれば相手は満足することを、私は知っていた。

　だから、必死に耐えて罵ば声せいが終わるのを待つ。

　だが、声がやんだ後私を待っていたのは、安あん寧ねいではなかった。

　しんと静まり返った私の周囲に、一歩先も見えないような闇やみが広がっていく。

　自分さえ見失ってしまいそうな闇が。

　……そして、私の胸に生まれたのは強い孤こ独どく感だった。

「いや……！」

　今まで胸に痛みを感じながらも必死に自分を保っていたはずの私が、あっさりと冷静さを失ったのはその時だった。

　私の脳のう裏りに、誰だれも寄より添そってくれなかった侯爵家での日々が蘇よみがえる。

　汚よごれた部屋の中、必死に毛布を握にぎりしめ孤独に耐えることしかできなかった日々が。

　──力強い声が響いたのは、その時だった。

「エレノーラ様！」

　何者かは分からない。

　しかし、力強く硬かたい手が自分の手を握っている感覚に、私は目を開いた。
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　夜なのか薄うす暗ぐらい視界の中、私が最初に気がついたのはベッドの横にある椅い子すから腰こしを上げ、顔を覗のぞき込んできた平民らしき青年の姿だった。

「大丈夫ですか？」

　その声は小さくないにもかかわらず、どこか遠く感じて、私は自分がまだ夢の中にいることを悟さとる。

　なぜ夢に見知らぬ青年の姿が出てくるのだろう？

　そんな疑問が頭に浮かぶが、ぼんやりとした意識の中すぐに薄れてしまう。

　ただ、硬く温かい手のひらの感覚が、私の心に安らぎを与えてくれた。

　自然と呼吸が落ち着いてくるのが分かる。

「よかった。落ち着いてくれたか……」

　青年が安あん堵どの吐と息いきを漏らす。

「いや、私では心配か……」

　青年の手を握る力が緩んだ。

　……その瞬間、再度私の胸は強い不安に締めつけられた。

「誰かを呼びに行く方が──」

　男性が何か言っているのを私は認にん識しきするが、その言葉は余よ裕ゆうのない私には届かない。

　そんな中、椅子から立ち上がった青年が、部屋から出ようとしていることに私は気がついた。

　このままでは私はまた一人になってしまう。

　そう理解した瞬間、私は身体の力を振ふり絞しぼり青年の腕うでにしがみついていた。

「え、エレノーラ様!?」

　彼の腕を全身で必死に固定した私に対し、青年が動どう揺ようの声を上げる。

　だが、私は青年の動揺を無視し、腕にしがみつく手に力を込めた。

「い、行かな、いで」

　途と切ぎれ途と切ぎれに訴えてしがみつく私の手に、まるで安心させるように温かい手が添えられた。

「……心臓に悪いなぁ」

　その手から伝わってくるじんわりとした温かみに私の胸の中に、安堵が広がる。

　それでも、腕を放すことができない私に対し、青年は動揺した様子でそれでも、優やさしくゆっくりと囁ささやく。

「私は側にいますから。その、できる限り」

　私が腕を抱えているせいで、顔が近くなり青年の整った顔が近くに見える。

　親身に接してくれるその姿に、ふと私は考えてしまう。

　もし、私を愛してくれる家族がいれば、こうして側にいてくれるのだろうか、と。

　そんなことを考えてしまったからだろうか、私は胸に浮かんだ願望を男性へと告げていた。

「……ずっと、どこにも行かないで」

「……え？」

「一人は、もう嫌だから」

　それが、寂さびしさと甘あまえから出た身勝手な頼たのみであることを私は理解していた。

「……っ！」

　青年は動揺を露あらわにして、その顔を赤く染めながらも、真しん剣けんな眼まな差ざしで口を開く。

「……貴女あなたが許してくれるなら、永遠に」

　照れながらも私を安心させるためにそう断言してくれた青年に、私は思わず顔を緩めた。

　そして、青年の腕を抱えたまま、私は胸の奥から湧わき上がってくる安堵感に身を任せ、目を閉じる。

　頭の中に、目を閉じる前に焼きついた青年の顔を思い出しながら、ぼんやりとした考えが浮かぶ。

　かつて助けた青年アルトに似ていたな。

　……現在は大商人となっているはずの彼は、今何をしているのだろうか？

　その考えを最後に、私は意識を手放した……。
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「エレノーラが伯爵家にいないだと！」

　侯爵家の屋敷で、私ソーラスがようやく危機感を抱き始めたのは、伯爵家から送られたその手紙を目にした時だった。

　今まで私が冷静でいられたのは、エレノーラをすぐに連れ戻せると思っていたからだ。

　軟禁されていたエレノーラが逃げられる場所は、実家以外にない。

　その考えが否定されたことで、私は大きく動揺することになった。

「だったら、エレノーラはどこに行ったというのだ……！」

　思い出すのは、私に突つき飛とばされて倒たおれていたエレノーラの姿。

　あの状態では、自分の足で逃げられるとは到とう底てい考えられない。

　誰かの助けがあって馬車にでも乗せられなければ、長ちよう距きよ離りの移動などできないはずだ。

「伯爵家ではない、他の貴族が手引きしたのか？　……いや、それは考えにくいか」

　頭に浮かんだ考えを、私はすぐに否定する。

　エレノーラは貴族社会で疎うとまれている強欲令嬢だ。

　そんな人間を助けようとする貴族などない。

「やはり、自分の足で歩いて逃げたのか!?」

　あの状態のままエレノーラが逃げ出したとすれば、最悪どこかで野垂れ死んでいてもおかしくはない。

　誰の目でも、それぐらい分かるほどに彼女は衰すい弱じやくしていた。

　彼女が死ねば、公爵家にどう対たい抗こうすればいいのか。

　最悪の事態に陥おちいる前に、エレノーラを見つけねばならなかった。

「……逃げ出すほど、エレノーラは公爵家を恐おそれているのか」

　……エレノーラの忠告を一いつ切さい聞こうとしなかった後こう悔かいが、私の胸に生まれた。

　だが今さら全てをなかったことにはできない。

　それにこのままでは、公爵家にエレノーラ抜きで対決しなければならないのだ。

　その状況は絶対に避さけねばならない。

　その判断の下、私は廊ろう下かにいた家令代理のカーシャへと叫ぶ。

「カーシャ、急いで他の貴族達にもエレノーラを捜すように頼み込め！　見つけたものには相応の謝礼を渡わたすと！」

「は、はい！」

　急いで走りだすカーシャの後ろ姿を見ながら、私は小さく呟く。

「……金は惜おしいが、これでエレノーラもすぐに見つかるはずだ」

　幸いにも、エレノーラが嫁とついできてから侯爵家の金回りは良くなった。

　エレノーラが戻ってくれば、払はらった金額分だけ働いてもらえばいい。

　しかし、そう楽観視していた私はまだ気がついていなかった。

　エレノーラの逃とう亡ぼう、それを貴族達に知らせることが、どんな状況を引き起こすことになるのかを……。




　エレノーラが失しつ踪そうしたと大々的に広めてから一日。

「……まだ、どこの貴族からも有益な情報はないのか」

　その間私達は、エレノーラに関する手がかりを一切得られていなかった。

　侯爵夫人が失踪したのをチャンスとばかりに、娘むすめを紹しよう介かいしようとする貴族からの連絡が稀まれにあるが、それだけ。

「公爵家からの面会要よう請せいをはぐらかすのにも限界がある。なんとか早くエレノーラを見つけなければ……」

　……その現状に、徐じよ々じよに侯爵家内でも焦あせりが募つのり始めていた。

　使用人達や愛人達もエレノーラを馬ば鹿かにはしていたが、その能力の高さは理解できている。

　故ゆえに今、侯爵家の状況が決して良くないことを分かっており、そのことに対する不安がさらに侯爵家内の空気を悪くしていた。

「どうして、今なんだ……！　ようやくあの生意気なエレノーラが素直に言うことを聞くようになったというのに！」

　衰弱しながらも、侯爵家で起きる問題を解決できるぎりぎりの体力を残したエレノーラ。

　そんな彼女は、生意気だった頃を知っている私にとって、何とも小気味良く、便利な存在だった。

　だが、そうなった途と端たんにエレノーラは失踪した。

「くそ！　なぜあの女は私の思い通り動かない！」

　私は八つ当たり気味に側そばにあった机を叩たたく。

　強い憎ぞう悪おが私の中で膨ふくれ上がる。

「絶対に許しはしないぞ、エレノーラ。お前を見つけたら、もう二度と反抗する気など起こさないほどに……」

　そう呟き、私は強く拳こぶしを握りしめる。

　慌てたような足音が響き、部屋の扉がノックされたのはその時だった。

　それから、興奮したようなカーシャの声が響く。

「当主様、マルレイア辺へん境きよう伯はくからお手紙が来ました！」

「……っ！」

　古くから付き合いがある辺境伯からの手紙だと聞いた瞬間、私は急いで椅子から立ち上がり扉を開ける。

「早く寄越せ！」

　扉のすぐ側に立っていたカーシャから手紙を受け取った私は、急いで封ふうを切る。

「見つけたぞ、エレノーラ！」

　手紙に「ご夫人のことについてお話がございます」と書かれた一文を見つけ、笑みを浮かべた。

　私の言葉にカーシャも興奮を隠せない。

　そんなカーシャに、急いで辺境伯の屋敷に行く準備をしろと命じた後、私は小さく呟いた。

「……待っていろよエレノーラ。お前は絶対に逃がしはしない！」

　隠す気のない、憎悪と歓かん喜きを込めて。

　戻ってきたエレノーラに、どんな処しよ罰ばつを与えるかを考えながら、私は急ぎ準備をし、馬車へ乗り込んだ。

「それにしても、あの辺境伯のところに転がり込んでいたとは……」

　私の命で急ぐ乗り心ごこ地ちの悪い馬車の中でそう呟くと、目の前に座っていたカーシャが頷き口を開いた。

「そういえば、奥様が最初に解決したのは、辺境伯との問題でしたものね。助けてもらえると勘かん違ちがいしてもおかしくありませんわ」

「妄もう想そうと現実を混同したか。どうしてあの辺境伯に力を借りようなどと考えられたのか」

　カーシャに頷き返した私の脳裏に浮かぶのは、もう長い間会っていない辺境伯の姿だった。

　もう五十は超こえているはずなのに、鍛きたえ上あげられた身体を持つ白はく髪はつの貴族。

　それが、辺境伯ハイリッヒ・マルレイアだ。




　無口で気難しいことで知られる辺境伯は、社交界にほとんど出ることがなく、貴族で親しい付き合いをしている人間は少ない。

　だがこの数十年の間に渡り、蛮ばん人じん共が支配する隣りん国ごくからの侵しん略りやくを抑えてきたという実績がある。

　その実績ゆえに国王に絶大なる信しん頼らいを置かれており、貴族社会では無視できない存在だった。

　そんな辺境伯に対して、正直私はあまりいい感情を抱いてはいない。

　私の父と交流があり、今でも大きな交易をしている間あいだ柄がらではあるが、以前ありもしない不正を理由に交易が断絶寸前にまでいったことがある。

　その時はエレノーラの働きでなんとか事なきを得たが、そんなことがあって辺境伯にいい感情を抱けるわけがなかった。

　それ以降も何だかんだと私のやることに文句をつけてきた辺境伯は、私にとって苦手な相手となっていた。

　とはいえ、今回辺境伯が連絡してきたのはエレノーラが気に入る相手でなかったからだろう。

「あの気難しさのおかげで、今回エレノーラの居場所を知ることができたということか」

　今だけは、辺境伯の性格に感謝していいだろうと考え、私は笑う。

　融通のきかない辺境伯だからこそ、あっさりとエレノーラを私達に引き渡すべく連絡してくれたのだろう。

　エレノーラの能力を知っている人間ならば、自分の家に囲おうとしてもおかしくはない。

　辺境伯がそういう人間でなかったことは、感謝すべきことだろう。

「運が味方をしたか」

　そうほくそえむ私を乗せた馬車は、どんどん辺境伯の屋敷までの距離を縮めていった。
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　屋敷に辿たどり着ついた私を出で迎むかえたのは、辺境伯本人だった。

　辺境伯は私の姿を見て驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「……まさか、わざわざ出向いてこられるとは」

　その言葉に私は、今さらながら辺境伯からもらった手紙の中に「後日伺うかがう」と書かれていたことを思い出す。

　だが、そんな悠ゆう長ちように待っている時間など私にはなかった。

　今は一刻も早くエレノーラを取り戻し、公爵家のための対策を練らねばならない状況なのだから。

　内心を覆おおい隠し私は微笑ほほえむ。

「いえいえ、私の不ふ肖しようの妻のことでマルレイア辺境伯に出向いて頂くわけにはいきませんから」

　どれだけエレノーラを早く取り戻したくても、辺境伯の前でその気持ちを露わにするほど、私は考えなしではなかった。

　辺境伯は、身分的には侯爵家よりも下の伯爵位だ。

　だが、それはあくまで書類上のものでしかない。

　本人が辞退したため一応は伯爵位となっているものの、彼の活かつ躍やくからすれば侯爵位を賜たまわっていてもおかしくないのだから。

　そんな相手に、感情的になって不敬を働くわけにはいかなかった。

　故に私は、問とい詰つめるような形にならないよう意識しつつ、口を開いた。

「ところで、私の妻についての話と伺いましたが、妻はどこに？」

「……エレノーラ様？　いえ、当家にはいらしておりませんが……」

「…………は？」

　怪け訝げんそうに応えた辺境伯に、一いつ瞬しゆん私の思考が止まる。

「ご、ご冗じよう談だんを……」

　けれど、私の言葉に辺境伯からの返答はなかった。

　辺境伯は困ったように口を噤つぐんでおり、その時になって私は気づく。

　辺境伯の言葉は本当で、エレノーラはこの屋敷には来ていないのだということを。

　まるで想像もしていなかった事態に、一瞬私は固まるが、すぐに引きつった笑みを浮かべた。

「エ、エレノーラの居場所を教えてくださるのでしたか。勘違いしてしまい、申し訳ない」

　手紙に書かれていた内容が「エレノーラに関する話」だったことを思い出し、私は少し冷静さを取り戻す。

　身み柄がらを捕とらえられなかったことは痛いが、手がかりを得られるのだと。

　そう思い込んだ私は、再度辺境伯に真剣な目を向ける。

「それで、どのような情報を教えてくださるのですか？」

「……いえ、侯爵様が望まれているような情報は当家にはありません」

「──っ！」

　しかし、私の言葉を辺境伯はあっさりと否定した。

「ふざけるな！」

　辺境伯に対する恐れなどあっさりと忘れ、叫んだ。

「わざわざ足を運んだにもかかわらず、エレノーラがいないどころか情報もないだと？　私を馬鹿にしているのか！」

「申し訳ありません」

「と、当主様、いくらなんでも……」

「カーシャ、お前は黙っておけ！」

　淡たん々たんと辺境伯が頭を下げて謝罪するのをいいことに、宥なだめようとするカーシャを無視して私はさらにヒートアップする。

　エレノーラの情報がないという事実は、焦しよう燥そうを抱いていた私にとってそれだけ致ち命めい的なものだった。

　公爵家という圧あつ倒とう的てきな存在に対する恐怖で、余裕を失っていた私はもう自分を抑えることはできなかった。

「エレノーラについて何も分からぬなら、なぜ私に手紙を出したのだ！」

　もう少し冷静であれば、私も気がつくことができただろう。

　辺境伯が手紙を出した理由が、侯爵家にとって良い報しらせでない可能性があることを。

「……そういえば、まだ手紙の主旨を伝えておりませんでしたな」

「…………っ！」

　私の言葉に反応し、顔を上げた辺境伯の目はあまりにも冷ややかだった。

　その目を受けて、私はようやく自分が誰に向かって口をきいていたのかを思い出し、顔から血の気が引く。

　そんな私の態度の変化を気に留めることもなく、辺境伯は告げた。

「実は昨日、エレノーラ夫人が侯爵家から姿を消したという話を耳にしましてな。その噂うわさの真しん偽ぎを確かく認にんするためにそちらへ足を運ぶつもりでした」

　まあ、もう聞くまでもないようですがと、呟きながら辺境伯は、側にいた執しつ事じから何かの書類を受け取り、そのまま私に渡す。

「エレノーラ様が姿を消したというのが本当ならば、私には侯爵家に果たす義理はもうありません」

　突き出されたその書類を受け取った私は、文面に目を走らせた。

「なっ！」

「次の交易限りで、侯爵家との関係を終わりにさせて頂こう」

　──その書類に書かれていたのは、侯爵家と辺境伯との間の交易を廃はい止しする宣告だった。

「ま、待ってくれ！　いや、待ってください！」

　辺境伯の言葉に、私は咄とつ嗟さに縋すがりつく。

　それどころか、その場で深々と頭を下げ、懇こん願がんする。

「先程の無礼は謝罪します！　だから、それだけは！」

　最悪エレノーラ抜きで公爵家とやり合わなければならない現状、今ここで辺境伯との繫つながりまで切れるのは絶対に避けたかった。

　故に私は、プライドを投げ捨て謝罪した。

　だが、そんな私を見る辺境伯の顔に浮かぶのは、どうしようもない呆あきれだった。

「……もうこれはそんな段階の話ではない」

　話の流れが分からず呆ぼう然ぜんとする私に、辺境伯は冷ややかに言い放つ。

「二年前の横領の件さえ、まだ解決していないのに、エレノーラ様が去られた侯爵家との交易を続ける気など私にはない」

「……え？」

　二年前の横領、辺境伯が告げた言葉に私は自分の耳を疑う。

　たしかに二年前、辺境伯は不正があると交易を打ち切ろうとしたが、その誤解は既すでに解決したはずだった。

　そう、他ならぬエレノーラの手によって。

「その不正の問題は、辺境伯の勘違いだったのでは……？」

「──なに？」

「ひっ!?」

　辺境伯のまとう雰ふん囲い気きが激変したのは、その時だった。

　今までは冷ややかであれど、敵意はなかった辺境伯の目に、私に対する怒ど気きが宿る。

「ああ、なるほど。どうりでこれだけの期間があっても解決しないわけだ」

　私に怒気を向けたまま、辺境伯は言葉を続ける。

「横領が解決した？　どうすればそんな風に思い込めるのですか？」

　怒りを隠そうともせず、淡々と言葉を重ねてくる辺境伯に私はただ震えることしかできない。

　しかしそれでも、私はどうして怒りを向けられるのか、状況を理解できずにいた。

　私はカーシャから、不正はただの勘違いだと聞いていたのだから。

　そのことを確認しようとして……隣となりにいるカーシャの様子がおかしいことに気づいた。

「カ、カーシャ？」

　顔から血の気が引いたカーシャは、がたがたと震えていた。

　その様子は尋じん常じようではない。

　そんなカーシャではなく私を睨にらみながら、辺境伯は続けた。

「不正が勘違いだった？　いつ私がそんなことを言ったのか。私はただ、解決まで猶ゆう予よを与えただけに過ぎない。──辺境の問題を解決してくださったエレノーラ様に免めんじて」

「なっ！」

　辺境伯の口から告げられたのは衝しよう撃げき的な言葉だった。

　そんなことを信じられるわけがない、という思いが喉のど元もとまで上がってくる。

　……私がエレノーラの言葉を思い出したのは、その時だった。

　──ソーラス様、辺境伯との交易での横領に関して、使用人達を調べる許可をください！

　そう言われた時、カーシャにエレノーラの戯たわ言ごとだと進言されたこともあり、私は煩わしさしか感じなかった。

　だから、私はエレノーラの言葉をよく聞きもせずにはねのけた。

「……っ！」

　今さらながら、あの時エレノーラの言うことを聞いておけばよかった、などという後悔が胸によぎる。

　同時にカーシャに対して、どう責任を取るつもりだと怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうにかられる。

　だが今は、そんな場合ではなかった。

「……分かって頂けましたか？」

　表面上は冷静に、けれどその目には隠しきれない怒気を露わにして問いかけてくる辺境伯。

　私はとにかくこの状況をなんとかしなければならないと必死に頭を動かす。

　何としてでも今、辺境伯の協力を失うのは避けなければならないと。

　……しかし、どれだけ必死に頭を働かそうがこの状況の打開策が浮かぶことはなかった。

「マルレイア辺境伯様、私には誰が不正を行ったのか、心当たりがあります」

　突とつ然ぜんカーシャが声を上げたのはその時だった。

　想像もできなかった言葉に呆然と目をやった私に対し、カーシャは小さく頷くと、口を開いた。

「栄えある侯爵家の中に横領を行う者がいるとは思えません。とはいえ、一人候補を上げるとすればこの交易にも関わっており、なおかつ侯爵家をあまりよく思っていない人間。──奥様、エレノーラ様が不正の犯人かと思います」

　次の瞬間、部屋の中を沈ちん黙もくが支配した。

　カーシャに対し、私はただ呆然とすることしかできなかった。

　エレノーラに不正ができるはずがないことを、私は理解している。

　何せ、今まで私達はエレノーラが甘い汁しるを一滴でも吸うことがないよう管理してきたのだから。

　けれど、カーシャは一切表情を変えることなく言葉を続ける。

「……これは侯爵家の不ふ手て際ぎわです。申し訳ありません。ですが、エレノーラ様を見つけることができた暁あかつきには、その罪を償つぐなわせることをお約束いたします」

「……っ！」

　私が、カーシャの狙ねらいを理解したのはその時だった。

　簡単な話だ。

　カーシャは、伯爵家の人間で強欲令嬢という蔑べつ称しようを持つエレノーラに罪を着せることで、侯爵家の責任を軽減させようとしているのだ。

　それでも侯爵家の責任は問われはするだろうが、全責任を負うよりもずっとましだ。

　その上、この流れであれば、辺境伯に対してエレノーラ捜そう索さくの協力を取りつけることもできる。

　エレノーラに公爵家との問題を解決させた後には、辺境伯に引き渡さなければならないのは痛いが、このまま交易がなくなるよりはずっとましだ。

　……もちろん私だって、横領に関していずれカーシャを問い詰めなければならないことは分かっている。

　だが今は、辺境伯との関係を修復することが一番だ。

　そう判断した私は、カーシャに同調する。

「カーシャの言う通りです。改めて考えてみると、横領ができるような人間はエレノーラ以外ありえません！　マルレイア辺境伯、いずれエレノーラに横領を償わせるためにも、ご協力頂けませんか？」

　先程の失態を取とり繕つくろうため、私はできる限り丁てい重ちように辺境伯へと頭を下げる。

　黙っていた辺境伯は、頭を下げた私を見て重々しく口を開いた。

「……そうか」

　その返答に、辺境伯を説得できたと思い込んだ私は歓喜を覚えた。

　……しかし感謝の言葉を告げようと顔を上げた私は、それが勘違いであったことを悟った。

「……貴様らの話を聞こうとしたことが、そもそもの間ま違ちがいだった」

　──そう呟いた辺境伯の目には、激しい憎悪の炎が浮かんでいたのだから。

「エレノーラ様が不正の犯人？　よくそんな戯言を口にできるな」

　嫌悪感を露わにしてそう吐はき捨すてた辺境伯の纏う冷気に、私はただ呆然とすることしかできなかった。

　目の前にいるのは、隣国から戦せん神じんと恐れられる英えい雄ゆうだった。

　辺境伯から向けられる殺意に、足から知らぬ間に力が抜け、私は地面に座り込んでいた。

　今さらながら私は気づく、目の前の男は絶対に怒おこらせてはいけない人間だったと。

　喉の奥、引きつった悲鳴のようなものを漏らしながら、私は必死にあとずさりしようとする。

　だが、それを辺境伯は許しはしなかった。

　辺境伯は片かた腕うでで私の胸むな倉ぐらを摑つかみ、強ごう引いんに立ち上がらせる。

　私は反射的に抵てい抗こうしようとするが、背中を壁かべに叩きつけられて息が止まった。

「……ぐっ！」

　恐怖のあまり、情けなくも目に涙なみだを浮かべる私に辺境伯は告げた。

「この辺境を救い、その上で自分自身には何も対価を求めなかったあの女性が、横領の犯人だと？　貴様らはどれだけエレノーラ様を虐しいたげれは気が済む？」

　淡々と、けれど殺意と憎悪が込められたその言葉に、私はただ首を横に振ることしかできなかった。

　そんな私を見て、何を言っても無む駄だだと判断したのか、辺境伯は私の胸倉から手を離した。

「はっ、はっ」

　地面に崩くずれ落おち、必死に酸素を貪むさぼる私を見つめる辺境伯の目には、敵意が満ちていた。

　その敵意をむき出しに、辺境伯は告げる。

「私を訴うつたえたければ訴えるといい。だがその場合はこちらも侯爵家の横領を訴えさせてもらうがな」

　側にいた執事達に私達を屋敷から放り出すよう告げた後、辺境伯は部屋を出ていった。

　……私とカーシャは、ただその後ろ姿を眺めることしかできなかった。
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　二年前、辺境では疫えき病びようが発生した。

　辺境にとっては、大きな打だ撃げきとなりかねない事態。

　……だが、問題はそれだけではなかった。

　同じタイミングで侯爵家の横領が明らかになったのだ。

　横領された金額自体は辺境の経営に致命的な被ひ害がいをもたらすような規模ではなかった。

　それでも、最悪なタイミングであったことは間違いないだろう。

　その横領によって、疫病に対する初動は致命的に遅おくれてしまったのだから。

　──私に任せてください！　私なら、この疫病の対処法を知っております！

　ソーマライズ侯爵夫人、エレノーラが辺境にやってきたのはその時だった。

　彼女との面会は、二年も前の一回きりしかない。

　それだけの期間が空いても、記き憶おくに残っているほどにエレノーラは、毅き然ぜんとした女性だった。

　長い金きん髪ぱつでドレスを身につけた彼女は、貴族の淑しとやかな令嬢にしか見えなかった。

　ただ、彼女の碧あおい目にはまるで覚かく悟ごを決めた戦士のような、そんな強い決意が浮かんでいた。

　エレノーラは、強欲令嬢という貴族社会での蔑称が信じられないような輝かがやきを有していた。

　今考えれば分かる。

　あの時既に、エレノーラは疫病を何としてでも解決するという覚悟を決めていたのだと。

　しかし、当時の私は彼女の決意に気づけなかった。

　領地が疫病に侵おかされて余裕がなかった。

　侯爵家の人間が、突然協力させてくれと申し出てきても、信用できなかった。

　言い訳はいくらでも出てくるが、自分がした行こう為いは、そんなことでは誤魔化せないことを私は知っている。

　──気持ちが本当であれば、ありがたく思う。ただ、私は君を信用できない。──強欲令嬢と呼ばれ、何より横領した侯爵家の人間を信用できるわけがない。

　その言葉を聞いた時のエレノーラの傷ついたような顔。

　それは今でも覚えている。

　しかし、当時の私は罪悪感を覚えながらも、それが正しいことだと信じていた。

　侯爵家の手から辺境を守れたと、そう思い込んでいた。

　……そんな私の愚おろかな勘違いが正されたのは、部下からもたらされたある報告だった。
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「エレノーラが、疫病に侵された土地に現れただと!?」

　今辺境を侵している疫病は、この国では早期発見以外に対処法がない最悪の感かん染せん病だった。

　初動が遅れた私は対策に右往左往していたからこそ、その報告を最初信じることができなかった。

　だが、部下からの報告はそれだけではなかった。

　曰いわく、エレノーラは他国の商会と伝つ手てがあり、疫病の薬を工面してくれた。それも無む償しようで。

　次々と部下からもたらされたその報告に、私は動揺を隠せなかった。

　報告してきた部下の中には、疫病に侵された地出身の者もいた。

　そんな彼らが、噓をいう可能性は限りなく低いと分かっていても私は、自分の目で本当かどうかを確認することに決めた。

　相手は、悪名高い強欲令嬢。

　もしかしたら、みんなエレノーラという人間に騙だまされているのかもしれない。

　本気で私はそう思い込んでいた。

　……故に、疫病の被害が深刻だと聞いていた村に辿り着いた時、私は驚愕を隠せなかった。

　その村では、信じられないほど和なごやかに、人々が笑いあっていつも通りの生活を過ごしていた。

　疫病が広がったということが噓のようなその村を、私はただ呆然と見つめることしかできなかった。

　そんな中、子ども達と遊ぶ女性を見つけた。

　その女性が、エレノーラであることに気づいたのは、次の瞬間だった。

　エレノーラの姿は、私の屋敷に来た時とは大きく異なっていた。

　村人達と変わらないぼろぼろの衣服に、金髪を後ろで無造作に一まとめにしたその姿は、到底貴族には見えない。

　だが私は、彼女から目を逸そらせなかった。

　エレノーラのその姿は、令嬢としてはありえないほど乱雑で──にもかかわらず、輝く彼女の碧い瞳ひとみはそんなことが気にならなくなるほど美しかった。

　それは、貴族として着き飾かざったエレノーラよりもずっと。
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「……何が、強欲令嬢だ」

　あの時ほど、エレノーラの本質からほど遠い蔑称に、私が苛立ちを覚えたことはない。

　あんな太陽のような女性に、どうすればそんな的外れな蔑称をつけられるのだと。

　そして、その根も葉もない噂に踊おどらされていた自分が、何より恥はずかしかった。

　私は、その時エレノーラに声をかけることができず、その場を去った。

　彼女を否定しておきながらこの場で顔を見せられるほど、私は恥はじ知しらずではなかった。

　けれど、それは決してエレノーラに会わないと決めたわけではなかった。

　村から去りながら、私はある決意を胸に抱く。

　いつの日か、エレノーラに恩を返さねばならないと。

　それこそ、辺境伯という自分がいつの間にか得ていた立場を最大限に使っても。

　……その後エレノーラに会うことすらできない日が続くなど、知るよしもなく。
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「……屑くず共どもが」

　憎悪に満ちたそんな言葉を私が漏らしたのは、ソーラス達と話していた客室を出た後、自室でのことだった。

　発散することのできない怒りが、胸を焼く。

　散々こき使った挙句、全ての罪をエレノーラに着せようとするソーラス達。

　その姿に、私は激しい憎悪と怒りを覚えずにはいられなかった。

　エレノーラという女性がどれだけ高潔な人間かを知るからこそ。

　私の知る限り、あのソーマライズ侯爵家は代々愚ぐ劣れつな人間が多い。

　中でも今代は取り立てて愚かで、会話はただただ不快だった。

　だが、今回はソーラスと会ったおかげで、正確な情報を入手できたのも、事実だった。

「……そうか、本当にエレノーラ様は侯爵家から逃げ出していたか」

　小さくそう告げた私は、机の引き出しから手紙を取り出し広げる。

　──エレノーラ様を保護したと書かれた内容の手紙を。

　もう何度も読み返したその手紙を見ながら、私は呟く。

「つまり、あの噂は本当に侯爵家が広めたのだな」

　この手紙が届いた時、エレノーラ嬢が侯爵家から逃げ出したという噂は、この手紙の主が意図的に広めた噓である可能性も頭に入れていた。

　しかし、今回のソーラスの言葉でそれがただの杞き憂ゆうだったことが分かった。

　少なくとも、この手紙の主を信じてよさそうだ。

「今は敵ではない、そう判断した方がよいか」

　私は、机の引き出しに手紙を戻した。

　私がとある疑問を私が抱いたのは、その時だった。

「……それにしてもなぜ、ソーラスはエレノーラ様の逃亡を公おおやけにしたのだろうか」

　その疑問の答えが分からず、私は首を傾かしげる。

「──エレノーラ様の逃亡を知れば、貴族達が侯爵家から離れていくことぐらい分からないわけないだろうに」

　今の侯爵家は様々な問題を抱えているにもかかわらず、元は由ゆい緒しよ正しい公爵家だったこともあり、権限だけはそれなりのものを持っている。

　しかし、貴族達が侯爵家との交易をしていた理由は、侯爵家の権限ではなくエレノーラに対する恩義なのだ。

　そのことを知っていれば、エレノーラがいなくなれば貴族達がどんな行動を取るかなど、考えるまでもない。

「まさかそんなことさえ思いつかないわけではないだろうに、侯爵家には一体どんな狙いがある……？」

　私は思い至らなかった。

　……侯爵家が、エレノーラがどれだけ凄すさまじい人物なのか知らないという可能性に。

「……まあいい。どうせ侯爵家のことだ。大したことは考えていないに違ちがいない。そんなことよりもやるべきことをしなければ」

　少しの思考の後、そう割り切った私は紙を取り出し、手紙をしたためる。

　この手紙は、他の貴族達にエレノーラが逃亡したという噂が事実であることを知らせるためのものだった。

　こんな手紙を出さなくとも、いずれ真実は伝わっていくだろう。

　だが、少しでもその時間が縮まるかもしれない。

「……何も恩返しができなかったのだから、これぐらいはしないとな」

　我が身の危険を顧かえりみずに、疫病が広がる地に駆けつけ、外国から取り寄せた薬で疫病を抑えてくれたエレノーラ。

　彼女の行動がなかったら、疫病がどれだけ広がっていたのか私には想像もできない。

　……エレノーラに助けられたにもかかわらず、私はこの二年間彼女に何一つ恩を返すことができなかった。

　だが、そんな日々がようやく動きだした。

　エレノーラを救い出してくれた人間に感謝すべきだろう。

　そう判断した私は笑みを浮かべた。

「どう料理するのか楽しみにしておりますよ──公爵家新当主殿どの」
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　マルレイア辺へん境きよう伯はくが去った後、私とカーシャは執しつ事じ達に強制的に辺境伯の屋や敷しきから追い出されることとなった。

　それも、私が侯こう爵しやくであることを無視した乱雑なやり方で。

「くそ！　くそが！」

　帰りの馬車の中、私は強い怒いかりに支配されていた。

　辺境伯に胸むな倉ぐらを摑つかまれた時に感じた恐きよう怖ふは今、強い憎ぞう悪おへと変わっていた。

「所しよ詮せん伯はく爵しやく位いでしかないくせに、こちらが下手に出ておれば調子に乗りおって！」

　発散することのできない苛いら立だちに、私は衝しよう動どう的に馬車の壁かべを殴なぐりつける。

　だが、丈じよう夫ぶな侯爵家製の馬車が傷つくはずもない。

　それどころか、逆に拳こぶしが砕くだけそうな痛みが走り、私はなんとか悲鳴を押おし殺す。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか、当主様？」

「黙だまれ！」

「……っ！」

　情けないところを見られた苛立ちも込めた怒ど声せいに、カーシャが肩かたを縮こまらせたのが分かった。

　そんなカーシャの態度がより一層、私の怒りを煽あおった。

「覚えておけカーシャ。私が怒りを覚えているのは、お前に対してもだ！　公こう爵しやく家けの件が終わり次し第だい、なぜ不正を黙っていたのか、聞かせてもらうぞ！」

「そんな！　私はそんなつもりは……」

「黙れと言っただろうが！」

　顔を青くして俯うつむくカーシャ。

　その普ふ段だんとは違ちがい一いつ切さい余よ裕ゆうのない姿に少し溜りゆう飲いんが下がるが、それは一いつ瞬しゆんのことだった。

　すぐに自分の現状を思い出し、私は唇くちびるを嚙かみしめる。

「……私をここまで虚こ仮けにしたこと、絶対に許さぬぞハイリッヒ・マルレイア。無礼の落とし前を絶対につけてやる！　エレノーラが屋敷に戻もどったら、今すぐにも貴族達に辺境伯と関わらないよう通達を出してやる！」

　口元に笑えみを浮うかべ、私はそう告げる。

　侯爵家は特別な家系で、他の貴族に対する影えい響きよう力は強い。

　その権力を使えば、辺境伯もただではいられない。

　……しかし私の目もく論ろみは、翌日あっさりと潰ついえることになった。

　──今まで関わりのあったほぼ全ての貴族から届いた、「貴家との交易を見合わせたい」と書かれた手紙の山によって。
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「ん、ん……」

　目を覚ました時、私、エレノーラの目に入ってきたのはまるで見知らぬ部屋の天てん井じようだった。

　部屋の明るさから朝か昼だろうと思うが、私はここがどこなのかと周囲を見回す。

　私がいるのは、綺き麗れいに整えられた一室だった。

　机にベッド、その全てが清潔感漂ただようもので、ようやく私はここが侯爵家でないことを理解する。

「そういえば私は……」

　かなりの時間寝ねていたのか、ぼんやりとした頭の中、途と切ぎれ途と切ぎれに今までのことが思い出される。

「私は、侯爵家から逃にげてこられたのね」

　そう呟つぶやき、ぎこちない動きでベッドの上から身体からだを起こす。

　部屋の奥おくの扉とびらが開いたのはその時だった。

「お嬢じよう様さま、お目覚めになったのですか!?」

　扉から現れたのは、スープらしきものと布を持ったマリーナの姿だった。

　ベッドで起き上がった私の姿に、一瞬マリーナは固まるが、慌あわただしく側にあった机にスープなどを置くと、私の方へ駆かけ寄よってきて強く抱だきしめた。

「マリーナ！」

　私は力の入らない腕うでをなんとか動かし、抱きしめ返す。

「ありがとう、マリーナ。侯爵家から連れ出してくれて。迎むかえにきてくれて」

「……っ！」

　私の言葉にマリーナの顔が泣きだしそうに歪ゆがむ。

　その瞬しゆん間かん、私の胸に温かい感情が溢あふれ出した。

　言葉では言い表せないその感情を、せめて少しでも伝えようと私は手をマリーナの頰ほおに伸のばし、微笑ほほえみかける。

　……しかし、情けないことに私の身体はマリーナの身体の重さに限界を迎えることになった。

「ごめんなさい、マリーナ。その……」

「あ！　も、申し訳ありませんお嬢様！」

　青白くなった私の顔色に気づいたマリーナは、慌てて手を離はなし、私の身体は解放される。

「……ねぇ、マリーナ。私はどれだけ寝ていたの？　そして今、どういう状じよう況きようなの？」

　まだ動きが鈍にぶい手は、私が長時間眠ねむっていたことを示していた。

　その間一体何があったのか私は知らないのだ。

「お嬢様は丸二日眠っていらしたのですよ……。まずは食事を摂とりながら、ご説明しますね」

　そうしてマリーナは、今まで起きたことを話し始めた。

　私が現在いる場所は、マリーナが協力者と呼ぶ人物の屋敷だった。

　この屋敷の主人はマリーナ達が私を助ける上で、多大な協力をしてくれたらしい。

　しかも、私の体調が元に戻るまではいくらでもこの屋敷にいていいと言ってくれているらしい。

　とはいえ、私は侯爵家に追われている身。

　迷めい惑わくをかけるわけにはいかないし、できるだけ早く出ていくべきだろう。

　マリーナの話を聞きながら、内心で私はそんなことを考えていた。

「お嬢様は少なくとも数ヶ月は絶対安静で、栄養のある食事を摂らなければならないそうです」

「……え？」

　私は、マリーナから告げられた自分の状態に、動どう揺ようを隠かくせなかった。

　マリーナの話によると、どうやら二日眠っていた間に、魔ま法ほう医が招かれ高度な治ち療りようが施ほどこされたそうだ。

　魔法医とは、かつて失われた超ちよう常じようの力で人を治ち癒ゆできる、治療のエキスパートだ。

　そのエキスパートである魔法医が、私を治療した際、険しい顔で警告したそうだ。

　本来人間の身体はエネルギーを溜ためられるようにできているのに、この女性の身体にはほとんどありません。これから少なくとも数ヶ月は、決して無理せず栄養を摂らせるようにしてください。……一体どうしたら、ここまで身体を酷こく使しできるのかと。

　真ま似ねていたのか、低い声を出して魔法医の言葉を教えてくれたマリーナは、最後ににっこりと笑って告げた。

「お嬢様、この屋敷にいる間は決して無茶はしないでくださいね？　絶対ですからね！」

「……分かったわ」

　その笑みの裏に、余計なことは絶対にさせないというマリーナの覚かく悟ごを感じた私は、素す直なおに頷うなずく。

　……少なくとも今は、できるだけ早くここを出たいなんて言える状況ではさそうだ。

　とはいえ、自分が出歩ける状態でないことには、私も気がついていた。

　頭がぼんやりとしており、自分が自分でないような感覚。

　そして、だるくてベッドから立ち上がれそうにない身体。

　屋敷を離れるためには、とにかく自分の身体を治さねばならない。

「あ、私ったらスープのことを忘れて……。お嬢様、お口を開けてください！」

　私は、スプーンを構えたマリーナへと口を開く。

　とにかく今は、食べて身体を治さねばならないのだ。

「……っ！」

　私の脳のう裏りに、電流のようなものが走ったのはスープを口に含ふくんだ瞬間だった。

　匂においから美お味いしそうだとは理解していたが、味は想像以上だった。

　私の身体のことを考えて、調味料は塩だけしか使っていないようだ。

　それなのに信じられないほどしっかりとした味に、私は目を瞠みはる。

　一体どれだけの具材を煮に込こめば、こんなにコクと旨うまみのあるスープになるのだろうか。

　今まで食欲はそれほどなかったのにもかかわらず、私は夢中でマリーナからスープを飲ませてもらう。

　気がつけばすぐにスープはなくなってしまい、私は満足げに息を吐はいた。

「ふぅ。美味しかったわ」

「ふふ、料理人達にお伝えしておきますね」

　私の感想に満足げな笑みを浮かべたマリーナは、思い出したように告げる。

「眠っているエレノーラ様でも食べられるように作られたスープなのですが、お口にあったと聞けば彼かれらも喜ぶと思います」

「……噓うそ！」

　眠っている間のことをまるで覚えていない自分に対し、恨うらめしさを私が覚えることになったのは、その時だった。

　こんな美味しいものを口にしておきながら、まるで記き憶おくが残っていないなんて……。

　霞かすみがかかったような頭の中、なんとか記憶を探さぐろうとするがスープを飲んでいた記憶など残っていない。

　唯ゆい一いつあるのは、自分の見た夢だけで……思い出して頰が熱くなった。

「今考えれば、なんて恥はずかしい夢を……」

　顔の整った若い青年に、側にいてとしがみつく私。

　私はそれを、はっきりと覚えていた。

　もしかして、私は知らぬ間に人との触ふれ合あいを求めていたのだろうか？

　……顔が知り合いに似ていたからこそ、なおさら恥ずかしく感じて私は俯いた。

「エレノーラ様、どうかされましたか？」

「っ!?」

　マリーナの声に、私は肩を情けないほどに揺ゆらす。

「な、なんでもないわ！　話の続きを聞かせてくれないかしら！」

　いくらマリーナでもあんな恥ずかしい夢を教えることはできず、私は必死に誤ご魔ま化かそうとする。

　あからさまに怪あやしい態度を取って、マリーナを誤魔化せるわけがなかった。

「えっと、何かあるなら……」

　不ふ審しんを顔に浮かべたマリーナが私へそう告げようとした時、扉を勢いよく叩たたく音が響ひびいた。

「おい、マリーナ！　お嬢様が目覚めたって本当か！」

　それは私がよく知る声──私が立ち上げた商会に所属する男性、マルクだった。

「……っ！　この無神経男、お嬢様は起きたばかりだというのにあんな大声で！」

　マリーナが顔に怒りを浮かべ、扉の方を睨みつける。

「ふふ、私は大丈夫だから、開けてあげて」

「……はい」

　マリーナは不満を隠そうともせず、扉へと歩いていきやや乱暴に開け放つ。

　現れたのは、以前と違って綺麗な衣服に身を包んだ二十代後半ほどの金きん髪ぱつを短く刈り揃えた男性だった。

「お嬢様！」

　私の姿を確かく認にんしたマルクは、すぐに私の元へと一直線にかけてくる。

　だが、私のベッドに辿たどり着つく前に、マリーナによって叩かれることになった。

「あいたっ」

「あんたねぇ！」

　目を吊つり上げて、マリーナはマルクへ怒りを露あらわにする。

「もっと落ち着きなさいよ！　お嬢様は病やみ上がりなのよ！」

「わ、悪かったって！」

　がみがみと怒ど鳴なるマリーナと、彼かの女じよに頭が上がらないマルク。

　幼おさな馴な染じみ二人のやり取りに、私は小さく笑う。

　久しぶりでもう少し見ていたかったが、マルクに悪いと感じた私は口を開いた。

「私は気にしていないから大丈夫よ。それに、マリーナもいきなり私に抱きついてきてなかったかしら？」

「……あ！」

　その瞬間、マリーナの顔が赤く染まり、マルクの顔に呆あきれが浮かぶ。

「マリーナ、お前自分のこと棚たなに上げて……」

「ぐ……」

　マルクの反応に、マリーナが小さくなる。

　顔は憎にく々にくしげだが、自分が悪いだけに何も言えずマリーナは押し黙った。

　いつもは、マルクの方が暴走がちだったため、珍めずらしい光景だ。

　そんなマリーナに、私は笑いかける。

「私は気にしていないって言ったでしょう？　抱きしめてくれて嬉うれしかったわ」

「お嬢様……！」

　私が笑うと安心したように、マルクが口を開いた。

「マリーナから憔しよう悴すいしていると聞いて心配でしたが、思ったよりお元気そうでよかったです、お嬢様」

　……その言葉に私は、侯爵家でマリーナに泣きついてしまったことを思い出し、居い心ごこ地ち悪わるく身動みじろぎする。

　もしかして、マリーナは私が取り乱したことまで話してしまったんだろうか……？

　そんな私の様子に気づいたマリーナが、耳元で囁ささやく。

「お嬢様がお疲つかれだったことしか伝えてませんからね」

　その言葉に安あん堵どを覚えた私は、感謝の代わりにマリーナに笑いかける。

　そんな私達の態度に気づかずマルクは言葉を続ける。

「魔法医様には、きちんと感謝しないとですね。……もしもお嬢様が目覚めなかったら、殴ろうかと思ったけど」

「そしたら、私があんたの頭を叩き割ってやったけどね」

「……殴らなくてよかった」

　笑っていない目で吐き捨てたマリーナと、震ふるえるマルクの会話に、私は感謝を告げなければならないことを思い出す。

「そういえば、魔法医様に診ていただくには高額な治療費が必要でしょう？　代金を払はらってくれたのは、商会のみんなよね……？」

　だが、その私の言葉に対し、マルクは首を横に振ふって否定した。

「いえ、お気になさらないでください。魔法医様の治療に関しては、協力者様の伝つ手てで安めでしたので」

「……噓」

　謎なぞに満ちた協力者に対する疑問が、私の中でさらに膨ふくれ上がった。

　王国でも数えるほどしかいない魔法医に顔がきくなんて、一体何者なの……？

「ご自身で自己紹しよう介かいされるおつもりらしいので、私達はまだ口を噤つぐんでおきますわ」

　首を傾かしげる私に対し、マリーナは何も言わず笑うだけ。

　だが次の瞬間、マリーナは顔を曇くもらせて告げた。

「……早くご紹介したいですが、あの多た忙ぼうさではお嬢様にお会いできるのはいつになるか」

「多忙な方なの？」

「いえ、考えなしなだけですわ」

「……え？」

　私は意味が分からずマリーナを呆ぼう然ぜんと見つめるが、それ以上彼女が協力者について口にすることはなかった。

　聞き出すことを諦あきらめた私は、そういえばまだお礼を言っていなかったことに気づく。

「伝手に関しては協力者の方の力かもしれないけど、二人とも本当にありがとう。迷惑をかけた分はちゃんと返すから」

　できるだけ早く回復する覚悟とともに、私はそう告げる。

「いえ、気になさらないでください。お嬢様が私達を大切にしてくださっていることは存じております。これくらい恩返しさせてください」

「私達はお嬢様に返しきれないだけの恩を頂いているのですから！」

「恩……？」

　その言葉の意味が分からず、私は首を傾げる。

　たしかに最初商会に二人を誘さそったのは私だが、別に恩を感じられるようなことをした記憶なんてない。

　それどころか、商才がない私に代わり、商会を運営してくれた二人には、私の方が恩を感じているほどだ。

　故ゆえに疑問を隠せない私に、二人は強い口調で言葉を重ねる。

「商会に入る前、疎うとんじられていた俺おれを拾ってくださったこと、あの時の恩は忘れておりません！」

「マルクについていきたいとわがままを言った私に、侍じ女じよとしての教育を受けさせてくれたお嬢様には、どれだけお礼を申し上げても足りません！」

「お礼を言いたいのは私の方よ！」

　二人に一瞬私は気け圧おされるが、すぐに気を強く持って声を張り上げる。

「貴方あなた達がいなければ、ここまで商会が大きくなることなんてなかったんだから！」

「……いえ、そんなことはないかと」

　しかし、その言葉も呆れた様子のマルクによって、あっさりと否定された。

「たしかに俺は、今まで商売に関しては最大限の結果を出してきたという自負はあります。ですが、それは全てお嬢様がいらしてこそですから」

「……え？」

「お嬢様、いい加減に自覚してください。他国の商会との伝手を、それも複数持つような商会長など普ふ通つうは存在しないんです。異常なんです！」

「い、異常……!?」

　まさかの言い分に私は絶句するが、なぜかマリーナもマルクの言葉を否定せず頷いている。

　……まさか、マリーナにもそんな風に思われていたなんて。

　その事実に動揺を隠せない私に、マルクとマリーナは呆れのこもった視線を向けてくる。

「……本当に、無自覚なのが逆に恐おそろしいですね。まあ、それがお嬢様なんでしょうが。そうでなければ、知り合いもいない辺境の疫えき病びようを解決するために単身乗り込んで、他国からありえない速さで薬を取り寄せ無償配布する真似なんてできませんものね」

　それは、言葉だけ聞けばまるで責めているようだったが、マルクの口調にはそんな響きは存在しなかった。

「そんなお嬢様だからこそ、多くの人間が手を貸したいと思うのでしょう」

　まるで私を誇ほこるかのように告げたマルクに、私はいつものようにそれは勘かん違ちがいだと言おうとする。

　私は別に大したことはしていないのだと。

　満たされているのは自分の方で、私はその恩返しをしているだけなのだから。

　けれど、その前にマリーナが拗すねたように口を開く。

「……分かっております。エレノーラ様は、いつものように『自分を認めてくれる平民達に恩返ししているだけ』、そうおっしゃるのだと。分かっておりますが、それでも少しくらいは、私達の気持ちも言わせてください」

　真しん剣けんな表情でそう告げるマリーナに、私は何も言えず口を閉じる。

「エレノーラ様がどのように思っておられたとしても、私達は平民達に寄より添そってくださるエレノーラ様を尊敬し、側そばにいたいと望んできたんです。……だから、少しぐらい迷惑をかけてください。こうして元気なお姿を見せてくださったことこそが、私達にとっては何よりの報ほう酬しゆうなのですから」

「……っ！」

　私の胸の中に、熱い何かが溢れ出す。

　今、商会のみんなはどうしているのだろうか？

　今はそのことが、どうしようもなく知りたかった。

「ねぇ、私が伯爵家に商会との接せつ触しよくを禁じられてから、何があったか教えて……あれ？」

　どうしようもない眠気に、気づいたのはその時だった。

　長い時間話していたわけではないのにもかかわらず、電池が切れたように身体が動かない。

　せめて、商会のことを聞きたいと私は眠気に抗あらがおうとするが、その前にマリーナによってゆっくりとベッドに倒たおされた。

「まだ目覚めて間もないのです。少しお休みください」

「今日はこの辺にしておきましょう」

　そう言って、気を使ったマルクは扉へと歩きだす。

　だが、最後に笑顔で振り返った。

「ただ、一つだけ言わせて頂くとエレノーラ様がご無事で戻もどってこられることは、みんなが待ち望んでおりましたよ。──商会の面々だけではなく、多くの人々が」

「多くの、人々？」

　謎めいたマルクの言葉に、私は疑問を抱く。

　だが、それすらも頭から薄うすれていき……すぐに、私は眠気に飲み込まれていった。
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「ん……」

　私が二度目に目を開いた時、周囲は暗くら闇やみだった。

　誰だれもいない部屋を見回した私は、ふと昨日夢の中で見た光景と似ていることに気づく。

　といっても夢の中とは違って完全な暗闇ではなく、遠くから喧けん騒そうが聞こえることから考えると、深夜ではないのだろう。

　まだまだ人々が活動している時間だ。

　それにもかかわらず、胸の中には強い不安が消えず、私は自分の身体を抱きしめながら呟く。

「……一人だけ取り残されたみたい」

　自分の胸にあるその不安は強い孤こ独どく感だった。

「そうか、私は一人きりなのが嫌いやなのね……」

　昼間、マリーナ達と以前と変わらないような会話ができたから、二日間寝たおかげで少しは元気になったのではないか、なんて考えていた。

　だが、違ったのだ。

　私が楽しく会話ができたのは、側に二人がいてくれたからだ。

　……私は変わらず、弱いままだった。

　部屋の中で一人になっただけで、どうしようもない孤独感に悲鳴を上げ始める心に、私は悟さとる。

　それでも、弱いところなんて誰にも見せたくない、そう考えた私は必死に悲鳴を押し殺そうとした。

　──突とつ然ぜん軽いノックと男性の声が響いたのは、その時だった。

「エレノーラ様、失礼します」

　まるで想像していなかった事態に、私は返答もできず固まってしまう。

　しかし、声の主も返答がないことを予想していたのか、構わず扉を開き──。

「…………え？」

　次の瞬間、現れたのはスープの入ったお盆ぼんとランタンを手にし、帽ぼう子しを被かぶった青年だった。

　青年は、ベッドの上に起き上がっている私の姿に固まる。

「ご、ご許可もなく、扉を開けてしまい申し訳ありません！」

「……っ！」

　盆ぼんを机に置いた青年が、勢いよく頭を下げた。

　青年の突然の行こう為いに私は固まっていたが、すぐに固まっている場合ではないことに気がつく。

　この場合、青年が扉を許可なく開けたのは、私が寝たきりだと思っていたからだろう。

　だとすれば、責めるわけにもいかない。

　私は、青年を安心させるように笑いながら、口を開く。

「いえ、気にしないで。返事が遅おくれた私が……え？」

　夢の中では気づかなかったあることに私が思い至ったのは、その時だった。

　至近だったとはいえ、暗闇の中でしか見たことのない夢と違い、ランタンに照らされた青年の顔は申し訳なさからか、青ざめている。

　そして、その青年の姿を見た私も同じく顔を青くして、固まることとなった。

　整えられてはいるものの、地味な印象を拭ぬぐえない茶の入った黒くろ髪かみながら、よく見れば分かる整った顔立ちと、上質とはいえ平民のものである衣服。

　──その姿は、帽子こそ被っていなかったものの、夢の中に出てきた青年と瓜うり二ふたつだった。

　私の頭の中に、マリーナから教えてもらった「協力者」に関する情報が蘇よみがえる。

　魔法医に伝手を持つ、力のある協力者。

　その情報は、私が想像している通りの人物であれば、一いつ致ちしていた。

　何せ、彼は現在大商会の主なのだから。

「もしかして貴方あなたは……」

　ほぼ確信を抱きながら、それでも私は目の前の青年に本人かどうか確認するため口を開く。

「アルト、なの？」

　青年の青い顔が一瞬にして笑みに変わったのは、その時だった。

「はい。お久しぶりですエレノーラ様。──恩をお返ししに参りました」

　そう告げたアルトの笑顔は、数年前と変わらない、子犬のような温かいものだった……。
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　アルト、それは数年前に私が助けた少年だった。

　アルトと彼かれの妹は、商会長の子どもでありながら、実の父親に命を狙ねらわれていた。

　それ故ゆえに数年前、まだ十五才だったにもかかわらず、アルトはたった一人の従者と共に、父親に抗あらがえるだけの財力を得るべく、自らの商会を興おこしたのだ。

　私がアルトの商会を偶ぐう然ぜん知ったのは、そんな時だった。

　この国では成人している年ねん齢れいとはいえ、父親に命を狙われているアルトを、私は見捨てられなかった。

　だから私は、商会の皆みなと話し合いアルトの商会を手助けすることに決めたのだ。

　そして、アルトが十五才にして異常ともいえるほど優ゆう秀しゆうだったこともあり、彼の商会は貴族との取引を成功させ、一気に名を馳はせた。

　だがそれ以降、大商会と呼ばれるまでに成長したことは知りつつも、私達が会うことはなかった。




「アルト！」

「え、エレノーラ様!?」

　故に私は、面会したアルトの手を取って、喜びを露あらわにする。

　今さらながら、マリーナが私にアルトのことを隠かくしていた理由を理解する。

　マリーナは私をより驚おどろかせるために、あえて隠していたのだろう。

　それでも一言ぐらい何か教えてくれたっていいのに。

「アルト、貴方あなたあれからどうしていたの？　連れん絡らくぐらいしてくれたらよかったのに！」

「申し訳ありません」

　素直に頭を下げるアルトに対し、一気に感情を爆ばく発はつさせた私は、一度息を吐はくと頭を下げた。

「ごめんなさいアルト、貴方が忙いそがしいことは分かっているのに。まずはお礼を言うべきだったわね。私を助けるのに協力してくれたとマリーナから聞いたわ。ここはあなたの屋敷だったのね。ありがとう、アルト」

「いえ、エレノーラ様のおっしゃる通りです」

　礼は必要ないとでも言いたげに、アルトは首を振ふって告げた。

「全ては恩人に対して不義理を働いた私の責任ですから、気になさらないでください。今回のことも、以前助けて頂いたご恩と比べれば、些さ細さいなことです」

「アルト……」

　そう言って穏おだやかに微笑ほほえんだアルトに、目を瞠みはる。弟のように思っていた彼が大人の男性として成長していたのだ。

　ふと私は、夢の中でのアルトの優やさしい態度を思い出す。

　もしかしたら、あの夢は現実だったのかもしれない。

　それがおかしな考えだと思えないほどに、目の前のアルトは紳しん士しだった。

「っ！」

　寝ね起おきのため残っていた眠ねむ気けが一気に消える。

　アルトの顔を見つめながら、必死に私は考える。

　一体あれは、本当に夢だったのかと。

　……あれがもし現実だったのならば、私にはもう年上の人間としての威い厳げんなどないのではないか？

　そんな考えが頭に浮うかんだ時、もう私は今まで通りに振ふる舞まうことができなくなっていた。

　考えれば考えるほど、顔に熱が集まっていく。

　そして、明らかに不ふ審しんな私の態度に、至近距きよ離りにいるアルトが気がつかないわけがなかった。

「……エレノーラ様、どうしました？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ！　少しお腹なかが空いただけだから！」

　……醜しゆう態たいを晒さらしたかなんて、アルトに確かめられるわけがない。

　そう判断した私は、この部屋を照らすのがランタンだけであることに感謝しながら、必死に誤ご魔ま化かす。

　この薄うす暗ぐらい部屋であれば、赤い顔をなんとか隠すことができるはずだ。

　……それが墓ぼ穴けつだったと気づいたのは、次の瞬しゆん間かんだった。

「あ、気がつかず申し訳ありません……」

　私の言葉に焦あせったように声を上げたアルトは、机の上からスープ皿を持ち上げ、スプーンを手に取る。

「では、どうぞ」

「……へ？」

　その瞬間、私は思わず令れい嬢じようにあるまじき声を上げていた。

　スプーンを私の方に向けたアルトの姿は、昼間私にスープを飲ませてくれたマリーナのものと同じだった。

　アルトが何をしようとしているのか理解して私は固まる。

　……私にスープを飲ませてくれようとしてくれているのだと。

　もちろん分かっている。

　これは純じゆん粋すいに看病したいと思っての行動であると。

　実際に私はまだ腕うでがだるいし、自分で食べようとすればこぼしてしまうかもしれない。

　だが、夫にも避さけられており異性に慣れていないのだ。

　よく考えれば、私は既き婚こん者しやであるし夫以外の男性との過度な接せつ触しよくは良くない気もする。

　何より夢のことを思い出したせいか、どうしても気き恥はずかしさが隠せなかった。

「……えっと、アルト」

「はい」

「そこまでしなくても大丈夫よ」

「いえ？　気を使って頂かなくても大丈夫ですよ。眠っておられた時から、私がエレノーラ様に差し上げておりましたから。……唇くちびるを湿しめらせる程度のものでしたが」

「…………」

　そう告げるアルトの顔に浮かぶのは私に対する純粋な心配だった。

　その表情に、自分が意識しすぎているだけじゃないか、と恥ずかしくなる。

　もはや私の中にアルトの善意を無下にするなんて選せん択たく肢しはなかった。

「……お願い、するわ」

「任せてください」

　数秒の沈ちん黙もくの後、覚かく悟ごを決めてそう告げた私にアルトは全く動どう揺ようを見せずに頷うなずいた。

「どうぞ」

　手慣れた動きでアルトが口元まで持ってきてくれたスプーンから、私はスープを飲む。

　一連の自然な動作から考えると、眠っていた時も世話してくれていた、そう告げたアルトの言葉は本当だったのだろう。

　……といっても、それは私にとって記き憶おくにない、実質初めての出来事だった。

　故に私は、今にも毛布を被かぶってしまいたいぐらいの羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれた。

「ありがとう、アルト」

　だが、そんな余よ裕ゆうのないところを、弟のように思っているアルトの前で見せるわけにはいかない。

　アルトが平気な顔をしているからこそ、なおさら。

　自分だけ醜態を晒さらすのは、姉貴分として許されない！

　顔が真っ赤に違いないのはどうしようもないが、ランタンしかないこの部屋の中でならば隠せるはずだと姑こ息そくに考えて、誤魔化すように私はアルトに笑いかける。

「今までアルトに何があったのか教えてくれないかしら？」

「はい。といっても長くなってしまうので、搔かい摘つまんでになりますが……」

　そう言って、アルトは私にスープを飲ませてくれながら、今までのことを話してくれた。

　私を気遣ってくれているのか、時々言葉を止めながらゆっくりと。

　……まだ頭の動きが鈍どん重じゆうかつ、内心緊きん張ちようで震ふるえている私はその話を右から左に聞き流してしまったが、温かく素そ朴ぼくな味を飲み下すうちに、私は冷静さを取とり戻もどしていった。

　お腹が満たされた時には、少しずつ余裕も出てきて──私がアルトの異変に気がついたのはその時だった。

　今まで私は、アルトはいたって平静なのだと思い込んでいた。

　しかし、ランタンの光に目が慣れてきたことにより、私は気がついてしまう。

　実は、アルトの顔が赤く染まっていたことに。

　最初はランタンに照らされていると思ったのだが、違ちがった。

　アルトの顔は明らかに赤くなっていたのだ。

　それも、尋じん常じようではないほどに。

　よく見てみれば、最初なんでもないように見えたアルトの表情も、どこか緊張しているかのように強こわ張ばっている。

　それに気がついた時、私は思わず笑いを漏もらしていた。

「ふふ」

「……どうしましたか？」
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　動揺しているのを気づかれていないと思っているのか、アルトは表情を変えずにそう問いかけてくる。

　一いつ瞬しゆんそんな彼に、顔が赤いことを指し摘てきしてやろうか、なんて悪いた戯ずら心ごころが湧わくが、さすがに可哀想かわいそうだとやめる。

「いえ、なんでもないわよ」

「そう、ですか？」

　明らかに何かある笑え顔がおを浮かべながらそう告げた私に、アルトは納なつ得とくしていなかったが、それ以上何かを言うことはなかった。

　成長したと思っていたけれども、やっぱりアルトはアルトだったらしい。

　笑顔で内心を隠しながら、私はそんな思いを胸に抱いだく。

　顔を赤くしたアルトは昔と変わらず少年らしくて、そんなアルトと一いつ緒しよにいられる時間はただ純粋に楽しかった。

　……だが、突とつ然ぜん部屋に響ひびいたノックに、その時間も終わりに近いことを理解した。

「アルト様、本日の業務についてよろしいですか？」

　扉とびらの外から響いたのは、私も聞いたことがあるこの屋や敷しきの侍じ女じよの声。

　開けてもいいか？　そう言いたげに見てきたアルトに笑顔で頷きながらも、私の胸の中には寂さびしさのような感情が広がっていた。

　アルトには仕事があるので、仕方ないことは分かっている。

　それでも、このランタンしかない部屋の中に一人で残されることを考えただけで、私の胸が凍いてつくような痛みに襲われる。

　できれば、もう少しだけでもアルトに部屋にいて欲ほしい。

　でも、もうスープは残っていなくて、アルトを引き止められるものなんてなくて。

　そんな私の葛かつ藤とうをよそに、アルトはとうとう扉を開けてしまう。

「どうぞ。本日の分と昨日やるべきだった分です」

「ありがとう。……そしてすまない」

「いえ。ただ、スケジュール管理は大切にすべきかと」

「……分かった」

　しかし、私の予想に反して侍女はアルトに何か書類の束を渡わたした後、それ以上何も言わずにすぐに部屋から遠ざかっていく。

　そしてまた、アルトも部屋から出る素そ振ぶりを見せないどころか、元の椅い子すに戻って書類を読み始めていた。

「……アルト、ここにいて大丈夫なの？」

　アルトがここで仕事をしてくれることは、私にとって願ってもないことだ。

　けれど、侍女やマリーナの言葉から考えるとアルトは多た忙ぼうなはずなのに、まだここにいてもいいのだろうか？

　そんな私の不安を晴らすように、アルトは笑えみを浮かべた。

「お気になさらないでください、エレノーラ様。別にサボっているわけではありませんから。こう見えて要領はいいんです。そ、それに、エレノーラ様のお側そばにいる方がやる気が出ますから」

「ふふ」

　照れながらも、滅めつ多たに言わない冗じよう談だんまで口にしてくれたアルトに、私は思わず小さく笑う。

　思わず笑ってしまった私に、一瞬アルトはなぜだか残念そうな顔を浮かべるが、すぐにその顔を優しげな笑みに変える。

「少なくとも私は、エレノーラ様がお眠りになるまでこの部屋にいますから。だから、安心してお眠りください」

　ぎこちない動きで、私の身体からだに毛布をかけてくれたアルトに促うながされるまま、私は目を閉じる。

　しかし、目を閉じても私はすぐに眠れなかった。

　耳に、微かすかに小さな紙をめくる音が響いてくる。

　それは静かな部屋の中であってもほとんど聞こえないような音で、本来ならば眠りを妨さまたげることなんてありえないだろう。

　なのに、アルトが部屋にいる証あかしであるその音を、私は意識から遠ざけることができなかった。

　その音が耳に届く度たびに、私の胸に初めて感じる温かい感情が広がっていき、誰だれも見ていないのをいいことに私は口元を緩ゆるませた。

　私がその温かさに浸ひたっているうちに、いつの間にか心ここ地ちよい眠気が訪おとずれた。

　その眠気に意識を奪うばわれる直前、私の頭にふとした考えが浮かぶ。

　もし、病気の時に心を通わせた夫に看病されたら、こんな温かい気持ちになるのだろうか？

　その考えを最後に、私の意識は薄れていった……。
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　安らかに眠るエレノーラの姿。

　それを見て私、アルトは万が一にも起こすことのないよう小さな声で呟つぶやく。

「ようやくお休みになったか」

　しばらくベッドの上でなかなか眠らない姿を見た時は、私が側にいるのは無神経だったかと心配だったが、それは杞き憂ゆうだったようだ。

　そのことに私は安あん堵どを覚え、笑みを浮かべた。

　思い込みかもしれないが、今日はエレノーラとの距離を縮めることができたのではないか。

　有意義な日だった、そう言ってもいいかもしれない。

「……これで先さき程ほどのことさえ、なければ」

　だが次の瞬間、思い出した自分の失態に悔かい恨こんを滲にじませた。

「それにしても、私は一体何を口走ってしまったのだろうか……」

　それは、エレノーラ様にスープを差し上げる時に自分が口走ってしまった話。

　自分が混乱と羞恥のあまり口走ってしまった言葉を思い出し、羞恥心に顔を歪ゆがめる。

「……何がエレノーラ様に会いたかった、だ」

　あの時私が求められていたのは、これまでの自分の経けい緯いだった。

　それにもかかわらず、半分パニックになりながら、どれだけエレノーラに会いたかったかを力説してしまった自分を、殴なぐり倒たおしたくなる。

　エレノーラは気を使ってくれたのか、まるで私の言葉を聞いていないかのように反応しなかったが、その態度もまた私を追い詰める一因となっていた。

「憧あこがれの人に再開したら、今度こそ頼たよりがいのあるところを見せようと思っていたんだけどな……」

　そのために、エレノーラと会えることが決まった少し前から、私は必死に心構えを決めていた。

　だが、いきなりエレノーラに気を使わせたというのは、情けないどころの話ではないだろう。

　とはいえ、ここまで平静さを失ったのにも、理由があった。

　未いまだ脳のう裏りに鮮せん明めいに焼きついているその顔を思い浮かべながら、私は小さく呟く。

「あれは卑ひ怯きようだろ……」

　スープを食べさせる直前、ランタンの光に目が慣れていたからか、はっきりと気がついてしまったエレノーラの赤い顔。

　実のところ、スープを手渡しで飲ませるということだけで、既すでに私は緊張していた。

　寝ている時に世話をしていたからといって、起きている時も同じではない。

　看病だと自分に言い聞かせながらも、内心緊張を覚えずにはいられなかった。

　そんな私がなんとか表面上は平静さを保てていたのは、エレノーラがまるで表情を変えなかったからだった。

　故にエレノーラが、たとえ欠片かけらだったとしても、私を意識してくれている表情に、冷静でいられなくなった。

「穴があったら入りたい……」

　両手で顔を覆おおって、ぼそりと漏らす。

　本当に、あまりにも情けなさすぎる。

　せめてもの幸いは、動揺をなんとか顔に出さなかったことか。

　相当顔は赤くなっていたかもしれないが、あの暗くら闇やみの中では向こうは気づいていないだろう。

「とはいえ、このままではずっと弟分のままだな……」

　エレノーラが自分を弟としか見ていないことに、私は気がついていた。

　つまり、エレノーラにとって私は庇ひ護ご下の人間でしかない。

　事実、私はエレノーラの庇護下にあったからこそ生いき抜ぬくことができたことを考えれば、その認にん識しきは正確だ。

　しかし、このままでは自分の恋こい心ごころが成じよう就じゆしないことを私は理解していた。

　何より、エレノーラの支えとなることもできないことも。

「……もう少し頼れるようにならないと」

　自分の胸にしまうと決めた、昨夜のエレノーラの取り乱した姿。

　それを思い出しながら、私は心地よさそうな顔で眠るエレノーラの手へと、恐おそる恐おそる手を伸のばす。

　エレノーラの手は、信じられないほど細く少し力を入れただけでも折れてしまいそうだ。

　この手で、エレノーラは私を、信じられないほど多くの人を、助けてきたのだ。

　それも、なんの見返りも求めることなく。

　なぜ見返りを求めないのか、そう聞くとエレノーラの返答はいつも決まっていた。

　誰にも認められなかった自分を受け入れてくれただけで、十分満たされている。

　だから、それ以上の見返りなど必要ないのだと言ってエレノーラは笑っていた。

　その時に私は決めたのだ。

　いつか、エレノーラを支えられるような、困った時に助けられるような人間になって、彼かの女じよに教えてやろうと。

　──助けられた人間達の方が、エレノーラが満たされる以上に救われていることを。

「だから、もっと私は……」

　未熟な自分を悔くいるように、私は小さく呟く。

　……眠っているエレノーラの顔が、まるで幼児のように安心しきっていることに気づかずに。

　彼女の心が少しずつ変わってきていることを、私はまだ知るよしもなかった……。
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「……なぜ、こんなことに」

　辺へん境きよう伯はくに会ってから数日後。

　私、ソーラスは自室の中、呆ぼう然ぜんと椅子にもたれかかっていた。

　机には貴族達から送られてきた手紙。

　それを眺ながめる私の顔に浮かぶのは、紛まぎれもない絶望だった。

　貴族達から交易を辞やめたいという旨むねの手紙が一いつ斉せいに送られてきたことに私は動揺しながらも、必死に貴族達に手紙を出し、頼たのみ込んだ。

　このままでは、侯こう爵しやく家けは立ち行かなくなってしまう。

　なんとか交易を続けたいと。

　侯爵家は他家の商品を買い取り、王都に流す仲ちゆう介かい貿易で生計を立てている。

　つまり、他家との交易が途と絶だえるのは、侯爵家にとって致ち命めい的なのだ。

　だが、どれだけ頼み込んでも侯爵家との交易を再開しようとする家は一つとしてなかった。

　エレノーラがいない侯爵家との交易はどうしても考えられない、そんな旨の内容が貴族達から返ってきた手紙のほとんどに書かれていた。

「……ふざけるな！　これではまるで、エレノーラがいたからこそ、交易が成り立っていたようではないか！」

　激しい憎ぞう悪おが胸に湧き上がるが、目の前の手紙の山という現実に、すぐに消え去ることとなった。

　……それは、エレノーラがどれだけ侯爵家にとって必要不可欠であったのか、何よりも雄ゆう弁べんに物語っていた。

　どうしようもない状じよう況きようであることを理解しながら私は、よろよろと力なく立ち上がる。

　もう既に疲つかれ果はてていたが、どれだけ致命的な状況であれ、立ち止まるわけにはいかなかった。

　立ち止まってしまえば、侯爵家は大きな被ひ害がいを受けることが確定しているのだから。

　できるだけ早く貴族の協力者を得て、エレノーラを見つけ、この状況を変えなければならない。

「そうだ、アイーダとソイラの実家なら……」

　今まで散々可愛かわいがっていた愛人達のことを私が思い出したのはその時だった。

　二人の実家は高位の貴族ではないが、一人でも味方が欲しい今、贅ぜい沢たくなど言っていられない。

「今まで散々実家に支し援えんしてやったんだ。味方になってくれるに違いない」

　小さな希望を見み出いだした私は、早さつ速そく愛人二人に話を通そうと自室を後にした。

　……だが、どれだけ捜さがしてもアイーダとソイラの姿はどこにもなかった。

　この数日間、二人に会っていなかったことに気がついたその時だった。

　嫌いやな想像が私の頭をよぎった。

「……い、いや、そんなこと、ありえるわけがない。あれだけ可愛がっていた二人に限って……」

　頭に浮かぶ不安を必死に否定しながら、私は必死にアイーダとソイラを捜す。

　それでも、愛人達の姿が見つかることはなかった。

　それどころか、使用人達もこの数日間二人の姿を見ていないと言う。

　その時には、もう私も理解できていた。

　もう私の愛人達は既にこの屋敷にはいないことを。

　──そう、彼女達は、私を見捨てて逃にげ出したのだ。

「ふざけるな！　今まで私がどれだけ……！」

　二人が逃げ出したということに、私は怒いかりを抑おさえることができない。

　側にあった机を叩たたきつけ、怒ど声せいを上げる。

「絶対に許さない！」

　今思えば、エレノーラが逃げ出したきっかけもあの愛人二人だった。

　あの二人との会話に気を取られなければ、私もエレノーラの逃とう亡ぼうにもっと早く気づいたかもしれない。

　二人のせいで手遅れになっても私は許してやったのに、今さら侯爵家から逃げ出すのか！

　私は逃げ出した愛人達への憎にくしみを募つのらせる。

「当主様、もう少し落ち着かれた方がよろしいと思います」

　その時、諌いさめるような声が響いた。

　声に反応し、振り返った私の目に入ってきたのは、カーシャの姿だった。

　私を落ち着かせようとしてカーシャはやってきたのだろうが、彼女の姿を見て私はさらに苛いら立だちを募らせる。

　辺境伯との交易が断交した原因である横領にカーシャが関わっていることは、私も勘かんづいていた。

　それにもかかわらず、未だ侯爵家で大きな顔をしているカーシャに対し、私は怒りや憎しみを超こえ、殺意を覚えずにはいられなかった。

　だが、私はその怒りをカーシャにぶつけなかった。

「……何か用か、カーシャ」

　なぜなら現在カーシャの実家が、侯爵家に味方してくれる数少ない貴族だからだ。

　その事実がある限り、いくらカーシャが気に入らなくても、それを表に出すわけにはいかない。

　それを知ってか、カーシャは物もの怖おじせず、私に続けて意見した。

「まだ、手はあります」

　その態度に胸に湧き上がってくる怒りをなんとか押おし込みながら、私は吐き捨てる。

「……そんなものがあれば私だって手を打っている」

　口調に苛立ちを滲ませる私に対し、カーシャの顔色は一いつ切さい変わらなかった。

「私の実家から今、エレノーラ様の足そく跡せきを見つけたかもしれないと連絡が来ました」

「……は？」

　カーシャからもたらされたのは私が待ち望んでいた報しらせだった。

　一瞬私は、その言葉を信じられなかった。

　何も告げることができず、私は呆然と彼女を見つめる。

　そんな私を安心させるように頷き、彼女は言葉を続けた。

「奥おく様さまの身み柄がらさえ押おさえれば、貴族達の対応も変化しましょう。そうなれば、アイーダとソイラにも然しかるべき報むくいを受けさせることができます」

「そうか！　よくやった！」

　それはこの状況を大きく変える報せだった。

　ようやく現状を打開できる手札を見つけたことに、私は顔が緩むのを止められない。

　エレノーラさえ戻れば、全てはいい方向に進むはず、そう私は確信していた。

「カーシャ、実家に命じていち早くエレノーラを確保しろ！」

「はい！」

　部屋を後にするカーシャの姿を見送りながら、私は声を上げて笑い始める。

「ふふ、ふはははは！　とうとう見つけたぞエレノーラ！」

　今まで私を虚こ仮けにしたことをどうやって後こう悔かいさせてやろうか？

　いやまず、今まで侯爵家に損害を与あたえた分を取り戻すまで、こき使ってやろう。

　そう想像する私には、先程までの憂ゆう鬱うつな気分は残っていなかった。

　エレノーラが戻ってくるならば、カーシャに罰ばつを与えるのも保留してやってもいい、そんな考えさえ私は抱いていた。
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「とうとう見つけたぞエレノーラ！」

　背後から、主の叫さけび声ごえが聞こえる。

　喜びを隠そうとしない、歓かん喜きの叫びだ。

　それを耳にした瞬間、私カーシャの頰ほおは自然と緩んでいた。

　まだ、こんな人目のある場所で笑うわけにはいかない。

　私は必死に表情を整えながら、誰もいない自室に入り、扉を閉める。

　私の口から押し殺した笑いが漏れ出たのは、扉が閉まったその直後だった。

「うふ、ふふふ！　本当に馬ば鹿かな人。──まだ、私の実家が侯爵家の味方をしているなんて噓うそを信じてくれているなんて」

　毛布を口に押しつけながら、私はくぐもった笑い声を漏らす。

　あの女がいなくなって、本当にようやく、私にもツキが巡めぐってきた。

「……エレノーラ、やっとあの女の呪じゆ縛ばくから私は自由になれる！」

　そう呟いた私は、エレノーラが来てからの恐きよう怖ふの日々を思い出す。

　天国から一転、地じ獄ごくのような恐怖に襲われることになった日々を。

　エレノーラが来る前、私はあの愚おろかなソーラスの下で好き勝手に動くことができた。

　貴族達から疎うとまれる侯爵家のせいにすれば、大たい抵ていのことは咎とがめられることはなかった。

　主であるソーラス自身が問題を起こしていたこともあり、私や他の使用人達が何をしようとも、問題にされることはなかったのだ。

　……だが、そんな日々がいつまでも続くわけがなかった。

　私達が好きに動きすぎたことに気づいたのは、二年前。

　侯爵家と交易関係にあった貴族達が次々と断交の手紙を送ってきた時だった。

　ここまでくると、後悔はもう無意味だった。

　そのままであれば、侯爵家は財政的に大きな被害を受けるはずだったが──その状況を覆くつがえした人間こそがエレノーラだった。

　強ごう欲よく令嬢、ただのわがままなお嬢様でしかないと思い込んでいたエレノーラが、鮮あざやかな手しゆ腕わんで貴族達に恩を売っていた時、私は驚きよう愕がくと共に感謝を覚えていた。

　これでまた私の楽園が守られたと、そう思い込んで。

　……故に、エレノーラが私達使用人に矛ほこ先さきを向けた時、私は恐怖を隠せなかった。

　唯ゆい一いつにして最大の幸運は、ソーラスの愚かさだった。

　あれだけの手腕を見てもなお、ソーラスはエレノーラのことを蔑さげすみ、信用していなかったのだ。

　しかし、そんな最悪の状況にもかかわらず、エレノーラはとどまることはなかった。

　無力化したと思ったはずのエレノーラが、かつて隠いん蔽ぺいしたはずの私の実家での不正に関して追及してきた時、私は驚愕と恐怖を隠せなかった。

　一体どんな情報網もうを持てば、名家とはいえ王都から離はなれている私の実家の情報を得られるのか。

　エレノーラという人間の恐ろしさを真に私が理解したのはその時だった。

　あのままであれば、私は間ま違ちがいなく破は滅めつしていただろう。

　──自じ滅めつのような形でエレノーラが体調を崩くずすことがなければ。

　エレノーラはそれまでどれだけ私達に虐しいたげられようが、屈することはなかった。

　家か畜ちくの餌えさを出され、世話をしないどころか無視され、他にも数えられない嫌がらせを受けても、エレノーラの心は折れなかった。

　けれど、その身体は限界を迎むかえていたのだ。

　ただでさえ、ソーラスにこき使われていた上の粗そ食しよくに、私達への対処。

　その激務に、精神はともかくエレノーラの身体は耐たえられず、限界を超えてからは見る間にぼろぼろになっていった。

　その頃になれば、もうエレノーラは私達に構っているどころではなかった。

　ソーラスはエレノーラが限界を超えたことにも気がつかず、使いやすくなったと喜びこき使い続けていたが、彼女が廃はい人じんになるのは時間の問題だっただろう。

　それは私にとってこれ以上ない幸運だった。

　これならゆっくりと準備を整え、侯爵家を逃げ出すことができる。

　横領で手にした金があれば、私を雇やとってもらうように他の貴族と話をつけることも簡単なはずだ。

　私だけは、侯爵家の滅亡に巻き込まれず逃げきることができると思っていた。

　──エレノーラが侯爵家から逃げ出したのはその時だった。

　今ならばはっきりと分かる。

　エレノーラが逃げた時、私も逃げるべきだったと。

　だがソーラスに横領の事実を知られた今、手て遅おくれだった。

　ソーラスは私だけが逃げるのを許さないだろうし、どの貴族も私を受け入れないだろう。

　今や実家さえ私を助けてくれはしない。

　侯爵家への協力を望んでも、あっさり断られたのだから。

　まさしく「詰み」の状態だ。

　ソーラスに敵意を向けられるようになった時ほど、強くエレノーラを呪のろったことはない。

　一体どれだけ、私を困らせれば気が済むのか、と。

　もう勘かん弁べんして欲しいとさえ思った。

　──だが、そんな生活もようやく終わる。

「ふふ、ソーラスが愚かで本当によかったわ」

　実家が侯爵家の味方だと思うように書類を改かい竄ざんしただけで、私の不正の追及をやめたソーラスを嘲あざ笑わらいながら呟く。

　おかげで私は、自分の目的を着々と進めることができていた。

　私がクローゼットから取り出したのは、とんでもない金が収められた鞄かばん。

　辺境で奪い、蓄たくわえたそれを見ながら私は確信する。

　これだけの金額があれば、目的を果たすのは容易だと。

「これなら、商会の人間も私を無下にはできないわ！」

　それは最初、平民に媚こびを売るなど認められず、貴族の家に逃げようと考えていた私にとって、何としても避けたかったことだった。

　しかしそれ以外に選択肢がなく、不本意ながら平民の中で力を持つ商会に逃げることに決めたのだが、今は当初ほど嫌けん悪お感はなかった。

「改めて考えれば、決して悪くない選択よね。こんなことなら、もっと早くに商会に行けばよかったわ」

　一度商会の人間と言葉を交かわしてみたところ、やたら下した手てに対応されたのを思い出し、私は上じよう機き嫌げんになる。

　あの様子なら、商会に厄やつ介かいになることになっても、好き勝手な生活が保証されるのは間違いないだろう。

　それだけの力が、私の持っているこの鞄にはあった。

「……出資者として商会に逃げるのは二日後。これであの愚かな当主様ともお別れね」

　自分の未来が明るいことを疑わない私は、そう呟き小さく笑う。

　これでもう、エレノーラと関わることもないだろうと思いながら。
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　その日、お盆ぼんを持ったアルトが私の部屋にやってきたのは、夜も更ふけた頃だった。

「……エレノーラ様、今日も遅おそくなってしまい申し訳ありません」

　焦しよう燥そうを顔に滲ませ、部屋に入ってきたアルトは、私へと謝罪する。

　そんなアルトに対して、私は何も気にしていないと笑って告げる。

「いえ、気にしないで。こうして顔を見せてくれるだけで、嬉うれしいことだから」

「……はい。ありがとうございます」

　だが、私の言葉を受けても、アルトの顔から申し訳なさそうな表情が消えることはなかった。

　そのアルトの顔に、罪悪感で私の胸がちくりと痛む。

　本当に責められるべきは自分であることを、私は知っていた。

　アルトは商会長で、かなり多忙だ。

　私の部屋に来る時間が、負担になっていてもおかしくない。

　本来であれば私から、もう来なくていいと言うべきだろう。

　……分かっていながら、私はまだアルトに告げられなかった。

　別に特別な理由があるわけではない。

　ただ、アルトと共に過ごせるこの時間がなくなってしまうのが、どうしても惜おしかったのだ。

　そのため、今日も私は話を逸そらしてしまった。

「私、もうお腹が空いてしまって。アルト、いつも通りお願いしてもいいかしら？」

「はい、お任せください！」

　私の言葉に、真しん剣けんな表情になったアルトが、ベッドの側にある椅子に座すわり器うつわに入ったスープを手に取った。

　アルトにスープを飲ませてもらうようになってから、もう数日。

　その間に、私には一つの変化があった。

　アルトに対する態度にぎこちなさが消えてきたのだ。

　それまで私は、初日に見た夢が現実であった可能性に気がついて、アルトに対する態度が硬かたくなっていた。

　そんな私とは対照的に、アルトは夢の内容を気にしているような素振りがなく、私は最近になってようやくあれが夢だったと確信できたのだ。

「どうぞ、エレノーラ様」

　アルトも最初は、照れを隠せなかったようだったが、徐じよ々じよに、真剣に私にスープを飲ませてくれるようになった。

　それが、自分を心から心配して看病してくれているからだと分かった時、私は自然にスープを飲めるようになっていた。

「うん、美お味いしい」

　スープを口にして、私は顔をほころばせる。

　温かいスープは、知らぬ間に冷えていた身体をじんわりと温めてくれる。

　至福の感覚に、私は吐と息いきを漏らす。

　アルトが微笑ましげに呟いたのは、その時だった。

「エレノーラ様は、本当に美味しそうにスープを飲まれますね」

　顔を上げると、アルトは柔やわらかい笑みを私に向けていた。

　アルトのどこか大人っぽいその表情に、私の胸が高鳴る。

　子どもの頃とは明らかに違うアルトの成長に、なぜか最近私は気恥ずかしさを覚えていた。

　明らかに自分が年下の子どものように扱あつかわれているのに、どこか心地よく感じて、そのことに私は戸と惑まどう。

　けれど、僅わずかに残った姉貴分としての意地が、その気持ちを認めるのを良しとしてくれなかった。

　我ながら子どもっぽい意地だと感じながらも、私はアルトに言い返す。

「あら。美味しいものを美味しいと言って何が悪いのかしら。ほら、アルトも食べてみたら私の気持ち分かるわ」

　そう言って私は、お盆に置かれていた予備のスプーンを手に取って、スープを掬すくう。

　そして、自分がいつもしてもらっているようにアルトにスープを飲ませてあげようとして、彼の異変に気がついた。

「エ、エレノーラ様？」

　私の目に入ってきたアルトの顔は真っ赤だった。

「……っ！」

　それを見た瞬間、私は急に自分が何をしようとしたかを意識してしまう。

　私がアルトにスープを飲ませてもらうことは、看病の一いつ環かんだろう。

　だが、元気なアルトに私がスープを飲ませるのは、所いわ謂ゆる婚こん約やく者しやや恋人がするような行こう為いにあたるのではないかと。

　ソーラスと愛人達のやり取りを思い出し、自分の行為の意味を理解した私は、羞恥心から固まってしまう。

　……それも、アルトにスプーンを突つき出したままの体勢で。

　中ちゆう途と半はん端ぱに差し出したスプーンをどうすればいいか、咄とつ嗟さに判断できず私は軽いパニック状態に陥おちいる。

　アルトが口を開き、私の持つスプーンをくわえたのはその時だった。

「あ、アルト!?」

　驚きと羞恥で声を上げた私に、スプーンから口を離したアルトは、真っ赤な顔に笑みを浮かべて告げる。

「……幸せすぎて、私は死んでしまうかもしれません」

　……その言葉は、あまりにも卑怯だった。

　どうしようもなく締しめつけられる胸を感じながら、私は強くそう思う。

　なんで味の感想じゃないのか、もう少しこちらの事情を鑑かんがみて、手加減して欲しい。

　アルトに対するそんな思いが、私の胸の中に湧き上がってくる。

「そ、そうよね。美味しいわよね」

　しかし、私が言えたのは当たり障さわりのない言葉だけだった。

　何を言っても、アルトを意識しているような気がしてしまったのだ。

　以降の食事は、それまでと打って変わり、ぎこちない空気が漂ただようこととなった。

　そんな食事の後、空気を変えるように精せい一いつ杯ぱい平静を装よそおったアルトが告げる。

「今日はもう遅いですし、お休みになったらどうでしょう？」

　その言葉は当然の提案だった。

　いつも私とアルトは、食事の後少しだけ話す。

　だが今日に限っては、スープを飲み終えた時点で遅い時間になっていた。

　それに、今日は恥ずかしくてアルトとまともに話せる自信がなかった。

　けれどそれを理解していても、私はアルトとの会話がなくなることに不満を覚えていた。

　いつもなら、迷めい惑わくになると胸の奥にしまい込むその感情が、なぜか今日だけは押し込められなかった。

「……もう少しだけ、駄だ目めかしら」

「エレノーラ様？」

　シーツの裾すそを摑つかみながら、私が漏らしたわがままにアルトは驚愕の表情を浮かべる。

　自分が何を言ったのか、羞恥心と罪悪感の入り交じった感情が胸を支配し、私は思わず顔を俯うつむかせる。

「申し訳ありません、エレノーラ様。私も、お話しできたら嬉しいのですが……」

　そんな私へアルトが告げたのは当たり前の返答だった。

　予想していたにもかかわらず、いつもよりも寂しく感じて私はシーツを強く握にぎる。

　ただ、アルトの言葉はそこで終わりではなかった。

「お話はやめて、今日はエレノーラ様が眠るまでお側にいさせて頂きます。だから、安心してお休みください」

　顔を上げると、そこにあるのは優しげに笑うアルトの姿だった。

　そんな彼に促されて、私はベッドに横になる。

　それを確かく認にんした後、アルトはどこからか書類を取り出し、仕事を始める。

「ふふ」

　その姿に、私の口からくぐもった笑いが漏れる。

　アルトが側にいてくれるというだけで、なぜか私の胸は高鳴る。

　その気持ちの理由は分からない。

　ただ、徐々にアルトを弟ではない別の存在に思えてきていることに、私は気がついていた。

　それが兄なのか、父親なのか、それとももっと別のものなのか私には分からない。

　ただ、その気持ちが決して悪いものではないことはたしかだった。

　私がそんなことを考えているうちに、アルトは真剣な表情で書類を片付けていく。

「時間配分が下手くそ、か」

　私がまだアルトが協力者であることを知らなかった時、マリーナが私に言っていた言葉を思い出す。

　あの時は意味が分からなかったが、今ならどういう意味か分かった。

　様々な仕事が溜たまってしまうにもかかわらず、アルトが私の側にいようとしてくれることを、揶や揄ゆした言葉なのだと。

　マリーナがそう言うほど、アルトが私を心配し、側にいてくれようとしていたことを私は知ってしまった。

　それも、この部屋で寝落ちしてしまうくらい、この部屋にいてくれている。

　以前、私の部屋で寝落ちした後で、顔を真っ赤にして慌あわてていたアルトを思い出し、私は満面の笑みを浮かべる。

　私としては、もう一度くらい寝落ちしてくれていいと思うのだが、残念なことにあれ以降アルトが寝落ちしたところは見たところがない。

　それはともかく、侯爵家を逃げ出してからのアルトの屋敷での日々はとても充じゆう実じつしていた。

　そう、それはもしかしたら商会のメンバーで各地を渡り歩いていた時以上に。

　……だからこそ、そんな生活を送る中で自分の胸に生まれたある懸け念ねんを、私は無視することができなかった。

　真剣な眼まな差ざしで書類を片付けていくアルトの姿。

　それを目にしながら、私の中でさらに懸念が強くなる。

　最近、アルトは私の部屋に来るのが遅くなっている。

　それは、処理しきれない量の仕事が溜まっている証だ。

　そんな姿を目まの当あたりにして、私は不信感を覚えずにはいられなかった。

「仕事量が多すぎる……」

　お昼、マリーナにそれとなく聞き出した話から、私はアルトが一日中仕事に追われていることを知っていた。

　アルトは私の部屋に来てもなお、仕事をしている。

　それは、商会長だった私から見ても、異常と言わざるを得ない仕事量だった。

　余よ程ほどのことがなければ、ここまで多忙にはならないだろう。

　──そして、余程の理由に私は思い至っていた。

「……いえ、そんなことはありえない」

　だが、頭に浮かんだその考えをすぐに私は否定した。

　なぜなら、私は知っていたからだ。

　それを認めた瞬間、今の生活全てが崩れ去ることを。

　だから、私は必死にその事実から目を逸らす。

　自分の想像が、間違っていることを祈いのりながら。

　いくら目を逸らしても現実が変わるわけなどないのに。

　必死の現実逃とう避ひが、翌日打うち砕くだかれることを知るよしもなく、私はその日眠りについた……。
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　ひっきりなしに私のいる部屋の前を使用人のものらしき足音が響く。

　それを耳にして、私は思わず顔を歪めた。

　昨夜、眠りに落ちる前に必死に現実逃避したことは、まだ頭に鮮明に残っている。

　だが、もう目を逸らし続けるのは無理なことを私は理解していた。

　……この騒さわがしさは、アルトが動きだしたのが原因だと。

　覚悟を決めた私は、ベッドの近くに座るマリーナへと問いかける。

「ねえ、マリーナ。今日は皆忙しそうね」

　そんな私の言葉に反応したマリーナが困ったような顔をして口を開く。

「申し訳ありません。さすがにこの部屋の前を歩かないようには……。部屋を変えましょうか」

　気遣ってそう話しかけてくれたマリーナに、私は首を横に振る。

「心配させてしまってごめんなさい。別にうるさいと言いたいわけではないの」

　侯爵家にいた時のことを考えれば、私にとって気に障るほどの音ではなかった。

　酷ひどい時は、使用人達があえて騒がしく部屋の前で私の悪口を言っていた時もあった。

　それに比べれば、気にならないどころか、むしろ心が落ち着くのを感じるほどだ。

　もし、私がアルトの行動に思い至っていなければ、気にもならなかったかもしれない。

　しかし今は、気のせいで済ませることなどできはしなかった。

「ただ、何かあったのかなと思って」

「いえ、エレノーラ様がお気になさることではないかと」

「……そう」

　どれだけマリーナに聞こうが、帰ってくるのは「エレノーラ様には関係ない」の言葉だけで、頑がんとして質問に答えることはなかった。

　それでもマリーナの顔にも、少し気まずそうな表情が浮かぶようになっていった。

　おそらくマリーナも、とぼけつづけるのは無理があると気がついているのだろう。

　私がどこまで勘づいているかは分からずとも、この異変に疑問を抱いていることはマリーナも気づいている。

　マリーナは知っているのだ。

　自分がどれだけ上う手まく誤魔化して話しても逆にまるめこまれ、気づかぬうちに私に情報を与えることになると。

　だから、マリーナが本気で何かを隠したい時は頑として何も言わない。

　けれど、今回に限ってはその態度こそが私にとっては、重要な情報だった。

　今起きていることは、それほど重大なことなのだと。

　益ます々ます自分の予想を裏づける手がかりが出てきたことに、内心苦々しく思いながら私は口を開く。

「マリーナ、一つだけ聞かせて欲しいのだけど、いい？」

「……なんでしょうか？」

　私の言葉にマリーナの顔に警けい戒かい心が浮かぶ。

　このままでは素す直なおに聞いても絶対に答えてもらえないに違いない。

　だから、申し訳ないがかまをかけて情報を引き出すことにした。

「今アルトは公爵家にいるの？　アルトの商会は公爵家の専属でしょう？」

「なっ!?」

　次の瞬間、マリーナは驚愕を顔に浮かべ絶句した。

　公爵家とアルトの商会が繫つながっている、それは私が一年前、まだ他の商人との伝つ手てが生きていた頃に思い至った仮説だった。

　ソーラスが公爵家と敵対したと聞いた時、謝罪するよう必死に説得した理由も、この仮説があったからだった。

　その時、アルトが公爵家の専属だと確信していたわけではないが、公爵家が大商会を専属にしていることは、確信していたのだ。

　とはいえ、その後調子を崩してしまったこともあり、私にはその確証を得ることはできなかった。

　だが、アルトと共に行動しているマリーナなら、商会のことを知っていておかしくない。

　私は内心緊張しながらも、表面上はいつも通りを装い、マリーナの言葉を待つ。

「……どうしてそれを？」

　そして、出てきたマリーナの言葉は私の仮説を肯こう定ていするものだった。

「……っ！」

　その瞬間、自分の懸念が正しかったことを確信して、私は強く唇を嚙かみしめた。

　思い出すのは私に向けるアルトの優しい笑顔。

　そんな彼が、侯爵家に反感を抱いているだろうことは、分かっていた。

　だが、アルトは私の前でその感情を見せることはなかった。

　最初は私に気を使ってくれているのかと思った。

　だが、時間が経たって私は勘づいてしまったのだ。

　アルトが、私の意識を侯爵家から逸らすかのように、不自然に話題に上げないことを。

　その時、私はもう違い和わ感かんから、目を逸らせなくなっていた。

　まるで国一つを敵に回すかのような、異常な仕事量。

　侯爵家と唯一渡り合える権力を有する公爵家と繫がっていること。

　そこから導かれる結論に、私はとうとう目を逸らすことをやめた。

　そして、私は決意する。

　何としてでも、それは避けなければならないと。

　──そう、あの心優しい青年が私のために、侯爵家を敵に回すなんてことは、絶対に許してはならないと。

「……アルトに確認しないと」

　緊張で顔を強張らせながら、私はマリーナに聞こえないくらい小さな声で呟く。

　眠るまで側にいてくれたアルトの姿が、脳裏によぎる。

　アルトをいつの間にか頼るようになっていることに、私は気がついていた。

　それを心地よく感じていることも。

　だからこそ、今回だけは絶対に止めなくてはならない。

　相手は侯爵家、貴族の中で特権を持つ準王族と呼ばれる存在。

　いくらアルトが公爵家と繫がっていても、ただでは済まない可能性がある。

　アルトが傷ついた想像をしただけで、強く痛む胸に私は改めて決意する。

　絶対に、アルトと侯爵家を敵対させてはならない、と。

「ごめんなさい、マリーナ。私は少し休むわ。アルトが帰ってきたら教えてくれない？」

「え、え？　わ、分かりました」

　未だ衝しよう撃げきから覚めていないマリーナに罪悪感を覚えながらも、私は早々に眠ることにする。

　夜にできるだけ長い時間起きて、アルトと話をするために。

　そして、何としても侯爵家との敵対をやめさせるために。

　……しかしその夜、アルトが帰ってくることはなかった。
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「……公爵家のアルフォートが屋敷にやってきた、だと？」

　突然の来客を私、ソーラスが告げられたのは、カーシャからだった。

「は、はは、つまらない冗談はやめてくれ？」

　最初、私はただの冗談としか思わなかった。

　……いや、そう思い込みたかった。

　だが、その願望はあっさりと否定される。

　ただ顔を青くして俯くカーシャの姿に、アルフォートがやってきたことが本当だと気づかされる。

「追い返せ！」

「……っ！」

　その瞬間、辛かろうじて取とり繕つくろっていた冷静さは消え失せ、私はカーシャへとそう怒ど鳴なりつけていた。

　焦燥が頭を支配し、私はそれを呆然とするカーシャへぶつける。

「私はいない、そう言って早くアルフォートを屋敷から追い出せ！」

「そ、そんなこと不可能です！」

「うるさい！」

　カーシャの言葉通り、今さらアルフォートに居留守が使えないことぐらい私だって理解していた。

　屋敷に訪ねてきたというならば、私がいることだってアルフォートは摑んでいるだろう。

　それに、いくら家令代理であれ、本職がメイド長であるカーシャでは、高位貴族であるアルフォートを追い出すことなんてできない。

　それを理解しながらも、私はカーシャを怒鳴りつける。

「当主命令だ！　いいから、早くアルフォートを追い出せ！」

　なぜ公爵家が屋敷に乗り込んできたのか、私には分からない。

　公爵家が本格的に問題を追及してくるのは、もう少し先になるはずだと私は思い込んでいたのだから。

　なのにアルフォートは、私の意表をつくように突然押しかけてきたのだ。

　エレノーラがいない状況で、突然訪れたアルフォートを相手にするなんて絶対に避けたかった。

　もう一度カーシャに、アルフォートを追い出すように言いつけようと私は口を開く。

　……若い男性のものと思われる声が響いたのはその時だった。

「何やら、騒がしいが何かあったのかい？」

　今までの足あ搔がきが全て無む駄だとなったことを理解し、私の顔から一気に血の気が引いた……。

　声に反応し、振り向いた私の目に入ってきたのは、ローブで顔を隠した護衛達を連れた金きん髪ぱつの青年だった。

　鍛きたえていることが分かる細身な身体に、端たん正せいで整った顔。

　その碧へき眼がんには自信が満ちており、同性である私でも彼の社交界での人気が理解できる。

　その青年こそが、若くして公爵家当主に上り詰め、貴族社会にもっとも強い影えい響きよう力を持つ、アルフォートだった。
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　アルフォートは端正な顔に笑みを浮かべ、口を開く。

「邪じや魔ましてしまって申し訳ない。騒ぎ声が聞こえたもので、何かあったのかと思ってね」

　飄ひよう々ひようとそう告げるアルフォートに、私は思わず叫びたくなる。

　そんなこと、微み塵じんも思っていないくせにと。

　だが、正直に言えるわけがなかった。

「いえ、お気になさらないでください」

　なんとか苛立ちを胸の奥にしまい込み、私はアルフォートへと笑いかける。

　どれだけ怒りを抱こうが、今その気持ちをぶつけるにはいかない。

　今の侯爵家の状態で公爵の怒りを買うことは絶対に避けなければならないのだから。

　私は表面上は穏やかに告げる。

「では、客室でご用件を伺うかがいましょうか。案内します」

　……だが、内心は焦燥の嵐あらしだった。

　アルフォート達を案内して客室に入りながら、既に手遅れだと理解しつつも、私はどうにかこの場から逃げられないか、必死に考える。

　突然のアルフォートの襲しゆう来らいというこの最悪な状況を覆せないか。

　アルフォートがやってきたのは、社交界での一件、つまり私をはめたあの出来事のためだろう。

　とはいえ、まだ実際にアルフォートの口からそう告げられたわけではない。

　もしかしたらまるで関係ない用件で訪れたのではないか。僅わずかな可能性だと理解しながら、私はそんな希望を抱いて、口を開いた。

「それで、今日はどうして当家に？　もしかして、以前の社交界での件でしょうか？」

「いや、それとは別件だ」

「──っ！」

　その瞬間、私は思わず歓かん声せいを上げてしまいそうになる。

　しかしまだ、アルフォートの言葉は終わっていなかった。

「今回こちらを訪問した理由はある人物からの密告だよ」

　そう言いながら、アルフォートはポケットから刻印の入った時計を取り出す。

「──侯爵夫人に対する不当な扱い、それについて何か言い訳はあるかい？」

　最初から今までまるで変わらぬ笑顔でアルフォートが告げたのは、私が想像もしていなかった言葉だった。

　少しの間、客室を沈黙が支配する。

　アルフォートがエレノーラのことを切り出したことに、私は啞あ然ぜんとしていた。

　だがそれだけ。

　驚きこそすれども、私が慌てることはなかった。

　私は先程までの焦燥が噓のように笑顔を浮かべアルフォートに告げる。

「なんのことでしょうか？　言い訳も何も、心当たりがありませんね」

　アルフォートが掲かかげた時計、王家の刻印が刻まれたそれへと、私は目をやる。

　それはアルフォートが国王から下か賜しされたとされる時計だった。

　王家の刻印が刻まれたものを渡すというのは、国王がもっとも信しん頼らいを置いている貴族という証あかしとなる。

　公爵家が国王から授さずかったのはそれだけではなく、同時に貴族を裁く権限を王家から認められたのだ。

　──本来、王家しか持てない権限であるにもかかわらず。

　それこそが、元は亡国の人間に過ぎない出自でありながら、公爵家が貴族社会に絶大な権限を有する理由。

　貴族を裁ける権限とは、それほど大きな力なのだ。

　そして、アルフォートが時計を見せているということは、侯爵家をその権限で裁こうとしていることを示している。

　それを理解しながらも、私に動揺はなかった。

　悲痛な顔を作りながら、私は口を開く。

「妻に不当な扱いを？　そんな事実などありませんよ。いえ、それどころか不当な態度であったのは、侯爵夫人になったからと好き勝手していたエレノーラの方でしょう」

「っ！」

　私の言葉に、アルフォートの顔に小さく苛立ちが浮かんだのが分かる。

　その態度は、侯爵家がエレノーラを虐げていた事実を知っているからだろう。

　それでも私は気にせず言葉を続ける。

「エレノーラが逃げ出したのは事実です。だがそれは、使用人を虐いじめるのをやめるように言ったところ、逆上しただけのこと。他の皆様に迷惑をかけないように捜していますが、あくまでそれだけの話です」

「ほう。では、密告は噓であると？」

「ええ。どうせ、エレノーラが逆さか恨うらみして作り上げた噓を信じた馬鹿の仕業でしょう。信用する方が愚かというもの」

　いつも通りエレノーラに全ての責任を押しつけながら私は笑う。

「なんなら、エレノーラの実家である伯はく爵しやく家けに確認して頂ければ私が正しいと分かりますよ」

　──伯爵家が侯爵家の味方である限り、エレノーラは私の奴ど隷れいなのだから。

「どうやら、アルフォート様の得た情報は間違いだったようですね」

　私は公爵様の掲げた時計を鼻で笑い、最後にそう断言する。

　嘲あざけりを隠そうともせずに。

　そんな私の態度を受けても、アルフォートは何も口にすることはなかった。

　沈黙が支配する客室の中、私は思わず笑いだしそうになる。

　乗り込んできたからには、アルフォートもそれなりに調べていたのだろう。

　だが、そんなものは全て無意味だった。

　貴族令嬢に関しては、実家の証言こそが他の誰の言葉より優先されるのだから。

　それを覆せるのは決定的な証しよう拠こだけ。

　それがなければ、私の言葉は全て本当のこととされる。

　だから、アルフォートには何もできない。

　いくら優秀と言われる公爵家新当主だろうが、ただの密告だけでは侯爵家を訴うつたえることなどできないのだ。

「はは、あははは！」

「……なっ！」

　だが、そんな私の反応を気にせずアルフォートは笑い続ける。

　さも、私のことがおかしくて堪たまらないと言いたげに。

「ふ、ふふ。失敬。まさか自信満々にそんな見苦しい言い訳を語るとは思わなくてね」

　笑いすぎて息も絶え絶えに、そう告げるアルフォートの姿は、明らかに私を馬鹿にしたものだった。

　その態度に苛立ちを覚えるが、アルフォートの態度はあくまで虚きよ勢せいだと、私は自分を落ち着かせる。

　しかし、私が余裕を保てていたのは、その時までだった。

「最初に密告と言ったのが適切でなかったな。今さらだが、訂てい正せいさせてもらおう。──密告ではなく自白があった、と」

「……え？」

　私の胸の中、ある最悪の想像が浮かんだ。

　その私の心を見み透すかしたようにアルフォートは右手を挙げる。

　まるで誰かに合図するように。

　それに反応したのは、フードを被った複数の護衛達だった。

　いや、厳密にはその護衛の中の二人。

　その二人は、アルフォートの合図に反応するように前に踏み出し、顔を隠していたフードをまくりあげる。

「う、噓だ……」

　フードの下から出てきた見覚えのある青い顔を目にし、ようやく私は理解する。

　自分の頭に浮かんだ最悪の考えは、正解だったということを。

　フードの下から顔を出した人物、それは。

　──侯爵家を逃げ出したはずの私の元愛人達、アイーダとソイラだった。

　二人の姿を見て私は強制的に理解させられる。

　ここにいる以上、アイーダとソイラがエレノーラの扱いに関して口を割ったのだと。

　……そして共犯者に当たる二人が口を割った今、もう言い逃のがれはできないことを。

「逃げたばかりかお前達は公爵家に寝返ったのか……！」

　気づけば私は、アルフォートと共に立つアイーダとソイラへ、そう叫んでいた。

　今さらすぎる後悔が胸によぎる。

　二人の行き先を実家だと思い込まず、寝返る可能性を考え何がなんでも捜し出すべきだったと。

　そうしていればこんな状況にはならなかっただろう。

　そう考えて私はアイーダとソイラを睨にらみつける。

「いや、この二人は別に公爵家に寝返ったわけではないよ」

　おかしくて堪らないと言いたげな、空気を読まないアルフォートの言葉に、私は反射的に敬語を忘れ、叫び返す。

「だったらなぜここにいる！」

　もはや私には、先程の余裕は欠片も残っていなかった。

　不敬であることや、今公爵家の機嫌を損そこねることがどれだけまずいかさえ忘れ、激情のままに怒鳴る。

　だが、その私の態度をアルフォートはまるで気にしていない様子で告げた。

「簡単なことだよ。──この二人はどちらも、逃げ帰った実家の人間によって、私に差し出されたのさ」

「……は？」

　告げられたのは、私がまるで想像しなかった事実だった。

　アイーダとソイラには少なくない金を与えていたし、彼女達はそれを実家にも入れていたはずだ。

　なのになぜ、アイーダとソイラは実家に捨てられたのか。

　まるで理由が分からず呆然とする私をよそに、アルフォートはおかしくて仕方ないといった様子で笑いながら告げる。

「ふ、ふふ。いやどうやらこの二人は、自分が稼かせいでいることを盾たてにして、それぞれ家族に高圧的に接していたらしい。自分は侯爵家当主の愛人で、かなりの金を入れているからありがたく思え、とね。そのせいで助けを求めた実家にあっさり見捨てられたらしい」

　腹を抱かかえて笑うアルフォートの後ろに立っているアイーダとソイラの顔はいつの間にか、怒りで朱しゆに染まっている。

　その様子が、何よりアルフォートの言葉が真実だと物語っていた。

「お前達は勝手に自滅するならともかく、侯爵家まで巻き込んだのか……！」

　激しい怒りが、私の胸の中に膨ふくれ上あがる。

　どれだけ醜態を晒せば、この二人は気が済むのか。

　アルフォートに余計なことを話さないように言われているのか、屈くつ辱じよくに顔を歪めながらも無言のままのアイーダとソイラ。

「恥を知れ！」

　初めての私の怒声に、アイーダとソイラの肩かたが震える。

「……元げん凶きようのお前がそれを言うのか」

　だが、次の瞬間響いた呆あきれを隠さない声に、私の気勢は削そがれることになった。

「社交界であれだけのことをして、公爵家を敵に回した人間がよくそんなことを言えるな……」

　アルフォートは疑問を顔に浮かべ、口を開く。

「なあ、聞かせてくれないか？」

　淡たん々たんと尋たずねてくるアルフォートに私は危機感を覚える。

　今まで隠してきた事件の真相を明らかにされるのではないか。

　だが、この状況ではアルフォートに口を挟はさむこともできない。

　葛藤する私を無視し、アルフォートは言葉を重ねる。

「私の妹を下級貴族だと思い込んで手を出そうとしたどころか、断られて暴れた挙句、会場にあった公爵家の芸術品を壊こわし──」

　しんと静まり返った客室の中、全てを知っているとでも言いたげに、私を鋭するどい視線で射すくめながら、アルフォートは続ける。

「その上で謝罪しなかったどころか、公爵家が正式に侯爵家へと抗こう議ぎする前に、他の貴族に公爵家にはめられたと言い回り、印象操作を図はかろうとした侯爵家当主殿どの。──君はどの口で、他人を恥知らずと罵ののしれる？」

　いつの間にか、背中から冷たい汗あせが噴ふき出だしていた。

　服が張りつく嫌な感覚に震えながら、私はなんとか言い訳を口にしようとする。

　だが、なんの言葉も出てくることはなかった。

　……アルフォートの告げた言葉、その全てが真実だったのだから。

　公爵家にはめられたという話は、私が自分のプライドを守るためについた噓だったのだから。

　とはいえ私も侯爵家内ではともかく、他の貴族達に公爵家の悪評を流す時は、言い訳の余地を残すため、明言は避けていた。

　しかし侯爵家の内情を知るアイーダとソイラが公爵家にいる今、それを持ち出したところで無駄なことぐらいは、私にも理解できた。

　私にできたのは、なんとか謝罪の言葉を絞しぼり出すことだけだった。

「……申し訳、ありません」

「はあ……。謝罪の言葉だけで済む問題でもないんだけどね。まあ、明言はしていないなんてつまらない言い訳をされるよりはマシだけども」

　私の悪わる足あ搔がきを見抜いたように、アルフォートはその顔に呆れを浮かべたがすぐに真剣な表情に戻った。

「とはいえ、あの時壊したものは弁べん償しようしてもらう。そして、エレノーラ侯爵夫人を虐げたことに対する罰もきちんと受けてもらおう」

　そう言って書類を手渡してきたアルフォートに、私は唇を強く嚙みしめた。

　エレノーラを虐げた罰として記された慰い謝しや料りようは、決して高くはなかった。

　以前の侯爵家なら、簡単に払はらえたに違いない。

　……だが、もう一つの方は桁けた違いだった。

「……こんなもの、払えるわけがないだろう！」

　私が暴れ破損した彫ちよう刻こくなどの装そう飾しよく品ひんの弁償額。

　その支払い期限は一週間後……今の侯爵家では不可能だった。

　エレノーラのおかげで侯爵家はある程度裕ゆう福ふくにはなった。

　だがそれはあくまで少し遊んだら消える程度のものだ。

　高額な公爵家の装飾品を今すぐ、弁償できるほどのものではない。

　その上、エレノーラに対して慰謝料を払うことになれば、侯爵家は少なくない借金を負うことになる。

　それは、貴族社会から距離を置かれている今、致命的になりかねない負担だった。

「ま、待ってくれ！　数週間でいい！　なんとか工面することを誓ちかう。だから！」

　どうしようもなく惨みじめな自分に、屈辱を感じる。

　それでも今は、こうしてアルフォートに縋すがるしかなかった。

　今、カーシャの実家がエレノーラの行ゆく方えを摑みかけている。

　あともう少し時間を稼げれば、エレノーラを侯爵家に戻す可能性が、この最悪の状況を一変できる可能性がある。

「……これでも譲じよう歩ほしたんだが、足りないと？」

　しかし、アルフォートの返答は冷ややかだった。

　その反応に、支払い期限の延長が不可能だと理解した私の顔から血の気が引いていく。

　しかしアルフォートは優しく囁ささやいた。

「だが一つ条件を飲むならばエレノーラの慰謝料どころか、弁償額さえなかったことにしてやろう」

　全てを無に帰す、そんな上手い話があるわけない、そんなこと私だって分かっている。

　だが、それで諦めてしまうには現状はあまりに追い詰められていた。

「──エレノーラ嬢じようとの離り縁えんを了りよう承しようするならば、全ての金額を私が肩代わりしよう」

　……呆然と顔を上げた私に笑いかけるアルフォート。その顔は、誘ゆう惑わくする悪あく魔まのように美しいものだった。

「……は？」

　アルフォートの言葉を私は信じることができなかった。

　エレノーラと公爵家に何か関係があったなど聞いたことがない。

　だからこそ、一瞬私は聞き間違いかと疑った。

　だが、アルフォートの護衛が新たに私へ差し出した書類を見て、自分の耳が正しかったと知った。

「提案を飲むならば、この書類に署名をお願いいたします」

　護衛の男が差し出したのは、貴族が離縁する時に王家に提出する書類だった。

　その書類にエレノーラの名前は既に記入されており、それを見て、ようやく私は理解する。

　アルフォートは本気で、エレノーラの解放を求めていることを。

　しかし、私は混乱を隠せなかった。

「……他家の一夫人のために、どうしてここまで？」

　エレノーラを離縁させるために、アルフォートがここまで手を尽つくす理由が分からなかった。

　エレノーラの離縁が弁償額に見合うとは到とう底てい考えられない。

　疑念を隠せない私に対し、アルフォートは笑って告げた。

「そんな深い理由はない。ただ、マルレイア辺境伯に頼まれたことがあるだけさ」

「……っ！　そういうことか」

　アルフォートが今までエレノーラを気にかけてきたわけが分かった。

　あの忌いま々いましい辺境伯の顔が私の頭によぎる。

　私が訪ねた時、あの男はしらをきったが本当はエレノーラの居所を知っていたのだろう。

　いや、あの男がエレノーラを匿かくまっていたに違いない。

　いいようにされたこと、馬鹿にされたことに対する怒りで、目の前が真っ赤に染まる。

　しかしその怒りは、弁償額の記された請求書の前に霧む散さんすることとなった。

「……くそ」

　どれだけ辺境伯に復ふく讐しゆうしたいと考えても、今はそれどころではないのだ。

　今は莫ばく大だいな借金を回避しなくてはならない。

　そして、その手段はサイン一つで済む……それでも私は決断することができなかった。

　エレノーラがいれば、いずれはこの額面以上の金を手にするのも難しくないだろう。

　それに、貴族社会から疎そ外がいされている今、エレノーラを失うのは避けたかった。

　しかし、もう私に選択肢は残されていなかった。

「なんで私がこんな……！」

　数分間の躊ちゆう躇ちよの後、私は震える手で書類に署名する。

　……私とエレノーラの離縁が成立した。

　言葉にできない不安が私の胸に押し寄せてきたのは、その時だった。

　今まで何があっても侯爵家が大丈夫だと思えていたのは、エレノーラの存在があったからだった。

　それを手放す喪そう失しつ感は想像以上のもので、やり場のない感情を怒りに変えた私は、書類を渡してきた護衛の男ではなく、アルフォートへと乱雑に書類を投げつけ叫ぶ。

「これで思い通りか負け犬の末まつ裔えいが！　気が済んだなら早くここから……え？」

　だが、私の言葉は途と中ちゆうで中断されることとなった。

「……ああ、ようやく。ようやくここまできた」

　激怒する私にまるで興味なさそうにアルフォートは床ゆかに落ちた書類を摑みあげ、小さな笑みを漏らした。

　そんなアルフォートを前にして、一瞬私は何が起きたのか分からなかった。

　いや、正確に言えば自分の前に誰がいるのか、分からなかった。

　……それほどに、アルフォートの表情や雰ふん囲い気きが、激変していた。

　呆然とする私を冷ややかに見つめながら、アルフォートは口を開いた。




「──これで、なんの遠えん慮りよもなしに侯爵家を潰つぶせる」
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「──これで、なんの遠えん慮りよもなしに侯こう爵しやく家けを潰つぶせる」

　今まで被かぶっていた紳しん士しの仮面を投げ捨て、そう呟つぶやいた私の胸にあったのは、溢あふれんばかりの憎ぞう悪おだった。

　ようやくこの憎悪を、ぶつけることができる。

　そう考えた私の口元が、自然と弧こを描えがく。

　そう、今まで私がソーラスに告げた言葉は本心ではなかった。

　全てはソーラスを騙だますための演技でしかない。

　本当の目的を隠かくし、公こう爵しやく家け新当主アルフォートはただ辺へん境きよう伯はくの遣つかいでしかないとソーラスに思わせるための。

　ソーラスへの憎悪を、敵意を隠すのは本当に至難のことだった。

　何せ、その顔を見るだけで殴なぐりかかりたい衝しよう動どうに襲おそわれていたのだから。

　けれど、その感情を抑おさえたことでようやくここまで来られた。

　感情を表に出せる時まで。

「この程度で騙される人間でありがとう。おかげで手間が省けたよ」

　私は嘲ちよう笑しようと共に、ソーラスに感謝する。

　それだけされても、ソーラスの顔に混乱以外の感情が浮うかぶことはなかった。

「なに、を……」

　ソーラスはただ呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。

　怒いかりを露あらわにするのでもなく、私の突とつ然ぜんの変へん貌ぼうに驚おどろくのでもなく。

　騙されたことすら、ソーラスは認にん識しきできていないのだろう。

　だが、そんなことを丁てい寧ねいに説明する気など私にはなかった。

　そんなことよりも、今は自分のやらなければならないことをするべきだ。

　そう判断した私はソーラスを無視し、離り縁えんに関する書類を手にしている、護衛に扮ふんした側近バルトへと口を開く。

「用意してきたものを」

「はい」

　私の言葉に反応し、バルトがローブの下から取り出したのは、鞄かばんだった。

　何事かと言いたげなソーラスの視線を気にせず私はその中に手を入れ、書類の束を取り出す。

　そして、乱雑にそれを机の上に放り投げ、ソーラスへと笑いかけた。

「それを見れば、さすがの侯爵家当主でも状じよう況きようが分かるだろう？」

　私の声に一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせたソーラスは、恐おそる恐おそる書類の束を持ち上げて慎しん重ちように読み始める。

　ゆっくりと読んでいたのは最初だけだった。

　ソーラスは血走った目で、書類を次々とめくっていく。

「……っ！」

　書類を一枚めくる度たび、ソーラスの顔からはどんどん血の気が引いていく。

　そして、書類の半分も読み終えた時には、顔は蒼そう白はくになっていた。

　そんなソーラスへ、私はあえて満面の笑えみで問いかける。

「気に入ってくれたか？　調べあげるのに二年間も要しただけのことはあるだろう」

　その私の言葉に反応し、頭を上げたソーラスの顔に浮かんでいたのは、絶望だった。

「これなら、侯爵家を潰せるとは思わないかい？」

　──私がソーラスに手渡した書類の束、それはソーラスを含ふくめた歴代侯爵家当主が起こしてきた犯罪行こう為いの証しよう拠こがまとめられたものだった。

　今まで私が必死にエレノーラをソーラスから離はなそうとしていたのは、全てこの時のためだった。

　これだけの罪を暴ばく露ろして侯爵家を潰せば、侯爵家に縁えんのある人間全てに被ひ害がいが及およぶ。

　だからこそ私は、真っ先にソーラスがエレノーラを離縁するよう仕向け、被害がエレノーラに及ばないようにしたのだ。

「……っ！」

　私の意図に薄うす々うす勘かんづいたのか、ソーラスの隣となりにいるカーシャというメイド長は、青ざめていた。

　少なくとも彼かの女じよは、私が本気で侯爵家を潰そうとしていることは理解できたに違ちがいない。

「は、はは。冗じよう談だんが過ぎるのではないでしょうか、公爵閣下？」

　……だが、一方でソーラスはまだ現実を受け入れられていなかった。

　侯爵家の犯罪を調べ尽くされた書類。

　それを見れば、侯爵家を本気で潰そうとしていることぐらい誰だれだって分かる。

　にもかかわらず、ソーラスは必死で現実から目を逸そらそうとしていた。

「先さき程ほどおっしゃっていたはずですよね？　エレノーラと離縁すれば、全てを免めん除じよすると。この書類も、侯爵家で処分してよいということですよね？」

　今までと打って変わって、下した手てな態度で縋すがるような目を向けてくるソーラス。

　変わり身の速さに必死に笑いを堪えながら、私は口を開いた。

「ああ。別に構わない」

「……っ！」

　私の一言一言で一いつ喜き一いち憂ゆうするソーラスに、とどめをさすように私は告げる。

「もう既すでに王家には、同様の書類を送っているからな」

「…………は？」

　その瞬しゆん間かん、ソーラスの顔から表情が消えた。

「妹にあれだけ無体を働き、貴重な装そう飾しよく品ひんを壊こわした人間が今さら何を言うのか。君のおかげで、公爵家は一時的とはいえ金欠状態だ。──その上、恩人を傷つけた人間をどうして許せる？」

　その言葉に、ソーラスは呆然と呟く。

「……そんな、たしかに免除すると」

　この期ごに及んでまだ状況が理解できていないソーラスに、私は呆あきれを覚えた。

「ああ、たしかに言った。だが、私が免除すると言ったのは弁べん償しよう額と慰い謝しや料だけだ。この書類に関しては一いつ切さい明言していない。そうだろう？」

「最初から？　……っ！　まさか、お前私を騙して……」

　その瞬間、ソーラスの顔色が変わった。ようやくはめられていたのに気づいたようだ。

「弁償額を免除してやっただけでも、十分な温情だろう？　だから、安心して侯爵家と共に滅ほろびてくれ」

「ふざけるな！」

　顔を怒りで真っ赤にして立ち上がったソーラスが叫さけんだのは、次の瞬間のことだった。

　手に持った書類を握にぎりしめ、ソーラスはさらに叫ぶ。

「こちらが下手に出ているのをいいことに、亡国の負け犬が私を騙したのか？　私の善意に対し、悪意を返すとは、お前には貴族としての誇ほこりはないのか！」

「ふぁ」

「……っ！」

　知り得る限り貴族として最低の屑くずからいただいたありがたい言葉に、私は欠伸あくびを嚙かみ殺ころす。

　なかなか上手く嚙み殺せたと思ったのだが、馬ば鹿かにされていることにさすがの馬鹿も気づいたらしく、ソーラスはさらに顔を赤くする。

　次の瞬間には、嘲あざけるような笑みを浮かべ口を開いた。

「よく見てみれば、ここに書かれているのは下級貴族との間に起きた問題だけではないか！　そんなものでこの侯爵家を本当に潰せると思ったのか？」

　……これだけの量の問題を見てもなお、強気でいられるソーラスに私は、感心を抱いだく。

　公爵家でも、これだけの書類を見せられれば破は滅めつを覚かく悟ごすると思うが、ソーラスはどうにかなると信じているらしい。

　勘かん違ちがいを正してやる代わりに、私は再度鞄へと手を入れる。

「この程度の問題いくらでも揉もみ消けすことができる！　そもそも王家が侯爵家を潰すのを認めるはずが……」

「おっと、まだ書類を渡し忘れていた」

「貴様、一体何……え？」

　ソーラスの怒声を遮さえぎって私がわざとらしく突つき出したのは、数枚の書類だった。

　私の行動に、一瞬ソーラスは怒りを顔に浮かべる。

　だが、その顔は私の差し出した書類に凍こおりついた。

　書類には、辺境伯との交易で侯爵家の金の巡めぐりがおかしいことがはっきりと記されている。

　つまり、言いい逃のがれのしようがない横領の証拠だった。

　先程までの勢いから一変、ソーラスは急に無言になる。

　私の用意していた証拠はそれだけではなかった。

「これも忘れていた」

「──っ！」

　悲痛に歪ゆがむソーラスの顔を見ながら、私が次に取り出したのは、王家の名をかたって侯爵家が他の高位貴族を脅おどした証拠だった。

　王家の名をかたる、それは貴族には絶対に許されない大罪。

　その証拠を差し出されたソーラスの顔は、青を通りこして白くなっている。

　とどめとばかりに私は微笑ほほえみかけた。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。王家にはこれらの書類ももれなく渡している。──安心してくれ」

「……噓うそ、だ」

　たった一瞬の間で、一気に老ふけたソーラスは力なく椅い子すに座すわる。

　その様子を見た私は、嘲りを顔に浮かべるでもなく、憎にくしみをぶつけられることに対する仄ほの暗ぐらい喜びを覚えるでもなかった。

　ただ、私は冷ややかにソーラスの様子を観察する。

　性しよう懲こりもなく歯向かってきたとしても、それらを一から全て封ふうじ込め、確実にソーラスの心を折るために。

　二年間という長い間エレノーラを助けられなかった事実に、私は強い悔かい恨こんを抱いている。

　だが、その二年間は決して無む駄だな日々ではなかった。

　全てはエレノーラを侯爵家から完全に解放するため。

　そのために蓄たくわえてきた様々な切り札が、まだ鞄の中にはしまわれていた。

　しかし、どうやらその切り札が使われる機会はなかったらしい。

「……頼たのむ、もうやめてくれ。いや、やめてください」

　憔しよう悴すいを隠せない様子で、額を深く下げたソーラスの姿。

　もう完全に反はん抗こうする気が失うせている。

「た、頼みます！　なんでも言うことを聞きます！　だ、だから、どうか王家に取り成してください！」

　頭を下げたまま、懇こん願がんするソーラスの態度はこれまでとは比ひ較かくにならないほど、真しん剣けんなものだった。

「そ、そうだ！　侯爵家当主として、公爵家につきましょう！　侯爵家が公爵家の味方となれば、もう誰も亡国の人間であることを指して、公爵家を馬鹿にする者はいなくなるでしょう！」

「当主、様……！」

　若い女性の声が響ひびいたのはその時だった。

　ふと私が横を見ると、そこにいたのは紅茶を持ってきたらしい、一人の若い侍じ女じよだった。

　侍女が持つトレイの上の紅茶は冷めており、彼女が長い間そこにいたことが分かる。

　どうやら、取り込んだ話のせいで今の今まで声をかけることができなかったのだろう。

「……っ！」

　頭を床に擦こすりつけた状態のソーラスの肩が震えるのが見える。

　プライドの高いソーラスにとって、使用人にこんな姿を見られるというのは耐たえ難がたいことに違いない。

　だが、それでもソーラスが頭を上げることはなかった。

　そのまま、必死に懇願し続ける。

「お願いします、どうか王家に取り成してください……」

　それこそが、どれだけソーラスが王家との関係の断絶を恐れているかを示していた。

　それは当然だろう。

　侯爵家は古くから王家との関係があったからこそ、今まで好き勝手できたのだから。

　故ゆえにソーラスは、必死に私に縋りつく。

「公爵家にはもう、何も手出しをしませんから！」

　しかし、全てが今さらすぎた。

　私はソーラスの方へと歩きだす。

「……え？」

　その進路にあったのは、紅茶を持った侍女。

　侍女の持つトレイからお茶の入ったカップを取りながら、私は口を開く。

「なるほど。侯爵家の気持ちはよく分かった」

「──っ！」

　私がそう告げた瞬間、僅わずかにソーラスの肩が動き、彼かれが希望を抱いたことが伝わってくる。

　それを冷ややかに見つめながら、私はソーラスの頭上でカップを傾かたむけた。

「なっ!?」

　紅茶がソーラスを濡ぬらす音が、部屋の中に響く。

　最後の一滴がカップを離れた後は、部屋の中を静せい寂じやくが包む。

　その静寂の中、頭を濡らしたソーラスは呆然とした様子で顔を上げた。

　私は彼に笑え顔がおを向ける。

「で、それが？　──今さらそんな言葉で私を説得できるわけないだろうが」

　その私の言葉に、ソーラスの顔から表情が消えた。

　ようやくソーラスも、私に縋ったところで無駄であることに気がついたらしい。

　笑顔を顔に貼はりつけたまま、私はさらに言葉を続ける。

「言っただろう？　恩人を──エレノーラ嬢じようを傷つけた屑を許すつもりなど私にはない、と」

「……エレノーラ？」

　ソーラスの顔色が変化したのはその時だった。

　私の口から告げられたその名前に、呆然と顔を上げる。

　私はさも今気がついたように口を開いた。

「ああ、そうだ。エレノーラ嬢は、この私の恩人だよ」

「……ありえない！　エレノーラの口からは、一言もそんなこと聞いててない！」

「そうだろうね。エレノーラ嬢自身でさえ、公爵家新当主に貸しがあることなど知らないのだから」

「何を言って……？」

　私の言葉に、ソーラスの顔に疑問が浮かぶ。

　だが、私とエレノーラ嬢の間にあったことを事細かく教えてやる気は私にはなかった。

　ソーラスに教えてやらなければならないのは、もっと別のこと。

　最早、侯爵家に残っているのは地じ獄ごくだけという現実だ。

「今さらそんなことを気にしてどうする？　自分の未来を気にかける方がよっぽど有益だと思うが」

「……っ！」

　ソーラスは顔を歪める。

　その様子を冷ややかに見つめながら、私はさらに言葉を重ねる。

「エレノーラ嬢をあれだけ痛めつけておいてよくそんな態度を取れるものだ。エレノーラ嬢は未だに床とこから起き上がれないのに」

　……ソーラスの雰ふん囲い気きが変化したのはその時だった。

「エレノーラが、未だに床から起き上がれない……？　なんでそれを知っている？」

　私の言葉を繰くり返かえすソーラスの顔に最初浮かんでいたのは、何かを考えるかのような表情だった。

　──しかし、それはすぐに憤ふん怒ぬの表情へと変化した。

「……そうか。お前が、お前がエレノーラを侯爵家から奪うばったのか！」

　次の瞬間、怒りの叫びと共に、ソーラスが摑つかみかかってきた。
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「全て、全てお前が仕組んだのか……！」

　そう叫びながら伸のばした私の手を、アルフォートは避よけなかった。

　簡単に私は、彼の胸むな倉ぐらを摑むことに成功する。

　その瞬間、相手が公爵家当主だという躊ちゆう躇ちよが、私の中から消え去った。

「ふざけるな！　くそが！　亡国の負け犬が！」

　怒りで視界の端はしが赤く滲にじむ。

　胸倉を、自分の拳こぶしに痛みが走るほど強く握りしめる。

　こいつが、全てを潰したのだ。

　エレノーラを利用し、愛人と気ままに過ごす日々。

　こいつさえいなければ今もあったはずの未来。

　だが、この男が私の全てを奪った。

「殺してやる！　エレノーラを、侯爵家の奴ど隷れいを奪いやがって！　何様だお前！」

　私はかつてエレノーラにしたと同じように、アルフォートを背後の壁かべにぶつけようと力を入れる。

「なあ、バルト？　これから何が起きても正当防衛で済むよな？」

　……しかしどれだけ力を込めようが、アルフォートの身体からだはびくともしなかった。

「ええ。大丈夫かと」

「そうか。それなら遠慮は要いらないな」

　淡たん々たんと、背後にいる部下と会話を交かわす。

　アルフォートはまるで私を脅きよう威いとみなしていなかった。

　その姿に、私の中で何かが切れる音がした。

「くそがくそがくそがぁ！」

　もはや、アルフォート達の会話さえ私の頭に入ってこなかった。

　あるのは一つ、アルフォートに対する憎悪だけ。

「アルフォートォォォオ！」

　壁に叩たたきつけられないならば、殴りつけてやればいい。

　アルフォートの胸倉から手を離し、私は拳を振ふり上げる。

「──ッ！」

　腹部に、突然衝しよう撃げきが走ったのはその時だった。

　一瞬、何が起きたのか分からなかったが、次の瞬間、激痛が内臓からせり上がってきた。

「が……！」

　衝撃と痛みで、息を吸うことができない。

　苦しみの中私は、俯うつむいて腹部をかばいながら後ずさる。

　その際目に入ってきたのは、私の腹部辺りの高さにあるアルフォートの拳だった。

　それを見て、ようやく私は理解する。

　アルフォートに、返かえり討うちにあったのだと。

「あ、あが」

　後ろに移動して躓つまずきバランスを崩くずしてから、自分の後ろに椅子があったことを思い出すが、今さら遅おそく椅子へと背中から倒たおれ込む。

　しかし、アルフォートは私の前まえ髪がみを摑み、強ごう引いんに私の身体を持ち上げた。

「いっ！」

　前髪を摑まれたことで、頭に痛みが走り、私の口から悲鳴が漏もれる。

　なんとか痛みから逃にげようとするが、暴れれば暴れるほど痛みが酷くなるため動けない。

　……アルフォートが耳元で囁ささやいたのは、次の瞬間だった。

「暴力を振るったということは、自分がそれを受けることも覚悟の上だよな？」

　そしてアルフォートは、私の髪の毛を摑む手に力を込め、下へと押おしつけた。

「……ぅえ？」

　何が起きたか分からず声を上げた私の眼前に、机が迫せまる。

「ぎぃあぁぁぁぁぁぁあ！」

　机に押しつけられた瞬間、鼻からごりっという音が響き、私は叫び声を上げていた。

　口の中には鉄の味が広がっており、涙なみだが溢れ出す。

　少しでも痛みを和やわらげようと、アルフォートの手と机の間で顔を動かすが、全てが無意味だった。

　……アルフォートに襲いかかるのが、どれだけ愚おろかな行為だったのか、今さらながら私は理解した。

　喧けん嘩かに慣れていない私にも分かるほどに、アルフォートは手慣れていた。

　そんな相手に、暴力を振るおうとするなど、決してしてはならないことだったのだ。

　ようやく自分の間ま違ちがいに思い至った私は、血を口から吐はきながら、必死にアルフォートへと謝罪する。
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「わ、悪ひゃった。あ、謝あやまる、だから、た、助けて、頼む！」

「はぁ。本当にどうしようもないな」

　頭上から響いたアルフォートの声には、隠す気のない呆れと蔑さげすみがこもっていた。

　アルフォートは私の前髪を摑み、強引に顔を持ち上げる。

　次の瞬間、私の目に入ってきたのは、冷ややかに見つめるアルフォートだった。

「この程度で、もう弱音を吐くのか？　エレノーラ嬢には、こんなものとは比較にならない苦しみを強制しておきながら」

　アルフォートの顔には、一切表情がなかった。

　しかしその目には、私に対する憎悪が見て取れた。

　……余計なことをすれば、この場で殺される。

　そう理解して震える私を一切気にすることなくアルフォートは続ける。

「もう私に反発する気力も残っていないか。本当に情けない。……だが、お前の生しよう涯がいで一番の賢明な判断だな」

　私の前髪を握る手に万まん力りきのような力を込めながら、アルフォートは告げる。

「お前がまたエレノーラ嬢を奴隷と呼ぶようなことでもあれば、殺すつもりだったからな」

「いっ！」

　……アルフォートがそう告げたのと、私の前髪が私の頭皮から抜ぬけたのは、同時だった。

　強引に髪を抜かれた痛みに、私は地面にのたうち回る。

　頭に手をやると、前髪があった部分に皮ひ膚ふの感かん触しよくがあり、私は顔を悲痛に歪める。

　だが、それを認識しても私の心にアルフォートに対する憎しみが浮かぶことはなかった。

　その時既に、私の心は完全に折れていた……。
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　それから、ソーラスは何かを口にすることも、立ち上がることもなかった。

　顔に浮かぶのは、取とり繕つくろうこともできない絶望。

　その姿に、私はソーラスの心が折れたことを理解する。

「あれ」を渡すべきだと私が判断したのは、その時だった。

　私は鞄から一枚の書類を取り出し、ソーラスへと投げつけた。

「せめてもの情けだ。この書類に署名しろ」

　地面に落ちたその書類を、ソーラスが拾う。

　次の瞬間、その書類に印しるされた刻印に気がついたソーラスは、動どう揺ようを隠せない様子で口を開いた。

「王家の紋もん章しよう……？」

「陛下からの最後の温情だ」

「……っ！」

　私の言葉に、ソーラスは呆然とした態度から一転、夢中で書類へと目を通し始める。

　だが、その顔はすぐに不可解なものへと転じた。

「これに署名した者の爵しやく位いは王家に返上されたものとし、以後王家との関わりがなかったものとする……？」

　不信感を隠そうとしないソーラスの態度に、横にいるバルトの顔も緊きん張ちようで強こわ張ばる。

　だが、私は一切表情を変えず告げる。

「爵位を自主的に王家に返上するならば、王家の名をかたった罪をなかったことにする、そういうことだ」

　表面上は穏おだやかな態度に、ソーラスの顔に浮かぶ不信感が薄まっていく。

　それを確かく認にんした上で、私は淡々と告げる。

「不服なら、その書類を返してもらうが？」

「い、いや！　まさか、不服など一切ありません！」

　ソーラスは慌あわてたようにその書類に署名し始める。

　──これが、最後にして最大の罠わなであることに気づかずに。

「こ、これでいいのだろう？」

「署名は確認した。この書類に関しては私が陛下へと渡しておこう」

　ソーラスから書類を受け取った私は、あえて無愛想にそう告げる。

　私が嫌いや々いや受け取っているとソーラスが勘違いしてくれるように。

　顔に安あん堵どを滲ませたソーラスは、罪人として護衛に引き連れられて部屋を後にするその最後の時まで、書類に署名した意味に気づくことはなかった……。

　ソーラスが部屋から連れ出された後、私の口元に浮かぶのは隠しきれない笑みだった。

　この瞬間を一体どれだけ待っていたか。

　この二年間がようやく形となった、そのことに私はこの場で人目も気にせず笑いだしたい衝動にかられる。

　だが、まだ喜ぶには早い。

　まだ罰ばつを与あたえなくてはならない者達が残っているのだから。

「一体何が……」

「と、当主様が……」

　客室の外から聞こえてくる囁き声。

　聞こえてくる方向に目を向けると、そこにいたのは騒さわぎを聞きつけて集まった使用人達だった。

「呼ぶ手間が省けたな」

　……その言葉に使用人達の間に、隠しきれない動揺が走ることとなった。

　今さらながら彼らも気がついたのだろう。

　私の怒りの矛ほこ先さきが、ソーラスだけにとどまらないことを。

　しかし、今さら気がつこうが既に遅い。

「ここまで侯爵家が大きな問題を起こしていて、使用人に責が及ばないと思うのか？」

　呆然とする使用人達の後ろで、一人の歳とし若い侍女が密ひそかに逃にげ出そうとしたのはその時だった。

「カナリア・アスリーズ、どこに行く気だ？」

「……っ！」

　私の声に周囲の使用人達や侍女達も、カナリアが逃げようとしたことに気がつく。

　非難の目に晒さらされる中、振り向いたカナリアの顔は青ざめていた。

　私が使用人の一人でしかない彼女の名前を知っていたことで、カナリアもようやく理解できたのだろう。

　私には、誰一人として使用人を許すつもりがないことに。

　私の思おも惑わくを悟り震える彼女へと、私は感情を覆おおい隠して告げる。

「エレノーラ嬢を傷つけた屑達を許すつもりはない、そう言ったのを聞いていなかったのか？」

　……その言葉に、今度は使用人達全員の顔から血の気が引くことになった。

　使用人達がエレノーラにしたこと、それを全て私が把は握あくしていることに気がついたのだ。

「ま、待って！」

「私は罪に問われないのよね？」

　背後から、焦あせったような声が響いた。

　振り返ると、私の目に入ってきたのは縋りつくような目を向けるアイーダとソイラだった。

「私達がエレノーラ……様にしたことを全て打ちあける条件として、罪に問わないとおっしゃいましたわよね？」

「私も覚えています！　その条件があったからこそ、私はソーラス様を裏切りました！　忘れたとは言わせないわ！」

　その血走った目に浮かんでいたのは隠しきれない恐きよう怖ふだった。

　先程のソーラスの末路を見て、二人も理解できたのだろう。

　破滅が決まった侯爵家の側にいたら、自分達もただでは済まないと。

　故にアイーダとソイラは、かつて私が口にした約束を盾たてに保身を図はかろうとしていた。

「実家から裏切られても、私達は公爵家に味方しました！　どうか、そのことを忘れないでください！」

「私達は公爵家に十分尽くしました！」

　必死に懇願してくるその姿に、私は呆れが隠せなかった。

　そもそも、この二人が実家から捨てられたのはただの自じ業ごう自じ得とく。

　公爵家どころか、侯爵家にも何の関係もない。

　それでも、アイーダとソイラとの約束を破るつもりはなかった。

「分かっている。侯爵家の罪に関してはお前達二人に問うことはしない」

「……っ！」

「よかった……」

　私の言葉に、二人の顔に希望が宿る。

　……だが、それは全ての罪を問わないという意味ではなかった。

「もちろん、エレノーラ嬢に対する虐ぎやく待たいに関しては、話は別だがな」

「……え？」

　私の言葉を想像していなかったと言いたげに、二人の顔色が変わった。

「……侯爵夫人を虐しいたげておいて、無罪放ほう免めんで終わるとどうして思えた？」

「は、話が違うわ！」

「お前達がエレノーラ嬢を虐待したという事実に、侯爵家は関係ないが？」

「……っ！」

　反論が思いつかなかったのか、アイーダとソイラは押おし黙だまる。

「だがまあ、侯爵家の罪を着せないという約束を破るつもりはない。だから、安心して慰謝料の返済に集中するといい」

　──そうして私が取り出したのは、貴族ですら払はらうのを躊躇するような金額が記された書類だった。

「噓、なんでこんな……」

　呆然としたアイーダの口から、隠しきれない悲ひ嘆たんが漏れる。

　一方ソイラは私に、半ば悲鳴のような声で叫ぶ。

「あ、ありえない！　こんなのソーラス様に請せい求きゆうした額よりも多いじゃない！　なんで！」

「自分よりも身分の高い女性を虐げておいて、ソーラスと同じわけがないだろう」

　ソイラに私は淡々と告げた。

　当たり前だが、この貴族社会において身分は絶対だ。

　ソーラスの庇ひ護ごがなくなった今、アイーダとソイラがエレノーラを虐げたことは、許されないことなのだ。

　私が最初から、約束を守ろうとする気などなかったことをようやく知った二人は、私に憎々しげな目を向ける。

　だが、実際のところ私が無用な約束をしたのは、決して騙そうと思っていたからではなかった。

　本当ならば、拷ごう問もんして強引に話を聞き出してもよかった。

　それをせず、あえてアイーダとソイラから喋しやべらせる形にしたのは、私の善意だった。

　実家から捨てられたことで、二人も罰を受けたのだと判断したからこそだった。

　エレノーラの慰謝料に関しては免除はしないが、法外な金額を求めるつもりも私にはなかった。

　──その思いを覆くつがえしたのは、その後の二人の行動だった。

「これも全てお前達の自業自得だろう？」

　そう言って私はバルトに目で合図して、一枚の封ふう筒とうを取り出す。

　それは貴族が手紙を出す時に使われる上等なもの。

　書かれた宛あて先さきはエレノーラの実家である伯はく爵しやく家けで、送り主の名はアイーダとソイラだった。

「噓！」

「それは……！」

　懇願するような二人の視線を無視し、私はその封筒の中から手紙を取り出す。

「……教えてくれないか？　どうすれば、これだけ厚こう顔がん無む恥ちな要求ができる？　そもそも、どうして公爵家からこんなものを送ろうとして、私に知られないと考えた？」

　……その手紙に書かれていたのは、エレノーラが伯爵家に戻もどり次し第だい、自分達が実家から追い出された慰謝料を請求するという文面だった。

「この手紙からは、まるでお前達が実家から捨てられた責任が、エレノーラにあるように読み取れるのだが、それは私の勘違いか？」

「そ、その手紙は何かの間違いで……」

「ほう？　だったら、お前達に与えた部屋の中から、エレノーラから慰謝料を取るための相談を耳にしたと、使用人が私に教えてくれたのだが、それも使用人の聞き間違いだと言いたいのか？」

「……っ！」

　その瞬間言葉を失った二人の姿は、つい今までエレノーラから慰謝料を取ろうとしていたことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　アイーダとソイラは、この期ごに及んでもなお、エレノーラを虐げようとしていたのだ。

　そう、侯爵家で虐げていた時とまるで変わらずに。

「……本当にどうしようもないな」

　その手紙を目の前で握りつぶした私に対し、アイーダとソイラは一言も発せなかった。

「この恥はじ知しらず達を屋敷から追い出せ」

「そんな！」

「今公爵家に捨てられたら……！」

　その言葉を私が聞くことはなかった。

　護衛達に合図し、二人は連れていかれる。

「お願い話を……！」

「私達は……！」

　最後まで、アイーダとソイラは何か叫んでいたが、それもすぐに聞こえなくなった。

「さて、話を戻すか」

　そして私は、何事もなかったように使用人達へと向き直る。

　……使用人達の顔に浮かんでいたのは、絶望だった。

「愛人達でさえ、借金を負った。だったら、自分達がそれ以下の罪だとは思っていないよな？」

　私が淡々と告げた言葉に、使用人達の顔に緊張が走る。

　先程までの私の対応を見て、使用人達も理解できたのだろう。

　抵てい抗こうしても、もう無駄であることを。

「賢けん明めいな判断だと言っておこう。さすがの私も、これ以上言い逃れをする者がいれば容よう赦しやなく罪を重くするつもりだったからな。二年間の強制労働、それがお前達に課せられる罰だ」

「……え？」

　彼らの反応を無視して、私はバルトへと話しかけようとしたが、

「ありえない！　なぜそんな重い罪を私達が！」

　一人の侍女が私を遮さえぎった。

　最初に逃げ出そうとした侍女、カナリアだった。

「強制労働は、言い方が違うだけで奴隷と同じ扱あつかいではないですか！　なぜ、ソーラス様ではなく私達がそんな重い罪を被らないといけないのですか！」

　カナリアは、他の使用人達の方に両手を向けながら、私へ訴うつたえかける。

「ここにいる先せん輩ぱい方がたも私も、全てあのソーラスとメイド長であるカーシャに命令されて嫌々手を下していた者ばかりです！　どうか、ご慈じ悲ひを！」

　そしてカナリアは、私の目の前で深々と頭を下げた。

　それはまるで、健気けなげに仲間を守ろうとするかのようだったが──。

「──バルト、この侍女は三年間の強制労働をお望みらしい」

「………は？」

　私の声に反応し、頭を上げたカナリアは、信じられないといった表情をしていた。

　そんなカナリアを無視し、書類を書かき換かえ始めたバルトを確認した後、私は変わることのない微笑みを湛たたえたまま口を開いた。

「言ったよな。言い逃れすれば罪を重くすると」

「……っ！」

　カナリアはその言葉に反応し、呆然と私の顔を見上げる。

　そんなカナリアに、私は笑みを浮かべたまま続ける。

「そもそも、そんな言葉で私が騙せるとよく本気で思えたな。アイーダとソイラが話した情報はソーラスの行状だけではない、そう言ったら分かるか？」

「なっ！」

　……失態を悟ったカナリアの顔から、血の気が引いた。

「侯爵夫人に料理を運びながら、積極的に虐いじめに加担していた人物が、よく慈悲を乞こえたものだ」

　カナリアの返答はなかった。

　代わりに、焦しよう燥そうを浮かべた彼女の顔が、私の言葉が真実であることを何より雄弁に物語っていた。

「時は金なり。この言葉を知っているか？　時は金と同じ価値があるという意味だ。そして私は現在、馬鹿達のせいで時も金も等しく失っている」

　言葉を続けるうちに、私の声にはどんどんと怒ど気きがこもっていく。

　青白い顔で震えるカナリアの耳元へと、最後に私は囁いた。

「……私をこれ以上不ふ機き嫌げんにさせるなよ」

　その言葉に、ようやく自分に逃れようのない破滅が待っていることを悟ったカナリアの顔に、絶望が広がっていった。

「この者以外に何か私に異議を申し立てたい者は？」

　使用人達が何も言ってこないことを確認した後、私ははっきりと告げた。

「二年間、しっかり罪を償つぐなえ。精々、自分達がやったことの意味を学んでこい」

　その言葉に、使用人達が、力なく項垂うなだれた。

「ふぅ」

　もう反抗する気など欠片かけらもないだろうと確信した私は、小さく、本当に小さく息をついた。

　これでようやく一度方がついた。

　ソーラスはじめ、アイーダとソイラにカナリア。

　彼らの想像以上にしつこい抵抗に私は強い疲ひ労ろうを覚えていた。

　とはいえ、罰を言い渡すだけで使用人達の処分が終わるわけではないが、その処理は部下へと任せることにした。

「バルト、あとは頼んだ。私は少し外の空気を吸ってくる」

「はい。お任せください」

　そう告げた後、すぐに処分に取りかかる有能な側近の姿に、私は感謝を抱きながら部屋の外へと歩きだす。

　あくまで、まるで疲つかれきったような態度を装よそおいながら、私は屋敷の外へと歩いていく。

　……そんな自分の背中に、カーシャが目を向けていることに気づかないふりをして。
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　アルフォートが去った後、部屋に残された使用人達は力なく立ち尽くしていた。

　ここにいる使用人達のほとんどは、貴族だ。

　故に、強制労働という事態に衝撃を隠しきれない。

　先程までアルフォートに慈悲を乞うていた侍女のカナリアが私を睨にらんでくる。

「カーシャ、あんたのせいで！」

　その言葉に同調するように、使用人達が私へ憎悪の視線を向けてくる。

　彼らを真正面から見返し、私は叫んだ。

「エレノーラ様を進んで虐げていたのは貴女あなたのくせに、こんな状況になったからって私のせいにするの？　どちらかといえば、この状況を引き起こしたのは貴女じゃない！」

　その言葉に、カナリアが怯ひるむ。

　カナリアにも自覚があったのだろう。

　エレノーラを過度に虐げていなければ、ここまでアルフォートに敵視されることはなかったと。

「アルフォート様はエレノーラ様を助けるために侯爵家を潰そうとした。だったら、一番に責任を取るべきなのは、エレノーラ様を率そつ先せんして虐げていた貴女でしょう！」

「……っ！」

　周囲の使用人達を扇せん動どうするように、私はカナリアへと怒ど鳴なり続ける。

　憎しみを目に浮かべ、お前のせいで私まで巻き込まれたと。

「そうだ！　お前がエレノーラ様を虐げようなんて言わなければ私は……！」

「何よ！　全て私のせいだって言いたいの？　あんただって、あの女のことを嘲あざ笑わらっていたじゃない！」

　私の言葉に扇動された使用人達が怒りの矛先をカナリアへと向け、騒ぎ始める。

　その騒ぎを収めるべく、部屋の中にいた護衛達が、うんざりした顔で近寄ってくる。

「暴れるな！　静かにしろ！」

　しかし、実際のところ私にカナリアに対する怒りはなかった。

　騒動を起こすことこそが、私の狙ねらいだとも知らないで、次々に護衛達が喧嘩を止めに来る。

　騒ぎに部屋の人間が集中しているのを確認して、私は今の隙すきに密かに逃げ出せないか、入口の方向へと素早く目をやる。

　しかし、扉とびらにはバルトと呼ばれていた護衛が残っていた。

「……っ！」

　主の命を忠実に守っているのか、そこから動こうとしないバルトの姿に、私は思わず顔を歪める。

　別の騒ぎを起こして、気を逸らすしかないのだろうか？

「用を足したいのか？」

「……え！」

　──突然、バルトから声をかけられた。

　まるで想像していなかった事態に、私は思わず固まってしまう。

　そんな私を気にすることなく、バルトは身体を横にずらし、扉を指さした。

「行ってきていいぞ」

　一瞬、私はバルトの言葉が信じられなかった。

　呆然と立ち尽くす私に、バルトが怪け訝げんそうに問いかけてくる。

「なんだ、私の勘違いか？」

「い、いえ！　ありがとうございます！　すぐに戻ります！」

　私は急いで、部屋の扉から外へと飛び出す。

「一応言っておくが、逃げようなんて考えるなよ」

「はい！」

　背後からかけられたバルトの言葉に満面の笑みで返事をしながら、私は屋敷の中を進んでいく。

　そう、私には逃げるつもりなど一切なかった。

　すぐにそんなことをしなくてもよくなるのだから。

「……私だけは、強制労働なんてするもんですか」

　そう呟く私の口元は、いつの間にか歪んで笑みを浮かべていた……。
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　客間を出てすぐ、私が目指したのは自室だった。

　周囲に誰もいないことを確認してから、部屋に入った私はクローゼットを開ける。

　その中には、隠していた大金が入った鞄が置いてあった。

「……これさえあれば」

　そう呟く私の頭にあったのは、アルフォートの不機嫌さを隠せない姿だった。

　ソーラスに対してアルフォートは、かなりの金額を喪そう失しつしたと告げていた。

　それがアルフォートのあの乱暴な態度の一因であったに違いない。

　本当にソーラスは、火に油を注ぐようなことしかしなかった。

　だが、今だけはソーラスに感謝していいだろう。

「これだけあれば、壊した装飾品を弁償してもお釣つりがくるに違いないわ」

　私がこれだけの金を渡すと告げれば、公爵家も私を無下には扱えないに違いない。

「それどころかこれだけあれば、私が公爵家に仕えたいと言っても、断ることはできないわ！」

　今の状況は、私が想定していた中でも、決して良いとは言えないものだ。

　公爵家の従者になったとしても、侯爵家と同じように好きに振る舞うことはできないだろう。

「それでも、この金額があれば私だけは破滅を逃れることができる！」

　そう呟く私の脳のう裏りに浮かぶのは、絶望したソーラスや、愛人達、そして仲間である使用人達の顔。

「私はあんな結末にはならない！」

　私だけは、破滅を回かい避ひする。

　その未来を疑うことなく、重い鞄を持った私は玄げん関かんへと歩きだした。

　鞄を抱かかえながら、私は周囲を確認する。

　だが、廊ろう下かどころか玄関付近にさえアルフォートの護衛はいなかった。

　アルフォートが一人で部屋を出ていったことを考えれば、屋敷の外にもアルフォート以外の人間はいないのだろう。

　もう全てが終わったと思い込んでいる護衛達の浅せん慮りよに感謝しながら、私は玄関へと歩を進める。

　それから私は、慎重に取手に手をかけて、扉を開け放つ。

　私の目に入ってきたのは、玄関から少し先のところに、こちらに背を向けた状態で立っているアルフォートの背中だった。

　扉が開いた音に反応し、アルフォートはすぐに私に気がつく。

　私の存在に気づいた時、彼がその顔に浮かべたのは、あからさまな嫌けん悪おだった。

「……まだ何かあるのか？」

　敵意を隠そうともしないアルフォートの態度に、一瞬私は緊張を覚える。

　だが、すぐに私はその緊張を笑みで覆い隠した。

　アルフォートが私にいい感情を抱いていないことぐらい、最初から想定内。

　その態度も、すぐに変わると自分に言い聞かせながら口を開く。

「アルフォート様にご提案があり、屋敷を後にする許可をバルト様に頂きました」

　まるでバルトから屋敷の外へ出る許可をもらっている、そんな口ぶりで私は告げる。

　もっとも、それはただの噓でしかない。

　後々それが判明すれば、アルフォート達の心証は悪くなるだろう。

　だが、それは先の話。

　大金を渡した後であれば、アルフォートも噓については口を噤つぐむに違いない。

　とにかく今は、交こう渉しようが先決だ。

「余計なことを。私が不機嫌だと先程も言ったことを覚えていない──」

　しかし途と中ちゆうで、アルフォートは言葉を中断した。

　アルフォートの目が捉とらえていたもの、それは私が持つ鞄だった。

　アルフォートが黙だまったことで、沈ちん黙もくが場を支配する。

　それから、彼は重々しく口を開いた。

「……カーシャ、その鞄は一体なんだ？」

　そう告げたアルフォートの顔には、隠しきれない期待が滲んでいた。

　それだけで、私は理解する。

　アルフォートが一体何を期待しているのか。

　そして、この交渉が上手くいくことを確信する。

　その思いから口元に笑みを浮かべながら、私は中身がアルフォートに見えるように持ち直し、鞄を開いた。

「はい。これは私からの謝罪の気持ちです」

「なっ！」

　鞄の中身を見たアルフォートの顔に、一瞬驚きよう愕がくが浮かんだ。

　だが、すぐにその表情は喜びへと変化した。

　アルフォートの表情にも、私の顔にも笑みが浮かぶ。

　私は、破滅を逃れることができたのだ。

「よし。証拠は容疑者が持ってきてくれた。バルト、すぐにマルレイア辺境伯に使いを出せ。横領した人間を捕とらえたと」

　──私は、アルフォートが告げた言葉を理解することができなかった。

「…………は？」

　呆然とした声が、口から漏れる。

　一瞬、自分の聞き間違いか？　などという現実逃とう避ひが私の脳裏によぎるが、

「もう部下の一人に言いつけて、マルレイア辺境伯の屋敷に使いを出しています」

　その私の現実逃避を後ろから響いた声が粉々に打うち砕くだくこととなった。

　聞き覚えのある声に、呆然と後ろを振り向いた私の目に入ってきたのは、アルフォートの護衛、バルトだった。

「なんで、ここに……」

　使用人達を見張っていると思っていたバルトがここにいることに、私は動揺を隠せない。

　もしかして、最初から私をつけていた？　その可能性に思い至った私の背筋に冷たいものが走る。

　動揺を隠せない私を無視し、アルフォートとバルトは言葉を交わす。

「それにしても想像以上にこの女も安易でしたね。まさか、あのような分かりやすいところに横領した金を隠していたとは。ここまで策を弄ろうして持ってこさせる必要はなく、後で屋敷を調べればよかったのではないですか？」

「まあそう言うな。自ら持ってきてくれた方が色々と手間が省けたのは事実だろう？」

「たしかにそうですね。ソーラス達のように言い訳して無駄な時間を稼かせがれるよりも、こうして確たる証拠を見せてくれた方が話が早い」

　そう小さく笑った後、バルトは私へ冷ややかな視線を向けた。

「こういう人間は大たい抵てい、往おう生じよう際ぎわが悪いものですから」

　このままでは私は破滅してしまう。

「待ってください！」

　次の瞬間、私はアルフォートに突き出すように鞄を掲かかげ、その中身をひっくり返した。

　大きく口を開けた鞄の中から大量の宝石や金銭が地面へと落ちていく。

「私を本当にマルレイア辺境伯に引き渡すつもりなのですか！　これだけの金額を得られるチャンスを逃して！」
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　地面に散らばった鞄の中身を指さし、私はアルフォートへと叫ぶ。

　これこそが、私が見み出いだした活路だった。

　たしかに、今から言い逃れするのは難しいだろう。

　それなら、アルフォートも共犯者にしてしまえばいい。

　地面に落ちている宝石類は、集めればかなりの金額になる。

　これなら、アルフォートだってマルレイア辺境伯に返すことを惜おしんでもおかしくない。

　そう期待を抱きながら、私は懇願した。

「……たったこれだけで私を買収できるとどうして思えるのか」

　──だが、アルフォートの顔に浮かんでいたのは、冷ややかな表情だった。

　アルフォートは、淡々と私へ告げる。

「公爵家を買収したければ、せめてその十倍は持ってこい」

「そ、そんな！　ソーラス様が装飾品を壊したせいで、公爵家は財政難なんじゃ……！」

　感情的に呟く私に、アルフォートは何気ない様子で口を開く。

「そんなのはお前を引っ張り出すための噓に決まっているだろうが。──トップクラスの商会を抱える公爵家が、あの程度の損害で困るわけがないだろうが」

「……そんな、公爵家がトップクラスの商会を！」

　公爵家の権力とトップクラスの商会の財力。

　それらが結びついた最悪の存在が侯爵家の敵に回ったと知っていれば、私は即そく逃とう亡ぼうを決意していただろう。

　そんな私へアルフォートは、嘲りを隠さない口調で告げた。

「……商会に逃げこもうとしながら、何も知らなかったのか」

「……なっ！」

　私の行動は全部、アルフォートの手のひらの上だったのか。

　その事実に衝撃を隠せない私へと、アルフォートはさらに言葉を続ける。

「エレノーラ嬢からは何も言われてないのか？」

　公爵家とは絶対に事を構えるな、とエレノーラがソーラスに告げていた警告が、私の頭に蘇よみがえった。

　私がその警告の意味を理解できたのは、全てが手て遅おくれとなった今だった。

　エレノーラは、公爵家がトップクラスの商会と繫つながっていたことに気がついていたのだろうか？

　それは今となっては、私が知ることはないだろう。

　……公爵家に睨まれた時点で、私達は既に終わっていたのだ。

　もう罪を逃れることができないと理解した瞬間身体から力が抜け、私は思わずその場にへたり込む。

　私も他の使用人達と同じく、強制労働から逃れられないのだと悟って。

　……だが、それは誤りだった。

「お前も精々罪を償え。──鉱山奴隷としてな」

「…………え？」

　アルフォートが告げた言葉を一瞬、私は信じられなかった。

　鉱山奴隷、それは重罪人に課せられる最大の罪。

　故に私は聞き間違いか何かだと判断して──自分を見るアルフォートの冷ややかな目に、その判断が間違いであることを理解した。

「噓！　なんで私だけ！」

　私はその決定を受け入れられずに叫ぶ。

　しかしそんな私に対するアルフォートの返答は一言だけだった。

「連れていけ」

「いや！」

　それでも連れていこうとする護衛達になんとか反抗するが、あっさりと私は取とり押おさえられた。

　そして、そのまま屋敷から馬車へと運ばれていく中で、最後に私の頭に浮かんだのはエレノーラのことだった。

　エレノーラの警告を聞いていれば、この結末は変わっていたのだろうか？

　その考えに至った時、もう全てが手遅れだった……。
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「……煩わずらわしい女だったな」

　気を失ったカーシャに対し、私、アルフォートは嫌悪感を隠すことができなかった。

　この女が最悪の人間であることは、今まで侯爵家でずるがしこく立ち回ってきたことや、エレノーラに対する扱いから知ってはいたつもりだった。

　……だが、今日の態度はその想像を超こえていた。

「この様子では、横領のせいで辺境の疫えき病びよう対策が遅れたことも知るよしもないか」

　おそらくこの先この女を待っているのは、鉱山奴隷だけに留まらないだろう。

　その程度で済まないほどの恨うらみをこの女はあちこちで買っている。

　私がカーシャの居場所を貴族社会に流せば、それだけで幾いく人にんもの貴族が、恨みを晴らそうと動きだすに違いない。

「自業自得だな」

　愚かなカーシャの未来を想像した私は、小さく吐き捨てた。

　隣にいたバルトが、驚いたような表情を浮かべ、口を開いた。

「それにしても意外でした。あのような軽い罪で終わらせるなんて」

「……ん？　カーシャに関しては、私の考える限りかなり重い罪だと思うが？」

「いえ、カーシャの話ではなくて、ソーラスの愛人達と使用人達の話です」

　バルトは不思議そうに俺おれに目を向けたまま、言葉を続ける。

「正直、もっと重い罪を与えることができましたよね？　強制労働程度で、あの連中が確実に破滅するとはいえないですし」

　バルトの言葉は、たしかに事実だった。

　愛人達は実家から捨てられたとはいえ、他の貴族との付き合いまで断絶してはいないし、使用人達の強制労働に至っては二年間の話でしかない。

「あの連中は直接か間接かの違いはあれど、エレノーラ嬢を虐げていたことに変わりはないですし、情けをかける必要はないのでは？　なのになぜ、あのような中ちゆう途と半はん端ぱな処罰にしたのですか？」

　そこで言葉を切ったバルトは、一息溜ためた後告げる。

「それも、エレノーラ様への仕打ちを意識させるような罰を」

　そのバルトの言葉に、私は内心感心する。

　相変わらず、この側近には隠し事ができないと。

　そう、私はたしかに使用人や愛人に罰を言い渡す時、あえてエレノーラの被害を意識しながら言い渡した。

　エレノーラに劣れつ悪あくな環かん境きようを強制した使用人達には、二年間の強制労働を。

　エレノーラから金銭的に援えん助じよされていながら、感謝するどころか虐げていた愛人達には、多額の慰謝料を。

　とはいえ、普ふ通つうはそんなことに気づきはしないだろう。

「よく見ているな」

「強制労働の期間が「二年」であること。そして愛人達の慰謝料の金額と、彼女達がエレノーラ様から享きよう受じゆした金額の一いつ致ち。これらを見て分からない人間などいませんよ」

　……当たり前のごとく、愛人達がエレノーラから享受した金額を正確に記憶しているのが異常だと言いたいのだが。

　喉のど元もとまでそんな言葉が出そうになる。

　だが、この男に言っても無駄だと知る私は、その思いを胸むねの奥おくに押し込む。

「単純な話さ」

　代わりに、私は処罰の内容を決めた理由を話し始めた。

「──エレノーラ嬢にこれだけ尽くされていた人間が、それを知らないのも業ごう腹はらなことだろう？」

「ああ、なるほど。本当にその通りですね」

　その言葉に全てを理解したバルトが頷うなずいた。

　使用人達は強制労働の結果、自分達がどんなことをエレノーラにしたのか、身をもって知ることになるだろう。

　また、愛人達に関してもこの先最悪の事態を避さけるためには、実家に謝り倒すか、他の貴族達に縋りつくかして、必死で金策に走らねばならない。

　侯爵家の問題を解決するために、貴族に頭を下げていたエレノーラと同じように。

　そうなれば、使用人達や愛人達も理解せざるを得ないだろう。

　一体どれだけ、エレノーラが自分達の生活を支えていたか。

　もう既に私は、今回の件を貴族社会に大々的に広めるように部下に言いつけている。

　貴族社会に今回の件が伝われば、もう彼らを雇やとう者はいないし、仮に愛人達に情けをかけてくれる貴族がいても、立場としては使用人以下になるだろう。

　使用人達も、愛人達もこれまでのような立場に戻れることは絶対にありえない。

　彼らは、一生自分がエレノーラにしたことを後こう悔かいしながら生きていくことになるのだ。

　その私の意図を理解した上で、バルトは意地の悪い笑みを浮かべる。

「ただ単純に罰を与えるより余よ程ほど性格が悪い。さすがはアルフォート様だ」

「……お前、絶対に褒ほめてないよな？」

「いえいえ。そんなまさか。善良な一市民である私にはまるで思いつけない考えと感心していますよ」

「……腹黒が」

　少しの間私はバルトを睨んでいたが、溜ため息いきをつくと告げた。

「まあいい。とにかく後は頼んだ。悪いが私はすぐに屋敷に戻りたい」

「はい。了りよう解かいいたしました。後は全て私にお任せください」

　馬車へ早足で向かう私に、バルトは理由を聞きはしなかった。

　代わりに、彼にしては珍めずらしく優やさしげな顔で告げる。

「着き替がえは馬車の中に用意してありますので。非情な男と思われないよう、急いだ方がよろしいかと。アイーダとソイラがエレノーラ様と同じ屋敷にいることを隠すためとはいえ、何も言わずに会わなくなったことは事実ですから」

「ああ。ありがとう」

　口が悪いながらも、心配してくれているバルトに私は簡潔に礼を告げて馬車に乗り込む。

　そして、用意された着替えに袖を通し、頭に茶ちや髪ぱつのウィッグをつけ──商人アルトになった私は、御ぎよ者しやへと告げる。

「できるだけ早く屋敷に、エレノーラ様のところまで頼む」
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「お帰りなさいませ、アルト様」

「ああ」

　屋敷に辿たどり着ついた私は、侍女からの挨あい拶さつもそこそこに、エレノーラの部屋へと急いでいた。

　あともう少しでエレノーラに会える、そう考えれば考えるほど、歩く速度が速くなる。

　この数日間、アイーダとソイラに同じ屋敷にエレノーラがいることを気取らせないために、私は夜ですら彼女の寝しん室しつに行くことができなかった。

「……もう少し、罰を重くしてもよかったかもしれないな」

　エレノーラに会えなかった数日間を思い出し、恨み言が口から漏れる。

　私はマリーナ達から、仕事に追われていながらエレノーラの看病に通うことを咎とがめられていた。

　せめて事が片付いてからの方が、負担が少ないのではないかと。

　その話をされる度に私は、恩人が弱っている時に看病してこそ恩返しができる、そう頑がん固こに主張して少なくない時間エレノーラの寝室に通っていた。

　そんな姿を、マリーナには時間配分が下手だと揶や揄ゆされたことがあるが……実のところ自分が看病しているなんて半分も意識していないことに気がついていた。

　私が時間を大きく割さいて寝室に行くのは、ただ自分がエレノーラに会いたいからに過ぎないのだから。

　日々の激務を終えた私を、喜んで迎むかえてくれるエレノーラ。

　その姿が、私にとって何よりの癒いやしだった。

　激務の疲れが、エレノーラと会話する度に和らいでいくのを感じていた。

　一度、エレノーラの寝ね顔がおを見ながら寝てしまった時には、羞しゆう恥ち心しんと罪悪感に苛さいなまれることになった。

　それをバルドに知られ、腹を抱えて笑われた時には本気で剣けんに手をかけたほどだ。

　……実は、忙いそがしいと偽いつわってエレノーラの寝室から早めに去ろうとしたのは、それが理由だったりする。

　自分の態度を思い返せば思い返すほど、情けなく感じて悩なやんだことも一度や二度ではない。

　しかし、エレノーラがそんな自分を頼たよりにしてくれていることにも気づき始めていた。

　なんとかエレノーラが起きている間は隠したが、もう少し話したいとわがままを言われた日なんて、動揺と喜びのせいで平静が保てず、その後仕事が手につかなかった。

　……故に、エレノーラの部屋に行けなくなった上、さらなる激務をこなさざるを得なかった私は、大きく消しよう耗もうしていた。

　とにかく今は、エレノーラに会いたくて仕方がなかった。

　彼女の声が聞きたくて、顔が見たくて仕方がなかった。

　そして、いつも通りはにかんだ笑顔で部屋に迎え入れて欲ほしかった。

　なんとかはやる心を抑え、私は部屋をノックする。

「エレノーラ様、アルトです。今よろしいでしょうか？」

　そう私が告げた瞬間、部屋の中から慌てるような音が響いてくる。

　その音に、少し私は罪悪感を覚える。

　考えるに、私が戻ってきたことを知ったマリーナが、慌てて扉を開けようとしているのだろう。

　侯爵家から急いで戻ってきたが、連れん絡らくを入れた方がよかったかもしれない。

「いや、最終的に連絡に出した者を追い抜くだろうから、意味はないか……」

　つい、気持ちがはやるあまり急がせてしまい、疲れ果ててしまった御者の様子を思い出し、私は乾かわいた笑みを浮かべる。

　まあ、とにかく今回ばかりは大人しくマリーナに怒おこられるのがいいだろう。

　そう考えているうちに、勢いよく扉が開く。

「……え？」

　扉を開いて現れたのは、マリーナではなかった。

　急いだことを示すように乱れた金きん髪ぱつに、急に動いたせいか上気した頰ほおと、涙が溜まった碧あおい瞳ひとみ。

　それを間近で目にし、私は混乱しつつも理解する。

　本来ならば寝ていないとならないはずのエレノーラが、なぜかベッドから起き上がって扉を開けたことを。

「エ、エレノーラ様、お身体が……」

「アルト……！」

　エレノーラがまるで突とつ撃げきするように私の身体を抱きしめたのは、その言葉を言い切る前だった。

　まるで私の存在を確かめるように、強く私の身体を抱きしめるエレノーラに、顔が熱くなる。

　だが、そんな私に気がついた様子のないエレノーラは、私から離れるどころか、何かを確認するために私の身体を触さわり始めた。

「なっ！」

　私は突然の出来事に羞恥心で固まるが、すぐに冷静さを取り戻すことになった。

「どこも痛くない？　身体におかしなところはない？」

　ぺたぺたと私の顔を触りながら、今にも泣きだしそうに呟いたエレノーラの声は真剣そのものだった。

　その様子は尋じん常じようではない。

　一体何があったのか聞き出さないといけない、そう私は判断したが、その前に自分の理性を守るために、エレノーラを引きはがすことにした。

「そ、その、エレノーラ様、これは男女として良くない気が」

「え？　……っ！」

　その言葉で、ようやく自分の行動が、他人からどう見えるかに気がついたエレノーラが、反射的に私から離れる。

　それに一ひと先まず安堵しながら、エレノーラが離れたことを惜しく思う気持ちを押し殺す。

　そんな間ま抜ぬけな私の内心に気がつくよしもなく、エレノーラは真っ赤な顔で俯く。

「ア、アルトごめんなさい……。その、つい興奮しちゃって……」

　そんなエレノーラの姿に今度は愛おしさが湧わき上がってきて、こんな状況にもかかわらず、自制できない自分自身に呆れる。

　侯爵家の一件を片付けたことで、自分の気が緩ゆるんでいることを悟ることになった。

「でも、今回のことに関してはアルトの責任だから！　──どうして私に黙って、公爵家と組んでソーラスと敵対したの!?」

「なっ……！」

　エレノーラが告げた言葉に、私はすぐに気を引きしめられることとなった。

　瞬しゆん時じに私は理解する。

　エレノーラは、私が侯爵家を潰そうとしていたことに気がついたのだ。

　その可能性にエレノーラが思い至ることを常に警けい戒かいしていたからこそ、その考えに私が到とう達たつするのは早かった。

　そして同時に、私はエレノーラの寝室の中に、マリーナを捜さがした。

　私はマリーナがエレノーラを相手に隠し事ができないこと、というよりも、エレノーラが異常なほどの洞どう察さつ力りよくを有していることを知っていた。

　だからマリーナには、エレノーラが不信感を抱くことがあっても黙っているように言っていたのだが、駄だ目めだったらしい。

　とにかく話を聞かなければならない。

　最悪、マリーナと即そつ興きようで話を合わせて誤ご魔ま化かそうと考えながら。

「マリーナは今はここにはいないわ」

　その言葉に動揺を漏らした私へエレノーラは続ける。

「マリーナは私には何も言わなかったわよ。ただ私が予想しただけ。だから、マリーナを使って誤魔化そうとしても無駄よ」

「……っ！」

　今度こそ、私は悟る。

　もうエレノーラには、誤魔化しも何も通じる段階ではないことを。

「どうして、こんなことをしたの？　それも私に黙って」

「ま、待ってください！　黙っていたことは謝ります！　ですが、全て決着しました！　侯爵家は私の手で潰しました」

　エレノーラからの問いかけに、私は反射的にそう告げる。

「……信じられないわ」

　だが、エレノーラは私の言葉をあっさりと否定する。

　エレノーラの態度は当然のものだった。

　私の告げた言葉は、通常ならありえないことだったのだから。

　エレノーラは私へ、疑わしげな目を向けながら告げる。

「侯爵家は公的に認められたわけではないとはいえ、王族に並び立つ存在、準王族よ。いくら公爵家の力を借りても潰せるわけがないわ」

　エレノーラの言葉に、私は思わず黙り込む。

「……お願いだから、私のために侯爵家を敵に回すようなことはやめて。貴方には傷ついて欲しくないの」

「エレノーラ様……」

　震えるエレノーラのその言葉を耳にして、私は侯爵家を潰したと証明することを諦あきらめた。

　先にマリーナを捜して誤魔化そうとした後から、いくら説明したとしてもエレノーラが信じるとは思えないのだから。

　一瞬、エレノーラが先程侯爵家のことを追及した時、誤魔化さなかった方が良かったか、なんて考えが頭に浮かぶ。

　しかし、すぐに今さら考えてもどうしようもないことだと頭から振り払った。

　たしかに全ての経けい緯いを最初から話していれば信じてくれたかもしれないが、その場合はソーラスを騙した経緯や、私が貴族であることも明かさなくてはならなくなる。

　エレノーラの体調が悪い今、それらのことを明かすつもりは私にはなかった。

　少なくとも今はまだ、エレノーラにゆっくりと休んで欲しい。

　それに侯爵家が破滅したことは、私が言わなくてもすぐに明らかになる。

　だったら、それを待ってからもう一度話しても問題なんてないだろう。

　時間は沢たく山さんあるのだから。

　そう判断して、私はとにかくエレノーラを安心させるために、侯爵家からは手を引くと噓をつくことにして、謝罪の言葉を口にした。

「……申し訳ありません。エレノーラ様」

　おそらく、侯爵家を既に破滅させていたことが後々明らかになれば、エレノーラには怒られるだろう。

　そうしたら、頑がん張ばって謝ろう。

　そう決意して、私は言葉を続ける。

「もう侯爵家からは手を引かせて頂きます」

「……アルト」

　その言葉を聞いた瞬間、あからさまにエレノーラは安堵した。

　それは私のことを少なからず、いや、とても心配してくれていたのだと分かる表情で、私は罪悪感を覚える。

　そんな私の様子をどう捉えたのか、エレノーラは慰なぐさめるように私の顔に手を添そえる。

「貴方が義ぎ理り堅がたいのは知っているけど、気にしないで」

　思いもよらぬ行動に固まる私に対し、エレノーラは儚はかなげな表情で続ける。

「……私は強ごう欲よく令れい嬢じようで、どんな貴族からも嫌きらわれるような価値のない女よ。だから、私のことなんて気にしないで、なんなら追い出してくれてもいいわ。私ならこの屋敷を出ていってもなんとかして生きていけるのだから」

　そう告げたエレノーラの顔に浮かぶのは、私に対する気き遣づかいだった。

　その表情を見て、私は理解する。

　エレノーラは本気で私を思ってくれていて、本気で自分のことを価値のない存在だと思っているのだと。

　だが、彼女の言葉は逆効果だった。

　──その瞬間、頭の中で、自分を抑えてきた何かが切れる音がした。
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「貴方が義理堅いのは知っているけど、気にしないで」

　そう告げながら私は、アルトの顔へと手を伸ばしている自分を内心で嘲あざ笑わらう。

　今さら、アルトと離はなれ難がたく感じている自分に気がついて。

　この言葉を言うことで、アルトに嫌われることを私は覚悟していた。

　でももう、私はアルトから沢山のものをもらっているのだから。

「……私は強欲令嬢で、どんな貴族からも嫌われるような価値のない女よ。だから、私のことなんて気にしないで、なんなら追い出してくれてもいいわ。私なら、この屋敷を出ていってもなんとかして生きていけるのだから」

　自分という人間が無価値なこと、それは侯爵家の日々で私が知ったはずのことだった。

　アルトが共にいてくれたこの数日、私はそのことを忘れていた。

　けれど、アルトと会えなかった日々の中、私は自分に価値がないことを思い出していた。

　そんな自分のためにアルトを危険に晒さらすことは絶対に嫌だった。

　そう決心したにもかかわらず、いつの間にか自分の胸に迷いが生まれていることに気がつく。

　……今さら、アルトに拒きよ絶ぜつされることが嫌だと感じる自分が、どうしようもなく情けなかった。

　だからこそ、アルトの顔に怒りが浮かんだ時、私は反射的に身体を縮めていた。

　しかし、アルトの言葉は私を拒絶するものではなかった。

「どうして貴女はいつも……！」

　怒りを露わに私を睨みつけるアルトの言葉は、先程の紳士然とした態度からは考えられないほど感情的だった。

　私はそのアルトの姿に既き視し感かんを覚える。

　こんな風にアルトが感情的になったところを、彼と出会った当初何度か見たことがあったのだ。

　呆然と見つめる私を力強い碧い目で見返しながら、アルトはまるで宣言するように告げる。

「もういい。全部やめだ。全ての噓を撤てつ回かいする。どうして潰れた侯爵家を恐れる必要がある！」

「……え？」

　烈れつ火かのごとく怒りを露わにするアルトが告げた言葉に、私は目を瞠みはる。

　しかし、啞あ然ぜんとする私を気に留とめることなく、アルトは自分が手にしていた鞄を手に取り、ひっくり返す。

「……噓」

　その瞬間、鞄から溢れ出したのは明らかに一商人が入手することはできない、重要な書類だった。

　その中には、侯爵家の罪を明らかにする書類──そして私とソーラスが離り婚こんしたことを証明する書類もあった。

　その時になって私はようやく答えに辿り着く。

　……アルトは本当に侯爵家を潰したのかもしれない、と。

　そのことに驚愕した私は思わず固まるが、アルトは気にせず散らばった書類を漁あさり始める。

「エレノーラ様、これを」

　そして、アルトは一枚の署名を持ち上げた。

　私は戸と惑まどいながら、それを受け取る。

「これ、は……」

　目を通した私は言葉を失った。

　なぜなら、その書類にずらりと連なる署名は、マルレイア辺境伯を筆頭とする、私がかつて関わったことのある貴族だった。

　その貴族達と面会し一度は拒絶されたからこそ、彼らが私のことを決して快く思っていないことを私は知っていた。

　そのためこの署名は、強欲令嬢を追おい詰つめるものに違いないと、私は判断した。

「──この署名は、エレノーラ様のためならと、侯爵家を潰すための王家との交渉に名を貸してくれた貴族達です」

　アルトのその言葉を、私はすぐには受け入れられなかった。

　信じられず呆然とする私に、アルトは淡々と続ける。

「エレノーラ様、貴女への周囲の対応が決して良いものでなかったことは知っています。それが、深く貴女の心を蝕むしばんでいることも。ですが、貴女に価値がないなんてことは絶対にありえません」

　真剣に私の目を見つめながら、アルトは問いかける。

「貴女に救われた私を、そして救われたからこそ貴女のためにこの書類に署名した貴族達を、エレノーラ様は価値がないなんて思いますか？」

「……っ！　そんなことないわ！」

　今まで衝撃で呆然としていたことも忘れ、その問いに反射的に言い返していた。

「私を助けてくれた人達が、価値がないなんて認められるわけがないじゃない！」

　感情的にそう告げた私に、アルトは優しく笑いながら告げた。

「私達も同じなんです」

「……あ」

　アルトが言いたかったことを、私がようやく理解したのはその時だった。

「アルト達に価値がない」という言葉に、湧き上がった怒りの感情は未だ胸の中にある。

　だからこそ、アルトの気持ちが私には理解できた。

　……自分がアルトを怒らせてしまった理由も。

「ごめんなさい。私は、貴方達を貶おとしめるようなことを……」

　反射的に、私は謝罪の言葉を口にする。

　どうして、自分はこうもアルトに迷めい惑わくをかけてしまうのか、そう内心で責めながら。

　私は、アルトが自分のために苦労して欲しくないだけだったのに、実際にしていることはその逆だった。

　だが、そんな私にかけられたアルトの声は相変わらず優しかった。

「言った通りエレノーラ様が自信をなくした理由は分かっております。ですから、気になさらないでください。少しずつ、自信を取り戻していけばいいんですから」

　そんなアルトが、意味深な言葉を告げたのは次の瞬間のことだった。

「まあ、最悪エレノーラ様の意識が変わらなくてもいいとは思っていますが。その場合は、私が隣でエレノーラ様の新たな価値を作り出してみせますから」

「アルト？」

　アルトの顔に緊張のようなものが浮かんでいる。

　アルトはその真剣な顔のまま、口を開いた。

「エレノーラ様、以前私はエレノーラ様に許して頂ける限りお側そばにいさせて頂くと言いましたよね？」

「え？　そんなこと言っていたかしら……」

　その言葉の意味が分からず、一瞬私は首を傾かしげる。

「──っ！」

　だが、その瞬間私の頭にある記き憶おくが蘇る。

　それは私が屋敷に来て初めて見た夢にして、最大の黒歴史。

　夢でよかったと心底安堵した記憶は新しく、だからこそ私は急速に青ざめていくことになった。

　呆然と顔を上げた私は、気まずそうに目を逸らすアルトを見て、悟る。

　あの夢は現実だったことを。

「う、噓よ！　あんな、あんなことが現実だったなんて……！」

　あまりの羞恥に、顔に熱が集まってきて、視界が涙で滲む。

　そんな私の様子にアルトの顔に罪悪感が浮かぶが、それは一瞬のことだった。

　アルトは覚悟を決めたように頷くと、私に告げる。

「あの言葉は私の本心です。許されるなら、いえ、許されなくても私は貴女の側にいたい」

「……ぅぁ」

　アルトの言葉に、私の喉のどから信じられないような間抜けな声が漏れる。

　けれど、それさえ認識できないほど私は追い詰められていた。

　もう既に、アルトの言葉に私はいっぱいいっぱいだったが、アルトの言葉はまだ終わっていなかった。

「──お慕したいしております、エレノーラ様」

　そう告げたアルトの表情は真剣だった。

　その時が、私の脳の限界だった。

「……ひぅ」

　羞恥心と驚きとそして何より胸いっぱいに溢れる嬉うれしさという感情の嵐あらしに、私の頭は処理能力の限界を迎えた。

　アルトの表情は、そんな私と対照的だった。

　真っ赤になった顔ではにかみながら、アルトは嚙み締めるように告げる。

「やっと、ようやくお伝えできました。思ってもいなかったな。初はつ恋こいを何年も抱えて、思いを告げるのにこんなに時間がかかるなんて」

　今まで抑えてきた何かが外れたように、アルトは笑う。

「申し訳ありません、エレノーラ様。こんな時に思いを告げることになってしまって。ただ、答えをすぐに求める気などありません。忘れてくれても大丈夫ですから」

　だが、そう告げるアルトの目は悪いた戯ずらっぽく輝かがやいていて、忘れても何度でも告白する、そう言外に告げているように感じる。

「ただ、一つだけお願いします。出ていくなんて、そんなことは言わないでください。私はエレノーラ様に側にいて欲しいと、愛する人の近くにいたいと、それだけを願っているのですから」

　それは嘆たん願がんしているような、その実私をもう逃がさないとでも言いたげな宣言に満ちた声だった。

　私にできたのは首を小さく縦に振ることだけだった。

　そんな私の反応にアルトは破顔した。

「私のわがままを聞いてくださって、ありがとうございます。今日の夜はマリーナに来てもらうよう言っておきますので、ゆっくりお休みください」

　その言葉を後に、私が限界であることを理解したのか、アルトは申し訳なさそうな顔をして立ち上がる。

　最後にアルトは私の手の甲こうに口づけをした。
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「それでは、失礼いたします。……愛いとしのエレノーラ様」

　照れたように、それでもはっきりとそんな言葉を残してアルトは部屋を後にする。

　私の頭がようやく状況を整理して動きだしたのは、それから少し時間が経たってからのことだった。

　──それでも、アルトみたいな素す敵てきな人と私が恋人になって、大丈夫なんだろうか？

　──す、数年前からの初恋って、本当なのかな？

　──マリーナにどう説明しよう。

　──今日の夜アルトは、ここに来ないのか……。

　そんな、様々な考えが頭の中を巡り、数分経って私は硬こう直ちよく状態から復帰する。

「忘れられるわけ、ないでしょう……！」

　ようやく動くようになった身体で、赤い顔を隠すようにシーツに丸まりながら私が漏らした声。

　それは誰の耳に入ることもなく、霧む散さんしていくのだった……。
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　エレノーラの部屋を後にして、まず私の胸に浮かんだのは後悔だった。

　先程の言動は全て衝動的で、それ故にあの書類を見せてしまったことも、言わないと決めていた夢のことに言げん及きゆうしてエレノーラに想おもいを告げてしまったことも、その全てが想定していないことだった。

「……身分が明らかにならなかったのはせめてもの救いか」

　衝動的な告白を知られたら、一体バルトに何を言われるか。

　そう考えて、私は思わず嘆たん息そくを漏らしそうになる。

　……だが、その一方でどこか清すが々すがしさを感じている自分がいた。

　どうしようもなく自身の価値を低くみるエレノーラの態度は、数年前から私にとって気がかりだった。

　エレノーラがどれだけ凄すごい人間なのか私は知っている。

　だからその低評価する姿勢が許せなくて、故に今回エレノーラにこういう形で意い趣しゆ返がえしできたのは、私にとって嬉しいことだった。

　固まるエレノーラの姿を思い出しながら、私は呟く。

「……少しは意識してくれている、そう思っていいのだろうか」

　しかし、すぐにそんな考えに意味はないと私は頭から振り払った。

　もう侯爵家は存在せず、伯爵家もエレノーラを縛しばることはできないだろう。

　時間は沢山あるのだ。

　焦ることなどない。

　少しずつ、確実に距きよ離りを縮めていけばいい。

　エレノーラが離れていくことだけはもう二度と自分には耐えられないのだから。

　かつて私は、公爵家の人間であったことをエレノーラに告げずに側から去り、そして侯爵家に彼女を奪われた。

　公爵家のことを片付けてから、エレノーラを迎えに行こう、そんな甘あまい考えを持つべきではなかった。

　どれだけ後悔したか、未いまだ胸に焼き付いている。

　だが、今エレノーラは私の側にいるのだ。

　もう絶対に、その奇き跡せきを取り逃しはしない。

「もう、間違えはしない」

　そう呟いた私の瞳には、隠しきれない輝きが浮かんでいた。


終
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　ほとんどの方は初めまして。

　もし、他作品を読まれている方がいればお久しぶりです。影かげ茸きのこと申します。

　この度たびは、拙せつ作さくをお手にとって頂き、ありがとうございます。

　この作品は小説家になろうで連れん載さいしていた作品を大おお幅はばに改かい稿こうさせて頂いたものです。

　というのも近きん況きようでも書かせて頂いたように、本当に沢たく山さんのエピソードを付け加えさせて頂きました。

　特に、ウェブ版で要望が多かったエレノーラ視点を大幅に加筆しております。

　ウェブ版では登場が少なめだったアルトの登場シーンも大きく増え、かなり恋れん愛あい要素が強くなったと思います。

　ウェブ版から読んで頂ける方がいてくだされば、その変化も楽しんで頂ければ！

　そして、加筆するにあたってお世話になった担当様に感謝を。

　定期的に健気けなげ系ヒーローの良さを語っていた気がするのですが、その度に方向修正して頂きありがとうございます。

　こうしてお仕事できたことは、私にとって本当に貴重な経験でした。

　その他、様々なご迷めい惑わくをおかけしてしまいましたが、様々なアドバイスを頂き、本当にありがとうございます！

　また、美び麗れいなイラストを手て掛がけてくださった縹はなだ先生も、ありがとうございます！

　キャラデザや表紙のラフが来た後、ずっとニヤニヤしていました！

　あまりにも美麗すぎるキャラデザを前に思考が停止し、担当様に迷惑をかけたことは記き憶おくに強く残っております。

　……改めて、担当様には頭が上がりません。

　最後にこの本を手に取って下さった方に、多大なる感謝を。

　私が今まで数々の小説に力を貰もらったように、少しでも元気をこの作品から与あたえることができれば幸いです。
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